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第 １ 号 

 

６月１日（水） 

 



－ 3 － 

令和４年第２回大崎町議会定例会会議録（第１号） 

 

令 和 ４ 年 ６ 月 １ 日 

午前１０時００分開会 

於 会 議 議 場 

１．議事日程 

日程第 １ 会議録署名議員の指名（５番，６番） 

日程第 ２ 会期の決定 

日程第 ３ 行政報告 

日程第 ４ 報告第 １号 令和３年度大崎町一般会計繰越明許費繰越計算書の

報告について 

日程第 ５ 承認第 ２号 専決処分の承認を求めることについて 

             （令和３年度大崎町一般会計補正予算（第９号）） 

日程第 ６ 承認第 ３号 専決処分の承認を求めることについて 

             （大崎町町税条例等の一部を改正する条例の制定に

ついて） 

日程第 ７ 承認第 ４号 専決処分の承認を求めることについて 

             （大崎町国民健康保険税条例の一部を改正する条例

の制定について） 

(総) 日程第 ８ 議案第１９号 令和４年度大崎町一般会計補正予算（第１号） 

(総) 日程第 ９ 議案第２０号 令和４年度大崎町介護保険事業特別会計補正予算 

(第１号） 

日程第１０ 議案第２１号 大崎町過疎地域産業開発促進条例の一部を改正する

条例の制定について 

日程第１１ 議案第２２号 大崎町半島振興対策実施地域産業開発促進条例の一

部を改正する条例の制定について 

日程第１２ 議案第２３号 大崎町地域経済牽引事業の促進による地域の成長発

展の基盤強化に関する法律第９条第１項の規定に基

づく準則を定める条例の一部を改正する条例の制定

について 

(総) 日程第１３ 陳情第 １号 「インボイス制度実施中止を求める意見書」の採択

を求める陳情 

 

２．出席議員は次のとおりである。（１２名） 
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１番 平 田 慎 一 ７番 吉 原 信 雄 

２番 富 重 幸 博 ８番 中 山 美 幸 

３番 稲 留 光 晴 ９番 上 原 正 一 

４番 諸 木 悦 朗 １０番 小 野 光 夫 

５番 宮 本 昭 一 １１番 児 玉 孝 德 

６番 中 倉 広 文 １２番 神 﨑 文 男 

 

３．欠席議員は次のとおりである。（０名） 

 

４．地方自治法第１２１条の規定により、会議事件説明のため出席した者の職・氏名 

町 長 東   靖 弘 農林振興課長 上 野 明 仁 

副 町 長 千 歳 史 郎 耕 地 課 長 竹 本 忠 行 

教 育 長 穗 園 正 幸 建 設 課 長 時 見 和 久 

会 計管理者 西 髙 和 義 農委事務局長 相 星 永 悟 

総 務 課 長 上 橋 孝 幸 水 道 課 長 本 松 健一郎 

企画調整課長 中 野 伸 一 教委管理課長 岡 留 和 幸 

住民環境課長 松 元 昭 二 社会教育課長 鎌 田 洋 一 

保健福祉課長 谷 迫 利 弘 税 務 課 長 川 越 龍 一 

 

５．職務のため出席した事務局職員の職・氏名 

事 務 局 長 宮 本 修 一 

次長兼調査係長 福 永 浩 二 

議 事 係 長 上 床 就 路 

庶 務係主幹 西   ゆかり 

 



 

－ 5 － 

開会 午前１０時００分 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

○議長（神﨑文男君） これより、令和４年第２回大崎町議会定例会を開会いたします。 

これより、本日の会議を開きます。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

 日程第１ 会議録署名議員の指名 

○議長（神﨑文男君） 日程第１「会議録署名議員の指名」を行います。 

会議録署名議員は、会議規則第１２７条の規定により、５番、宮本昭一君、及び

６番、中倉広文君を指名いたします。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

 日程第２ 会期の決定 

○議長（神﨑文男君） 日程第２「会期の決定」を議題といたします。 

今期定例会の会期は、お手元に配付してある日程案のとおり、本日から６月１６

日まで１６日間といたしたいと思います。 

これに御異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（神﨑文男君） 御異議なしと認めます。 

よって、会期は本日から６月１６日までの１６日間と決定いたしました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

 日程第３ 行政報告 

○議長（神﨑文男君） 日程第３「行政報告」を行います。 

これを許可します。 

○町長（東 靖弘君） 令和４年第２回大崎町議会定例会に当たり、諸般の行政報告を

いたします。 

はじめに、保健福祉課関係でございます。新型コロナウイルスに対するワクチン

接種について、５月１９日現在で御報告いたします。 

まず、ワクチン接種を２回受けられた方の接種率でございます。全体では約８

４％の方が２回目の接種を終えている状況でございます。内訳といたしまして、５

歳以上１１歳以下の小児が約１４％、１２歳以上６４歳以下の方が約８５％、６５

歳以上の高齢者は約９５％の方が２回目の接種を終えております。なお、令和４年

３月から、５歳以上１１歳以下の小児も接種対象となっておりますので、３月時点

の接種率を比較しますと下がっております。 

３回目接種については、昨年１２月の医療従事者を皮切りに始まっておりまして、

接種対象者は、２回目接種完了から５か月経過した１２歳以上の方でございます。
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３回目の接種率は、全体で約６６％でございます。内訳といたしまして、１２歳以

上６４歳以下は約５６％が、６５歳以上の高齢者は約８９％の方が３回目の接種を

終えております。 

さらに、４回目のワクチン接種につきましては、早ければ６月上旬から接種を始

める予定でございます。４回目の対象となる方は、３回目接種完了から５か月経過

した方で、現段階では６０歳以上及び１８歳以上５９歳以下で基礎疾患があるなど、

コロナにかかった場合に重症化リスクのある方でございます。 

引き続き、医療機関をはじめ、関係者の御協力をいただきながら、希望する町民

の皆様への接種を進めてまいります。 

次に、建設課関係でございます。令和４年５月４日の午後３時頃、西迫町営住宅

５号棟で火災が発生し、全焼いたしました。幸いにも人的被害はありませんでした。

なお、被災物件の処理につきましては、現在、解体処分作業に入っており、６月中

旬には整地まで完了する予定であり、跡地利活用につきましては、現在検討中でご

ざいます。 

最後に、住民環境課関係でございます。ゼロカーボン推進の宣言について御報告

いたします。本町において、２０５０年度を目標に、町内における日常生活・経済

活動等から出る二酸化炭素排出量から森林などによる吸収量を差し引いて、二酸化

炭素量の合計を実質ゼロに取り組むゼロカーボン推進の宣言を、令和４年４月１４

日、公式ホームページで発表させていただきました。地球温暖化が原因とみられる

気候変動の影響により豪雨災害など多発しており、本町でも、令和２年７月豪雨に

より大きな被害が発生いたしました。地球温暖化対策は全世界で喫緊の課題であり、

世界が同じ目標に向かって取り組む必要があります。 

今後、このゼロカーボン推進宣言に基づき、大崎町の豊かな台地・資源を守るた

め、町民・事業者・行政が一体となって地球温暖化に対応した新たな行動変容を起

こし、省エネ対策等に取り組むことで脱炭素社会の実現に取り組んでまいります。 

以上で、報告を終わります。 

○議長（神﨑文男君） これで、行政報告は終わりました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

 日程第４ 報告第１号 令和３年度大崎町一般会計繰越明許費繰越計算書の報告につ

いて 

○議長（神﨑文男君） 日程第４、報告第１号「令和３年度大崎町一般会計繰越明許費

繰越計算書の報告について」を議題といたします。 

町長より報告を求めます。 

○町長（東 靖弘君） 御説明いたします。 
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本案は、社会保障・税番号制度システム改修事業など７の事業に係るものでござ

います。これらは、令和３年度大崎町一般会計補正予算(第８号)で議決をいただい

ております繰越明許費のほか、令和４年３月３１日付で専決処分いたしました一般

会計補正予算(第９号)の繰越明許費について、地方自治法施行令１４６条第２項の

規定により、令和３年度大崎町一般会計繰越明許費繰越計算書を報告するものでご

ざいます。 

なお、詳細につきましては担当課長が説明いたします。 

○総務課長（上橋孝幸君） それでは、御説明いたしますので、２枚目の繰越明許費繰

越計算書をお願いいたします。 

この報告第１号は、ただいま町長から説明がございましたとおり、令和３年度内

に事業が完了しないことから、令和４年度に繰り越すことを報告するものでござい

ます。 

まず、款２総務費、項３戸籍住民基本台帳費の社会保障・税番号制度システム改

修事業でございますが、翌年度繰越額は２９万７,０００円でございます。本事業

は、マイナンバーカードの関連システム改修事業でございますが、国の補正予算に

伴うもので、準備から実施まで期間を要するため、翌年度に繰り越すものでござい

ます。 

款３民生費、項１社会福祉費の住民税非課税世帯等に対する臨時特別給付金事業

及び項２児童福祉費、子育て世帯等臨時特別給付金事業でございますが、翌年度繰

越額は、それぞれ７,３６５万６,０００円と４０万円でございます。いずれの事業

も、新型コロナウイルス感染症に対する経済対策として国の補正予算を活用して実

施しておりますが、事業が年度内で完了しなかったことから繰り越すものでござい

ます。 

款５農林水産業費、項１農業費の農地耕作条件改善事業でございますが、翌年度

繰越額は１,４７７万８,０００円でございます。本事業は、神領池尻地区の排水対

策事業でございますが、農地等の災害復旧事業の影響により事業の進捗に遅れが生

じているため、繰り越すものでございます。 

項２林業費の松くい虫対策事業でございますが、翌年度繰越額は１６２万３,０

００円でございます。例年２月前後に、秋の松くい虫駆除を実施しておりますが、

人手不足等により年度内に事業を実施できなかったため、繰り越すものでございま

す。 

款１０災害復旧費、項１農林水産施設災害復旧費及び項２公共土木施設災害復旧

費でございますが、翌年度繰越額はそれぞれ１億４,３４６万６,０００円と３億３,

０９０万円でございます。令和２年度から続く災害復旧事業の影響もあり、事業進
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捗に遅れが生じているため、翌年度へ繰り越し、実施するものでございます。 

以上で、報告を終わります。 

○議長（神﨑文男君） これで報告は終わります。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

 日程第５ 承認第２号 専決処分の承認を求めることについて 

            （令和３年度大崎町一般会計補正予算（第９号）） 

○議長（神﨑文男君） 日程第５、承認第２号「専決処分の承認を求めることについて

（令和３年度大崎町一般会計補正予算（第９号））」を議題といたします。 

提案理由の説明を求めます。 

○町長（東 靖弘君） 御説明いたします。令和３年度大崎町一般会計補正予算（第９

号）は、地方自治法第１７９条第１項の規定により、令和４年３月３１日付で専決

処分いたしましたので、同条第３項の規定により報告するものでございますが、歳

入歳出予算の総額に３億５,７１９万６,０００円を追加し、歳入歳出予算の総額を

１３３億５,１３３万９,０００円にするものでございます。 

補正の内容は、地方消費税交付金、国庫支出金、県支出金、繰入金及び寄附金等

が確定したことによる財源調整及びふるさと応援基金等の基金積立金が主なもので

ございます。 

よろしく御審議賜り、御承認くださいますようお願い申し上げます。なお、詳細

につきましては、担当課長が説明いたします。 

○総務課長（上橋孝幸君） 御説明いたします。今回の補正は、事業実施に係る国・県

支出金や交付金等の確定に伴う財源変更が主なものでございますので、それ以外の

主なものについて御説明いたします。 

それでは、歳出から御説明いたしますので、補正予算書の１６ページをお願いい

たします。 

款２総務費、項１総務管理費、目４財政管理費、節２４積立金は、地方債の償還

財源として積み立てる減債基金積立金１億円と、今後の公共施設整備等に備えるた

めの施設整備事業基金積立金２億円でございます。目１３地方創生費は、合計で１,

０００万円の増でございますが、企業版ふるさと納税の実績に伴い、節１２企業版

ふるさと納税業務委託料と節１８大崎町ＳＤＧｓ推進協議会負担金を増額するもの

でございます。 

１７ページをお願いいたします。款３民生費、項２児童福祉費、目３新型コロナ

ウイルス感染症対策事業費は、合計で１,４１２万７,０００円の減でございます。

これは、１８歳以下の子どもに対し、１人当たり１０万円を支給する子育て世帯等

臨時特別給付金事業の実績に伴う減でございます。 
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１８ページをお願いいたします。款４衛生費、目１０新型コロナウイルス感染症

対策事業費は、合計で１,９８５万５,０００円の減でございます。これは、ワクチ

ン接種に係る関連経費を、実績に基づき減額するものでございます。 

２０ページをお願いいたします。款５農林水産業費、項２林業費、目１林業振興

費は、森林環境譲与税を活用した事業の執行実績に伴う事業費の調整が主なもので

ございます。 

款６商工費、目２商工業振興費は、合計で８,５３３万８,０００円の増でござい

ます。主なものは、ふるさと納税寄附金及びふるさと納税促進事業の実績に伴う調

整でございます。 

２１ページをお願いいたします。目４新型コロナウイルス感染症対策事業費、節

１８負担金，補助及び交付金２０７万３,０００円の減は、説明欄にございます２

つの補助金を、事業実績に伴い減額するものでございます。 

これで歳出の説明を終わりまして、次に歳入について御説明いたしますので、９

ページをお願いいたします。 

款２地方譲与税から、次の１０ページの、款１０地方特例交付金までは、譲与税

や交付金の額が確定したことに伴い補正するものでございます。 

１１ページをお願いいたします。款１１地方交付税、目１地方交付税３億９,２

２１万８,０００円の増は、交付確定に伴い普通交付税を増額するものでございま

す。 

款１５国庫支出金から款１６県支出金までは、それぞれ説明欄に記載してござい

ます負担金や補助金などを、事業費の確定や国・県の決定に基づきそれぞれ増減す

るものでございます。 

１４ページをお願いいたします。款１８寄附金、目１一般寄附金、節２ふるさと

納税寄附金９,５１４万５,０００円は、ふるさと納税寄附金と企業版ふるさと納税

寄附金を実績に伴い増額するものでございます。なお、令和３年度のふるさと納税

の実績でございますが、寄附件数は３１万３,６９６件で、金額は４３億８,５１４

万５,０００円でございます。また、企業版ふるさと納税寄附金でございますが、

１３の企業から合計で３億４,６９９万円の寄附をいただいております。 

款１９繰入金、目１財政調整基金繰入金２億８,４５０万円の減は、財源の調整

でございます。目５ふるさと応援基金繰入金２,７７０万円の減は、事業実績に伴

い繰入金を減額するものでございます。 

１５ページをお願いいたします。款２２町債は、合計で８６０万円の減でござい

ますが、説明欄にございます各事業の実績に伴い地方債の借入額が決定したことに

より、それぞれ増減するものでございます。 
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次に、繰越明許費補正について御説明いたしますので、６ページをお願いいたし

ます。第２表繰越明許費補正でございます。款３民生費、項１社会福祉費、住民税

非課税世帯等に対する臨時特別給付金事業及び項２児童福祉費、子育て世帯等臨時

特別給付金事業は、新型コロナウイルス感染症の影響が長期化する中で、国が経済

対策として実施している事業でございますが、いずれも事業費の確定見込みにより、

補正後の額に変更するものでございます。 

次に、第３表地方債補正でございます。これは、起債の目的欄の災害復旧事業の

限度額を、事業費の確定等に基づく同意見込みにより、補正後の額に変更するもの

でございます。 

以上で、説明を終わります。よろしくお願いいたします。 

○議長（神﨑文男君） これより質疑に入ります。何かありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（神﨑文男君） 質疑なしと認めます。 

よって、質疑はこれをもって終結いたします。 

お諮りします。ただいま議題となっております承認第２号は、会議規則第３９条

第３項の規定により、委員会付託を省略いたしたいと思います。これに御異議あり

ませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（神﨑文男君） 御異議なしと認めます。 

よって、本件は委員会付託を省略することに決定いたしました。 

これより討論に入ります。討論はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（神﨑文男君） 討論なしと認めます。 

よって、討論はこれをもって終結いたします。 

これより採決に入ります。 

お諮りします。承認第２号「専決処分の承認を求めることについて（令和３年度

大崎町一般会計補正予算（第９号））」は、承認することに御異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（神﨑文男君） 御異議なしと認めます。 

よって、承認第２号「専決処分の承認を求めることについて（令和３年度大崎町

一般会計補正予算（第９号））」は承認することに決定いたしました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

 日程第６ 承認第３号 専決処分の承認を求めることについて 

            （大崎町町税条例等の一部を改正する条例の制定について） 
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○議長（神﨑文男君） 日程第６、承認第３号「専決処分の承認を求めることについて

（大崎町町税条例等の一部を改正する条例の制定について）」を議題といたします。 

提案理由の説明を求めます。 

○町長（東 靖弘君） 御説明いたします。本案は、地方税法等の一部改正に伴いまし

て、町税条例の一部を改正するものであります。 

改正する内容といたしましては、固定資産税の負担調整措置と課税標準の特例措

置の新設、個人町民税の住宅借入金等特別税額控除の延長、個人住民税の合計所得

金額に係る規定の整備が主なものでございます。 

なお、今回の改正につきましては、地方自治法第１７９条第１項の規定によりま

して、令和４年３月３１日をもって専決処分いたしましたので、同条第３項の規定

により報告し、議会の承認を求めるものでございます。 

よろしく御審議賜り、御承認くださいますようお願い申し上げます。なお、詳細

につきましては、担当課長が説明いたします。 

○税務課長（川越龍一君） それでは、大崎町町税条例等の一部を改正する条例の制定

について御説明いたします。今回の主な改正は、先ほど町長からもありましたとお

り、上位法の地方税法等の一部の改正により、固定資産税の土地における負担調整

措置と課税標準の特例措置の新設、及び固定資産課税台帳等の記載内容の改正、併

せて、個人町民税における住宅借入金等特別税額控除の延長と個人住民税における

合計所得金額等に係る規定の整備を行うものでございます。 

なお、附則で定める施行期日が条項ごとに異なるため、その都度、御説明させて

いただきます。 

それでは、条例案と併せて配付してございます新旧対照表で説明させていただき

ますので新旧対照表を御覧ください。アンダーライン部分が、今回の改正箇所とな

っております。 

１ページを御覧ください。条例第１８条の４、納税証明書の交付手数料につきま

しては、上位法の地方税法第３８２条の４の一部改正に伴い、納税証明書のうち、

固定資産課税台帳に登録されている事項でＤＶ被害者の住所が含まれる場合には、

登記所に対してＤＶ被害者からの申出があった登記名義人の住所に代わる事項を記

載することとなったため、規定の整備を行うものでございます。 

令和６年４月１日施行でございます。 

次に、１ページ中段から３ページ中段までに記載してございます第３３条第４項

及び第６項、所得割の課税標準につきましては、上位法の地方税法第３１３条第１

３項及び第１５項の一部改正に伴う改正で、現在、特定配当等及び特定株式等譲渡

所得金額に係る所得につきましては、納税義務者が所得税の確定申告と個人住民税
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の申告を行う場合、所得税と個人住民税において異なる課税方式を選択できたため、

個人住民税においては総所得金額に含まない場合がありましたが、今回の改正によ

りこれを一致させるため、総合課税または分離課税を確定申告書の記載によっての

み適用されることとされたため、規定の整備を行うものでございます。 

令和６年１月１日施行でございます。 

続きまして、３ページでございますが、３ページ中段から４ページ中段の第３４

条の７第１項第１号の寄附金税額控除についてでございますが、対象法人の範囲に

ついて、平成２６年度から７年間の経過措置が終了したことに伴う当該部分の削除

でございます。 

令和４年４月１日施行でございます。 

続きまして、４ページ中段からでございますが、４ページ中段から５ページ中段

の第３４条の９第１項及び第２項、配当割額または株式等譲渡所得割額の控除につ

いてでございますが、上位法の地方税法第３１４条の９第１項の改正に伴い、特定

配当等または特定株式等譲渡所得金額について、総合課税または分離課税がある場

合の特別徴収額の税額控除を確定申告書の記載によって行うこととされたため、第

１項中「特定配当等申告書及び特定株式等譲渡所得金額申告書」を「確定申告書」

に改め、併せて、第２項の一部改正により損益通算及び繰越控除についても所得税

と一致させるため、確定申告書によるものとするため規定の整備を行うものでござ

います。 

令和６年１月１日施行でございます。 

次に、５ページでございますが、５ページ中段から６ページ下段までの第３６条

の２第１項及び第２項、町民税の申告についてでございますが、第１項中の公的年

金等受給者の町民税申告義務に係る規定のうち、上位法の地方税法第３１７条の２

第１項の一部改正に伴い、配偶者特別控除額に係る配偶者特別控除額に該当する要

件が、現行の源泉控除対象配偶者から前年の所得が９００万円以下である納税者と

生計を一にする前年の合計所得が９５万円以下である配偶者で控除対象配偶者に該

当しない者と、具体的に地方税に明記されたことに伴う規定の整備でございます。 

第２項につきましては、町民税の申告書の様式につきまして、地方税法施行規則

の第２条第４項ただし書きを準用していたものでございますが、地方税法施行規則

の一部改正による項ずれに対応するための規定の整備でございます。 

令和６年１月１日施行でございます。 

次に、６ページ下段でございますが、第３６条の３第２項、次の７ページ上段に

あります第３６条の３第３項につきましては、上位法である地方税法第３１７条の

３第２項及び第３項の改正に合わせ、「付記」という文言の表記を整備したもので
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ございます。 

令和６年１月１日施行でございます。 

続きまして、７ページ中段からでございますが、７ページ中段から８ページ上段

にあります第３６条の３の２、個人の町民税に係る給与所得者の扶養親族申告書に

ついてでございますが、上位法の地方税法第３１７条の３の２第１項の一部改正に

伴い、給与所得者の扶養親族申告書の記載事項に、自己と生計を一にする配偶者の

氏名を追記することとなり、この配偶者については、納税義務者本人の合計所得金

額が１,０００万円以下、配偶者の合計所得金額が１３３万円以下である者に限る

こと、とされております。この改正に伴い、第３６条の３の２の見出し中、「扶養

親族申告書」を「扶養親族等申告書」に改め、第１項第２号に、申告書への記載事

項といたしまして、当該配偶者の氏名を追加するものでございます。 

令和５年１月１日施行でございます。 

次に、８ページでございますが、８ページ中段頃から９ページ中段にあります第

３６条の３の３、個人の町民税に係る公的年金等受給者の扶養親族申告書について

でございますが、上位法の地方税法第３１７条の３の３第１項の一部改正に伴うも

のでございます。個人住民税における合計所得金額において、公的年金等控除額の

算定は公的年金等の収入金額と公的年金等以外の雑所得の合計所得金額により段階

的に控除額が算出されておりますが、この公的年金等以外の雑所得には、現行では

退職手当に係る所得も含まれております。これを、今回の改正により個人住民税に

おけるほかの所得控除等と同様に、退職手当等を含まない合計所得金額を用いるこ

とと改正されました。この改正に伴い、公的年金等受給者の扶養親族申告書に退職

手当等を有する一定の配偶者の氏名を記載することとなり、この配偶者については

合計所得が９００万円以下の納税義務者と生計を一にする配偶者で、退職手当等に

係る所得を有し、合計所得金額が９５万円以下である者に限るとされております。 

この改正に伴い、第３６条の３の３の見出し中、「扶養親族申告書」を「扶養親

族等申告書」に改め、第１項に当該配偶者を特定配偶者として追加し、９ページの、

第１項第２号に扶養親族等申告書への記載事項として特定配偶者の氏名を追加する

ものでございます。 

令和１年１月１日施行でございます。 

次に、９ページでございますが、９ページ中段から１０ページ中段にあります第

４８条第９項及び第１５項、法人の町民税の申告納付並びに５３条の７、特別徴収

額の納入の義務等についてでございますが、法人の町民税の申告納付の方法、従業

員の退職手当に係る特別徴収の方法についての規定でございますが、それぞれ上位

法の地方税法及び地方税法施行規則の一部改正に伴う項ずれに対応するための一部
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改正でございます。 

令和６年１月１日施行でございます。 

次に、１０ページ下段から１１ページ上段にございます附則第５条の３の２につ

いてでございますが、上位法の地方税法附則第５条の４の２第５項の一部改正に伴

い、個人住民税に係る住民借入金等特別税額控除の期限が、令和７年入居分までの

４年間延長されたことに伴い、所得税で控除しきれなかった額を個人住民税から控

除できる期間を令和２０年度までとすることとなったため、規定の整備を行うもの

でございます。 

令和５年１月１日施行でございます。 

次に、１１ページ中段から１３ページ上段にあります附則第８条の２第２項から

第２２項、法附則第１５条第２項第１号等の条例で定める割合についてでございま

すが、上位法の地方税法附則第１５条関係の一部改正による項ずれに伴う規定の整

理と、第２項の除外施設に係る課税標準の特例措置に係る参酌基準の変更、並びに、

第２２項でございますが、貯留機能保全区域の指定を受けた土地に係る課税標準の

特例措置の新設に対応するための規定の整備でございます。 

令和４年４月１日施行でございます。 

次に、１３ページ中段から１４ページ下段にあります附則第８条の３第８項及び

第１０項、新築住宅等に係る固定資産税の減額の規定の適用を受けようとする者が

すべき申告についてでございますが、上位法の地方税法附則第１５条の９関係の一

部改正により、省エネ改修を行った住宅の固定資産税に係る特例の拡充に伴う一部

改正であり、第８項が一般住宅に係る規定で、第１０項は認定長期優良住宅に係る

規定でございます。 

令和４年４月１日施行でございます。 

次に、１４ページ下段から１５ページ下段にあります附則第１０条、宅地等に対

して課する令和３年度から令和５年度までの各年度分の固定資産税の特例について

でございますが、上位法の地方税附則第１８条の一部改正により、土地に係る固定

資産税の負担調整措置として、景気回復に万全を期すための激変緩和の措置として、

令和４年度限りの措置として商業地等の令和４年度の課税標準額の上昇幅が、現行

の評価額の「５％」から「２.５％」に改正されたことに伴う規定の整備でござい

ます。 

令和４年４月１日施行でございます。 

次に、１５ページ下段から１６ページにございます附則第１４条の３第２項、上

場株式等に係る配当所得等に係る町民税の課税の特例についてでございますが、地

方税法附則第３３条の２第６項の一部改正により、個人の住民税において、特定上
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場株式等の配当所得に係る申告分離課税について課税方式を所得税と一致させるこ

とから、所得税の適用がある場合のみ適用されることとなったことに伴う規定の整

備でございます。 

令和６年１月１日施行でございます。 

次に、１７ページでございますが、１７ページ上段から中段にあります附則第１

５条の２第３項、優良宅地の造成等のために土地等を譲渡した場合の長期譲渡所得

に係る町民税の課税の特例についてでございますが、上位法の地方税法附則第３４

条の２第６項の一部改正により、引用条項が削除されたことに伴う規定の整備でご

ざいます。 

令和５年１月１日施行でございます。 

次に、１７ページ中段頃から１８ページ中段頃にあります附則第１７条の２の３

第４項、特例適用利子等及び特例適用配当等に係る個人の住民税の課税の特例につ

いてでございますが、地方税法の一部を改正する法律第８条により、外国居住者等

の所得に対する相互主義による所得税等の非課税等に関する法律第８条第１０項の

一部が改正されたことに伴い、特例配当等所得の申告分離課税について、課税方式

を所得税と一致させる措置を講ずることから、確定申告書の記載によってのみ適用

することとするための規定の整備をするものでございます。 

令和６年１月１日施行でございます。 

次に、１８ページ中段頃から２０ページ中段頃にあります附則第１７条の２の４

第４項及び第６項、条約適用利子等及び条約適用配当等に係る個人住民税の課税特

例についてでございますが、地方税法の一部を改正する法律第９条により、租税条

約等の実施に伴う所得税法、法人税法、及び地方税法の特例等に関する法律第３条

の２の２第１３項及び第１５項の一部が改正されたことに伴い、条約適用配当等所

得の申告分離課税について、課税方式を所得税と一致させる措置を講ずることから、

確定申告書の記載によってのみ適用することとするための規定の整備をするもので

ございます。 

令和６年１月１日施行でございます。 

次に、２１ページにあります新旧対照表第２条による改正について御説明いたし

ます。この新旧対照表中にございます条文は、令和３年６月定例議会において承認

賜りました令和６年１月１日施行の条例でございますが、第１条の規定は、さきに

説明いたしました本則第３６条の３の３の一部改正に伴い、個人の住民税に係る公

的年金等受給者の扶養親族等申告書が令和５年１月１日施行で改正されましたこと

から、規定の整備を行うものでございます。 

令和５年１月１日施行でございます。 
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次に、第２条第４項、町民税に係る経過措置についてでございますが、地方税法

の改正に合わせ、個人の住民税に関する部分の条文を特定し、規定の整備をするも

のでございます。 

令和６年１月１日施行でございます。 

以上で、新旧対照表による条例の改正の説明を終わりまして、次に、施行期日等

について御説明いたしますので、条例案の４ページを御覧ください。４ページ中頃

の附則の第１条、施行期日でございますが、この条例は、原則令和４年４月１日か

ら施行されますが、先ほど新旧対照表での説明でその都度、説明させていただきま

した施行日について、第１項から第３号までの規定の中で条項ごとにまとめて定め

ているものでございます。 

次に、経過措置としまして、第２条は納税証明に関するもの、５ページの、第３

条は町民税に関するもの、第４条は固定資産税に関するものについて、施行日前に

適用されたものは、なお、従前の例によることを定めております。 

以上で、説明を終わります。よろしくお願いいたします。 

○議長（神﨑文男君） これより質疑に入ります。何かありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（神﨑文男君） 質疑なしと認めます。 

よって、質疑はこれをもって終結いたします。 

お諮りします。ただいま議題となっております承認第３号は、会議規則第３９条

第３項の規定により、委員会付託を省略いたしたいと思います。これに御異議あり

ませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（神﨑文男君） 御異議なしと認めます。 

よって、本件は委員会付託を省略することに決定いたしました。 

これより討論に入ります。討論はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（神﨑文男君） 討論なしと認めます。 

よって、討論はこれをもって終結いたします。 

これより採決に入ります。 

お諮りします。承認第３号「専決処分の承認を求めることについて（大崎町町税

条例等の一部を改正する条例の制定について」は、承認することに御異議ありませ

んか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（神﨑文男君） 御異議なしと認めます。 
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よって、承認第３号「専決処分の承認を求めることについて（大崎町町税条例等

の一部を改正する条例の制定について）」は承認することに決定いたしました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

 日程第７ 承認第４号 専決処分の承認を求めることについて 

            （大崎町国民健康保険税条例の一部を改正する条例の制定に

ついて） 

○議長（神﨑文男君） 日程第７、承認第４号「専決処分の承認を求めることについて

（大崎町国民健康保険税条例の一部を改正する条例の制定について）」を議題とい

たします。 

提案理由の説明を求めます。 

○町長（東 靖弘君） 御説明いたします。本案は、地方税法施行令の一部改正に伴い

まして、国民健康保険税条例の一部を改正するものであります。 

改正する内容としましては、国民健康保険税の基礎課税額及び後期高齢者支援金

等課税額に係る課税限度額の見直しに伴う改正でございます。 

なお、今回の改正につきましては、地方自治法第１７９条第１項の規定によりま

して、令和４年３月３１日をもって専決処分いたしましたので、同条第３項の規定

により報告し、議会の承認を求めるものでございます。 

よろしく御審議賜り、御承認くださいますようお願い申し上げます。 

なお、詳細につきましては、担当課長が説明いたします。 

○税務課長（川越龍一君） それでは、大崎町国民健康保険税条例の一部を改正する条

例の制定について御説明いたします。 

条例案の次にあります新旧対照表で御説明いたしますので、新旧対照表を御覧く

ださい。アンダーラインの部分が、今回の改正箇所でございます。 

１ページの第２条、課税額につきましては、課税限度額を定めた条文でございま

すが、第２項の基礎課税額に係る課税限度額を、現行の６３万円から６５万円に改

め、第３項の後期高齢者支援金等課税額に係る課税限度額を、現行の１９万円から

２０万円に改めるものでございます。 

なお、今回の改正では、介護納付金課税額に係る課税限度額についての改正はご

ざいません。 

次に、１ページ下段から２ページ中段にあります第２３条、国民健康保険税の減

額につきましては、本文中にあります基礎課税額の限度額である現行の６３万円を

６５万円に、後期高齢者支援金等課税額の限度額である現行の１９万円を２０万円

に改めるものでございます。 

次に、２ページ中段の附則、公的年金等に係る所得に係る国民健康保険税の課税
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の特例についてでございますが、規定の適正化を図るための改正でございます。 

以上で、新旧対照表による条例改正の説明を終わりまして、次に、今回の改正に

よる施行期日等につきまして御説明いたしますので、条例案を御覧ください。 

附則の第１項についてでございますが、この条例は、令和４年１月１日から施行

し、第２項は、改正前、改正後のそれぞれの適用区分について規定しているもので

ございます。 

以上で、説明を終わります。よろしくお願いいたします。 

○議長（神﨑文男君） これより質疑に入ります。何か質疑はありませんか。 

○８番（中山美幸君） ちょっと知識がないので若干示していただきたいんですが。第

２３条、この中でア及びイに掲げる額を減額して得た額ということが記載してござ

いますね。このア、イということの意味合い、何から何を減額するのか、減額する

部分についてはわかるんですが、これはどういうことなのかということをちょっと

お示しをいただきたいと思います。 

○議長（神﨑文男君） 暫時休憩します。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

休憩 午前１０時４７分 

再開 午前１０時４８分 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

○議長（神﨑文男君） 再開します。 

○税務課長（川越龍一君） 失礼いたしました。 

ただいま御質問にありました、ア、イについてでございますが、今回の変更は基

礎課税分、これが医療費分と後期高齢者の支援分で、先ほど説明の中で申し上げま

したとおり、介護保険に係る分につきましては今回の限度額の変更はなかったもの

でございますが、アというのが基礎課税分についての規定、イについてが後期高齢

者への支援分についての規定でございます。 

以上です。 

○８番（中山美幸君） 今、お示しをいただいたんですが、基礎額と支援金分を引いた

額からということですね。そこから引かれた部分について、６５万円が変更になる

と、６３万円が６５万円になるということですね。 

○議長（神﨑文男君） ほかにございませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（神﨑文男君） 質疑なしと認めます。 

よって、質疑はこれをもって終結いたします。 

お諮りします。ただいま議題となっております承認第４号は、会議規則第３９条
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第３項の規定により、委員会付託を省略いたしたいと思います。これに御異議あり

ませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（神﨑文男君） 御異議なしと認めます。 

よって、本件は委員会付託を省略することに決定いたしました。 

これより討論に入ります。討論はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（神﨑文男君） 討論なしと認めます。 

よって、討論はこれをもって終結いたします。 

これより採決に入ります。 

お諮りします。承認第４号「専決処分の承認を求めることについて（大崎町国民

健康保険税条例の一部を改正する条例の制定について）」は、承認することに御異

議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（神﨑文男君） 御異議なしと認めます。 

よって、承認第４号「専決処分の承認を求めることについて（大崎町国民健康保

険税条例の一部を改正する条例の制定について）」は承認することに決定いたしま

した。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

 日程第８ 議案第１９号 令和４年度大崎町一般会計補正予算（第１号） 

○議長（神﨑文男君） 日程第８、議案第１９号「令和４年度大崎町一般会計補正予算

（第１号）」を議題といたします。 

提案理由の説明を求めます。町長。 

○町長（東 靖弘君） 御説明いたします。本案は、歳入歳出予算の総額に歳入歳出そ

れぞれ２億７２７万４,０００円を追加し、歳入歳出予算の総額を１０２億７,３５

２万５,０００円にするものでございます。 

歳出の主なものは、環境配慮型定住住宅取得補助金、活動火山周辺地域防災営農

対策事業補助金、企業価値向上補助金、くにの松原キャンプ場バンガロー建設工事

及び大崎町新型コロナウイルス感染症対策委員会補助金などでございます。歳入は、

国・県支出金及び繰入金の増が主なものでございます。 

よろしく御審議賜り、御可決くださいますようお願い申し上げます。 

 なお、詳細につきましては担当課長が説明いたします。 

○総務課長（上橋孝幸君） それでは、御説明いたします。 

まず、歳出から御説明いたしますので、補正予算書の８ページをお願いいたしま
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す。 

款２総務費、目１０企画費、節１２委託料１２０万円は、町内在住の外国人の生

活状況やニーズ調査を行うための多文化共生のまちづくり促進事業委託料でござい

ます。節１８負担金，補助及び交付金１,６２５万円は、環境配慮型定住住宅取得

補助金と空き家リフォーム促進事業補助金を、今後の執行見込みにより補正するも

のでございます。 

目１３地方創生費、節１２委託料３６０万円は、外国人技能実習生に対しサポー

ト体制を構築するための地域おこし研究員等業務委託料でございます。 

款３民生費、目３新型コロナウイルス感染症対策事業費は、合計で７９１万１,

０００円の増でございますが、コロナ禍における物価高騰などにより影響を受けて

いる低所得の子育て世帯に対して支給される子育て世帯生活支援特別給付金に係る

経費でございます。節１報酬から、次の９ページをお願いいたしまして、節１１役

務費までは、事業に要する事務的経費でございます。節１８負担金，補助及び交付

金７２５万円は、対象児童１人当たり５万円を支給する子育て世帯生活支援特別給

付金でございます。 

款４衛生費、目１０新型コロナウイルス感染症対策事業費は、新型コロナウイル

ス感染症の３回目及び４回目のワクチン接種に係る経費でございます。節１報酬及

び節３職員手当等は、ワクチン接種業務に携わる職員等に係る人件費でございます。

節７報償費１８９万円は、集団接種を実施する際に、医師及び看護師へ支払う謝礼

でございます。節１１役務費１３１万４,０００円は、申請書等の発送に係る通信

運搬費や嘱託医等の傷害保険料が主なものでございます。 

１０ページをお願いいたします。節１２委託料１,１９２万７,０００円の主なも

のは、ワクチン接種委託料でございます。 

款５農林水産業費、目８農業機械維持管理費、節１０需用費１８７万円は、農業

機械センターで使用している農業機械の修繕料でございます。目９畜産業費、節１

８負担金，補助及び交付金３,３４２万３,０００円の主なものは、活動火山の降灰

による農作物被害を防ぐため、農業機械等の購入を助成する活動火山周辺地域防災

営農対策事業補助金でございます。目１１土地改良事業費は、合計で２２３万３,

０００円の増でございますが、野方角堂地区における雨水対策として用地を買収す

るための関連経費でございます。目１４営農推進費、節１８負担金，補助及び交付

金３９４万円は、サツマイモ基腐病対策を実施する農業者に対し、助成を行う農地

耕作条件改善事業補助金でございます。 

１１ページをお願いいたします。項２林業費、目１林業振興費、節１４工事請負

費８８９万４,０００円は、持留改善センター裏の林地崩壊防止工事でございます
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が、工事内容の変更等により増額するものでございます。節１８負担金，補助及び

交付金５０万９,０００円は、雑木や竹を処理するための資機材の導入を支援する

持続可能な里山林多面的機能発揮対策交付金でございます。節２４積立金１９８万

２,０００円は、森林環境譲与税の交付見込みにより基金積立金を増額するもので

ございます。 

款６商工費、目２商工業振興費４,５００万円は、商工業者の企業価値を高める

ことを目的に施設整備や設備投資を支援する企業価値向上補助金を、今後の執行見

込みにより補正するものでございます。目３観光費、節１４工事請負費１,７００

万円と節１７備品購入費２２万円は、くにの松原キャンプ場におけるバンガロー３

号棟の建設工事費と施設用備品の購入費でございます。節１８負担金，補助及び交

付金、スポーツ合宿等誘致促進事業補助金２５０万円は、スポーツを核とした地域

活性化を図るために、官民一体型の組織であるスポーツコミッションの設立準備に

係る補助金でございます。目４新型コロナウイルス感染症対策事業費は３,４５７

万６,０００円でございます。これは、原油価格や物価の高騰で影響を受けている

事業者に対し助成を行う、大崎町新型コロナウイルス感染症対策委員会補助金でご

ざいます。 

１２ページをお願いいたします。款８消防費、目２非常備消防費、節１８負担金，

補助及び交付金１４２万２,０００円は、団員の退団に伴う消防団員退団慰労金補

助金９名分でございます。 

款９教育費、目１学校管理費、節１０需用費１００万円は、各小学校施設に係る

修繕料でございます。 

款１０災害復旧費、目１農林水産施設災害復旧費、節１３使用料及び賃借料４４

８万８,０００円は、持留地区の災害復旧に係る機械借上料でございます。 

以上で、歳出の説明を終わります。 

次に、歳入でございますが、６ページをお願いいたします。 

款２地方譲与税、目１森林環境譲与税２７３万２,０００円は、交付見込みによ

り増額するものでございます。 

款１５国庫支出金、項１国庫負担金、目２衛生費国庫負担金１,３８９万５,００

０円は、新型コロナウイルスワクチン接種実施事業に係る負担金の増でございます。

項２国庫補助金、目１総務費国庫補助金３,４５７万６,０００円は、原油価格・物

価高騰対応として追加交付されました新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時

交付金でございます。目２民生費国庫補助金６４６万１,０００円は、子育て世帯

生活支援特別給付金に係る新型コロナウイルス感染セーフティーネット強化事業費

交付金と事務費交付金でございます。目３衛生費国庫補助金３９７万２,０００円
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は、新型コロナウイルスワクチン接種体制確保事業費補助金でございます。目４農

林水産業費国庫補助金３９４万円は、サツマイモ基腐病対策を実施する農業者を支

援するための農地耕作条件改善事業補助金でございます。目８商工費国庫補助金２

５０万円は、スポーツコミッションの設立に向けた合宿等誘致促進事業に係る地方

スポーツ振興費補助金でございます。 

款１６県支出金、項２県補助金、目４農林水産業費補助金３,２６２万３,０００

円は、活動火山周辺地域防災営農対策事業補助金でございます。目５商工費補助金

８２９万８,０００円は、くにの松原キャンプ場におけるバンガローの建設工事に

係る県地域振興推進事業補助金でございます。 

７ページをお願いいたします。 

款１９繰入金、目５ふるさと応援基金繰入金６,９２０万円は、企業価値向上補

助金などの財源として予定しているものでございます。 

款２０繰越金、目１繰越金２,７００万円は、前年度繰越金でございます。 

款２１諸収入、目１雑入１２０万円は、町内在住の外国人の生活状況やニーズ調

査を行う多文化共生のまちづくり促進事業に係る助成金でございます。 

以上で説明を終わりますが、１３ページ以降に給与費明細書を添付してございま

すので御参照いただきたいと思います。よろしくお願いいたします。 

○議長（神﨑文男君） これより質疑に入ります。何か質疑はありませんか。 

○８番（中山美幸君） まず、２点ほどお伺いしたいと思います。まず、１点目、９ペ

ージ、節１８負担金，補助及び交付金の件ですが、７２５万円、この件について、

どのような方法で、これを支援するのか。例えば２人子供がいたら２人分なのか、

それとも世帯ごとに補助するのか。それによってどういうことが出てくるかという

ことはあるのかと思いますが、その点についてお示しをいただきたい。 

もう１点、１１ページ、節１４工事請負費、くにの松原キャンプ場バンガロー建

設工事１,７００万円、これは県の補助事業も入っているということで歳入のほう

で説明がございましたが、現在２棟バンガローがあるわけですね、新設された部分

が。以前からありましたバンガローを合わせて２棟増設したことによってどのよう

な効果が出てきているのか。その効果を見て、この３棟を計画したのか。この３棟

目を計画することによって本町の観光に対して、もしくは本町の商工業に対して、

本町の町民に対して、どのような利益が出てくるか、益が出てくるか、その点につ

いて説明をしてください。 

○町長（東 靖弘君） ただいま２点について質問がございました。１点目は、７２５

万円の内容について、給付の実施の仕方についてという御質問でございました。２

点目は、１１ページのくにの松原キャンプ場のバンガローの建設に関することでご
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ざいましたので、それぞれ担当者のほうから答弁させていただきます。 

○保健福祉課長（谷迫利弘君） お答えいたします。 

ただいま御質問のありました、子育て世帯生活支援特別給付金の内容についてで

ございますが、対象児童といたしましては、令和４年４月分の児童手当または特別

児童扶養手当を受給していて、令和４年度の町民税が非課税となった方、それから、

年齢が１８歳未満ですので、この児童手当は１５歳未満ですから高校生相当の児童

を養育しているところも含まれます。この方々については、令和４年度の住民税の

状況を把握次第、こちらからお知らせをして受給拒否の届けがなければ、そのまま

養育者の口座に振り込むということになります。 

それから、家計急変者というのが対象者とありまして、令和４年度の町民税は係

っているんだけれども、今年、令和４年１月以降、家計の状況が急変したことによ

って非課税相当の収入が見込まれるところについても支給の対象となります。ただ、

この方々については、こちらではどうしても把握ができないものですから、こちら

からいろんな周知の方法を取りながら、申請を受ける形で、その後、非課税相当な

のか確認を取った後に振り込むということになります。ですので、こういう家計急

変の世帯については、町としてもいろいろと媒体を使って周知を図ってまいりたい

と思います。 

以上でございます。お願いいたします。 

今のは対象児童でございまして、支給自体は世帯の養育者ですので世帯ごとに振

り込みをすることになります。 

以上でございます。 

○企画調整課長（中野伸一君） それでは、１１ページの工事請負費、くにの松原キャ

ンプ場のバンガロー建設工事についての御質問でございました。 

第１号棟目を造る際に、４棟造る計画ということで、それに従って順次整備をし

ているところでございますけれども、ただいま、御存じのとおり、２棟目まで工事

が完了しております。キャンプ業界の状況でありますとか、今、空前のキャンプブ

ームと言いますか、そのようなことにつきましては、中山議員のほうがずっと詳し

いので、あえて説明は控えさせていただきますけれども、効果といたしましては、

やはり新型コロナの影響とか、それから空前のキャンプブームと、アウトドアブー

ムというのもありまして、今までの団体でのキャンプよりも家族向きといいますか、

家族４人でとか、２人でとか、そういう小規模の利用が増えているような傾向にあ

ろうかと思います。そのような印象を受けておりますので、２棟とも、そのような

形での利用者の増加がみられているようでございます。 

それが、本町の商工業に対して、町民に対して、どのような経済的な効果とか、
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いろいろ含めまして効果があるのかという話でございますけれども、一定の数の方

が来られておりますので、近隣の商店であるとか、食材の調達であるとか、そのよ

うな影響はあると思いますが、数値としては把握しておりません。ただ、今後、今

御指摘のありましたように、確かに大崎町に来られているわけなので、せっかく大

崎町の税金を投入して造ったバンガローでございますので町内にお金を落としてい

ただくような、指定管理者にも町内の飲食店のマップであるとかそのようなものを

置いたりして、商店マップであったりとか、飲食店マップ等を置くなりして、町内

に消費行動を起こしていただくような促進というか指導というか、そのことはして

いきたいというふうに考えております。 

以上でございます。 

○８番（中山美幸君） まず、先ほど言いました、９ページの子育て世帯の件ですが、

急変された方々をどのように把握するかということ、これは非常に難しい部分があ

ろうと思いますが。非常に、平等性と言いましょうか、そういったことに値する住

民の方々、家庭の方々がいらっしゃったのに「私たち申請できなかったよね」とい

うようなことが起こらないように、やはりそういったところを注意しながら、取り

こぼさないような注意をしながら広報活動もやっていただきたいというふうに思い

ます。そうでないと、後から「うちもだったんだよね」ということが出てきたら、

非常に不公平になってきます。そこは十分注意していただきたいということを申し

添えておきます。 

それと、１１ページのキャンプ場のバンガローの件ですが、もう少しどういった

効果があるのか、４号棟まで計画していましたけれども、今まで２号棟まで造って

おいて効果がないんであれば、途中で止めるということも私はありと思っているん

ですよ。そうでないと、何のために税金をつぎ込んでいるのか。県の補助事業も入

っていますけれども、県の補助事業だといっても、これは我々の税金なんですよ。

それを、ただ、指定管理のほうが利益が上がっていると、そういった状況では私は

まずいと思います。本町において観光なり、そういった部分でかなり住民に利がな

いと、やる意味がない。そうじゃないですか。私はそう思っているんですけど、そ

こを十分注意しながら進めていただきたいというふうに思います。それは強く要望

しておきます。 

○議長（神﨑文男君） ほかにございませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（神﨑文男君） 質疑なしと認めます。 

よって、質疑はこれをもって終結いたします。 

ただいま議題となっております議案第１９号は、会議規則第３７条第１項の規定
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により、総務厚生常任委員会に付託いたします。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第９ 議案第２０号 令和４年度大崎町介護保険事業特別会計補正予算 

（第１号） 

○議長（神﨑文男君） 日程第９、議案第２０号「令和４年度大崎町介護保険事業特別

会計補正予算（第１号）」を議題といたします。 

提案理由の説明を求めます。町長。 

○町長（東 靖弘君） 御説明いたします。本案は、歳入歳出予算の総額に、歳入歳出

それぞれ３,１３８万円を追加し、歳入歳出予算の総額を１９億５５２万４,０００

円とするものでございます。 

補正の主なものは、令和３年度の介護給付費国庫負担金等の精算に伴います補正

増でございます。 

よろしく御審議賜り、御可決くださいますようお願い申し上げます。 

なお、詳細につきましては担当課長が説明いたします。 

○保健福祉課長（谷迫利弘君） 御説明いたします。補正予算書の６ページ、７ページ

をお開きください。 

はじめに、７ページの歳出から御説明いたします。 

款６諸支出金、目２償還金、節２２償還金，利子及び割引料３,１３８万円の増

額でございますが、令和３年度分の介護給付費確定によります精算に伴う介護給付

費負担金や、地域支援事業交付金等の国及び県からの超過交付分を返還するもので

ございます。 

次に、６ページの歳入を御説明いたします。 

款７繰越金、目１繰越金３,１３８万円の増額でございますが、令和３年度分の

介護給付費等の確定に伴いまして生じました償還金の財源として補正するものでご

ざいます。 

以上で説明を終わります。よろしくお願いいたします。 

○議長（神﨑文男君） これより質疑に入ります。何かありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（神﨑文男君） 質疑なしと認めます。 

よって、質疑はこれをもって終結いたします。 

ただいま議題となっております議案第２０号は、会議規則第３９条第１項の規定

により、総務厚生常任委員会に付託いたします。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第１０ 議案第２１号 大崎町過疎地域産業開発促進条例の一部を改正する条例
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の制定について 

○議長（神﨑文男君） 日程第１０、議案第２１号「大崎町過疎地域産業開発促進条例

の一部を改正する条例の制定について」を議題といたします。 

提案理由の説明を求めます。町長。 

○町長（東 靖弘君） 御説明いたします。 

本案は、租税特別措置法の改正に伴い、大崎町過疎地域産業開発促進条例の一部

に項ずれ等が生じたことから、必要な改正を行うものでございます。 

よろしく御審議賜り、御可決くださいますようお願い申し上げます。 

なお、詳細につきましては担当課長が説明いたします。 

○企画調整課長（中野伸一君） それでは、大崎町過疎地域産業開発促進条例の一部改

正につきまして御説明いたします。 

この条例は、昨年１２月議会において御可決いただきました、本町における産業

の開発を促進するために町内に新設または増設される工場等の固定資産税を、一定

期間課税免除するためのものでございますが、町長の提案理由にもございましたと

おり、租税特別措置法の改正に伴いまして条例の一部に項ずれ等が生じたことから、

必要な改正を行うものでございます。 

それでは、２枚目の新旧対照表により御説明いたします。 

表の左側が改正案、右側が現行となっておりまして、改正部分をアンダーライン

でお示ししております。 

まず、中ほどになりますけれども、第５条第１号中「第３項」を「第４項」に、

「第２項」を「第３項」に改め、次に、裏面になりますけれども、同条の第２号中

第１０項の次に「第１号」を加えるものでございます。 

なお、附則といたしまして、この条例は、交付の日から施行することとなってお

ります。 

以上で説明を終わります。よろしくお願いいたします。 

○議長（神﨑文男君） これより質疑に入ります。何か質疑はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（神﨑文男君） 質疑なしと認めます。 

よって、質疑はこれをもって終結いたします。 

お諮りします。ただいま議題となっております議案第２１号は、会議規則第３９

条第３項の規定により、委員会付託を省略いたしたいと思います。これに御異議あ

りませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（神﨑文男君） 御異議なしと認めます。 
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よって、本案は委員会付託を省略することに決定いたしました。 

これより討論に入ります。討論はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（神﨑文男君） 討論なしと認めます。 

よって、討論はこれをもって終結いたします。 

これより採決に入ります。 

お諮りします。議案第２１号「大崎町過疎地域産業開発促進条例の一部を改正す

る条例の制定について」は原案のとおり可決することに御異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（神﨑文男君） 御異議なしと認めます。 

よって、議案第２１号「大崎町過疎地域産業開発促進条例の一部を改正する条例

の制定について」は原案のとおり可決されました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第１１ 議案第２２号 大崎町半島振興対策実施地域産業開発促進条例の一部を

改正する条例の制定について 

○議長（神﨑文男君） 日程第１１、議案第２２号「大崎町半島振興対策実施地域産業

開発促進条例の一部を改正する条例の制定について」を議題といたします。 

提案理由の説明を求めます。町長。 

○町長（東 靖弘君） 御説明いたします。 

本案は、租税特別措置法の改正に伴い、大崎町半島振興対策実施地域産業開発促

進条例の一部に項ずれ等が生じたことから、必要な改正を行うものでございます。 

よろしく御審議賜り、御可決くださいますようお願い申し上げます。 

なお、詳細につきましては担当課長が説明いたします。 

○企画調整課長（中野伸一君） それでは、議案第２２号、大崎町半島振興対策実施地

域産業開発促進条例の一部を改正する条例の制定について御説明いたします。 

先ほどの議案第２１号及び町長の提案理由にもございましたとおり、租税特別措

置法の改正に伴いまして、条例の一部に項ずれ等が生じたことから必要な改正を行

うものでございます。 

では、２枚目の新旧対照表により御説明いたします。 

表の左側が改正案、右側が現行となっておりまして、改正部分をアンダーライン

でお示ししております。 

下から５行目になりますけれども、第４条第１号中「第３項」を「第４項」に、

「第２項」を「第３項」に改めるものでございます。 

なお、附則といたしまして、この条例は公布の日から施行することとなっており
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ます。 

以上で説明を終わります。よろしくお願いいたします。 

○議長（神﨑文男君） これより質疑に入ります。何か質疑はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（神﨑文男君） 質疑なしと認めます。 

よって、質疑はこれをもって終結いたします。 

お諮りします。ただいま議題となっております議案第２２号は、会議規則第３９

条第３項の規定により、委員会付託を省略いたしたいと思います。これに御異議あ

りませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（神﨑文男君） 御異議なしと認めます。 

よって、本案は委員会付託を省略することに決定いたしました。 

これより討論に入ります。討論はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（神﨑文男君） 討論なしと認めます。 

よって、討論はこれをもって終結いたします。 

これより採決に入ります。 

お諮りします。議案第２２号「大崎町半島振興対策実施地域産業開発促進条例の

一部を改正する条例の制定について」は原案のとおり可決することに御異議ありま

せんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（神﨑文男君） 御異議なしと認めます。 

よって、議案第２２号「大崎町半島振興対策実施地域産業開発促進条例の一部を

改正する条例の制定について」は原案のとおり可決されました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第１２ 議案第２３号 大崎町地域経済牽引事業の促進による地域の成長発展の

基盤強化に関する法律第９条第１項の規定に基づく準則

を定める条例の一部を改正する条例の制定について 

○議長（神﨑文男君） 日程第１２、議案第２３号「大崎町地域経済牽引事業の促進に

よる地域の成長発展の基盤強化に関する法律第９条第１項の規定に基づく準則を定

める条例の一部を改正する条例の制定について」を議題といたします。 

提案理由の説明を求めます。町長。 

○町長（東 靖弘君） 御説明いたします。 

本案は、地域未来投資促進法に基づく鹿児島県基本計画が変更されたことに伴い、
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本町の工場立地法特例対象区域が拡大したことから、大崎町地域経済牽引事業の促

進による地域の成長発展の基盤強化に関する法律第９条第１項の規定に基づく準則

を定める条例について、必要な改正を行うものでございます。 

よろしく御審議賜り、御可決くださいますようお願い申し上げます。 

なお、詳細につきましては担当課長が説明いたします。 

○企画調整課長（中野伸一君） それでは、議案第２３号、大崎町地域経済牽引事業の

促進による地域の成長発展の基盤強化に関する法律第９条第１項の規定に基づく準

則を定める条例の一部を改正する条例の制定について御説明いたします。 

この条例は、地域の特性を生かして高い付加価値を創出し、地域の事業者に対す

る相当の経済的効果を及ぼす地域経済牽引事業を促進することを目的に定められま

した、通称、地域未来投資促進法と呼ばれております地域経済牽引事業の促進によ

る地域の成長発展の基盤強化に関する法律に基づく鹿児島県の基本計画が変更され

たことに伴いまして、本町の工場立地法特例対象区域が拡大したことから条例の一

部を改正するものでございます。 

拡大された区域につきましては、新旧対照表の１１ページから１２ページにかけ

まして、アンダーライン部分にてお示ししております。この新旧対照表におきまし

て、菱田の３６７７番地から菱田５７５９番地までをお示ししておりますけれども、

場所といたしましては、菱田川を渡ったところの志布志市との境界といいますか、

九州エキス株式会社及び福岡運輸株式会社が立地した区域となっております。 

なお、附則といたしまして、この条例は、交付の日から施行し、規定は令和４年

４月１日から適用することとしております。 

以上で説明を終わります。よろしくお願いいたします。 

○議長（神﨑文男君） これより質疑に入ります。何か質疑はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（神﨑文男君） 質疑なしと認めます。 

よって、質疑はこれをもって終結いたします。 

お諮りします。ただいま議題となっております議案第２３号は、会議規則第３９

条第３項の規定により、委員会付託を省略いたしたいと思います。これに御異議あ

りませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（神﨑文男君） 御異議なしと認めます。 

よって、本案は委員会付託を省略することに決定いたしました。 

これより討論に入ります。討論はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 
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○議長（神﨑文男君） 討論なしと認めます。 

よって、討論はこれをもって終結いたします。 

これより採決に入ります。 

お諮りします。議案第２３号「大崎町地域経済牽引事業の促進による地域の成長

発展の基盤強化に関する法律第９条第１項の規定に基づく準則を定める条例の一部

を改正する条例の制定について」は原案のとおり可決することに御異議ありません

か。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（神﨑文男君） 御異議なしと認めます。 

よって、議案第２３号「大崎町地域経済牽引事業の促進による地域の成長発展の

基盤強化に関する法律第９条第１項の規定に基づく準則を定める条例の一部を改正

する条例の制定について」は原案のとおり可決されました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第１３ 陳情第１号 「インボイス制度実施中止を求める意見書」の採択を求め

る陳情 

○議長（神﨑文男君） 日程第１３、陳情第１号「「インボイス制度実施中止を求める

意見書」の採択を求める陳情」を議題といたします。 

陳情第１号は、お手元に配付の陳情文書表のとおり、所管の常任委員会に付託い

たしましたので報告いたします。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

○議長（神﨑文男君） 以上をもって、本日の日程の全部を終了いたしましたので、本

日はこれをもって散会いたします。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

散会 午前１１時２７分 
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令和４年第２回大崎町議会定例会会議録（第２号） 

 

令 和 ４ 年 ６ 月 ９ 日 

午前１０時００分開会 

於 会 議 議 場 

１．議事日程 

日程第１ 会議録署名議員の指名（７番，８番） 

日程第２ 一般質問 

日程第３ 議案第２４号 小型動力ポンプ付積載車購入契約の締結について 

 

２．出席議員は次のとおりである。（１２名） 

１番 平 田 慎 一 ７番 吉 原 信 雄 

２番 富 重 幸 博 ８番 中 山 美 幸 

３番 稲 留 光 晴 ９番 上 原 正 一 

４番 諸 木 悦 朗 １０番 小 野 光 夫 

５番 宮 本 昭 一 １１番 児 玉 孝 德 

６番 中 倉 広 文 １２番 神 﨑 文 男 

 

３．欠席議員は次のとおりである。（０名） 

 

４．地方自治法第１２１条の規定により、会議事件説明のため出席した者の職・氏名 

町 長 東   靖 弘 農林振興課長 上 野 明 仁 

副 町 長 千 歳 史 郎 耕 地 課 長 竹 本 忠 行 

教 育 長 穗 園 正 幸 建 設 課 長 時 見 和 久 

会 計管理者 西 髙 和 義 農委事務局長 相 星 永 悟 

総 務 課 長 上 橋 孝 幸 水 道 課 長 本 松 健一郎 

企画調整課長 中 野 伸 一 教委管理課長 岡 留 和 幸 

住民環境課長 松 元 昭 二 社会教育課長 鎌 田 洋 一 

保健福祉課長 谷 迫 利 弘 税 務 課 長 川 越 龍 一 

 

５．職務のため出席した事務局職員の職・氏名 

事 務 局 長 宮 本 修 一 

次長兼調査係長 福 永 浩 二 

議 事 係 長 上 床 就 路 
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庶 務係主幹 西   ゆかり 
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開議 午前１０時００分 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

○議長（神﨑文男君） これより、本日の会を開き、直ちに会議いたします。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

 日程第１ 会議録署名議員の指名 

○議長（神﨑文男君） 日程第１「会議録署名議員の指名」を行います。 

会議録署名議員は、会議規則第１２７条の規定により、７番、吉原信雄君、及び

８番、中山美幸君を指名いたします。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

 日程第２ 一般質問 

○議長（神﨑文男君） 日程第２「一般質問」を行います。 

一般質問は、通告順により許可いたします。まず、５番、宮本昭一君の質問を許

可いたします。 

○５番（宮本昭一君） 皆さん、おはようございます。 

それでは、私は、さきに通告しておきました畜産振興対策についてと、くにの松

原の観光対策について、及び教育行政についての３件について質問をいたします。 

初めに、１件目の畜産振興対策について質問をいたします。先般の南日本新聞の

記事の見出しの中に「崩壊和牛バブル、コロナ禍、訪日関係相場下落」と出ており

ました。その中で、１９９１年の牛肉輸入自由化を機に、安い海外産に対抗すべく

和牛霜降り重視の改良が進められ、付加価値を高め、最上級の肉はＡ５等の名で広

く浸透。日本の食品輸出を牽引する一方、市民の食卓からは遠のいたという記事が

出ており、また、消費者の嗜好も、Ａ３クラスの若肉へと変わってきていると掲載

されておりました。 

一方、ロシアのウクライナ侵攻の影響が食料価格の値上がりに普及し、輸入に頼

る穀物の高騰が食品加工や畜産経営等に影響を及ぼしてきております。このような

ことから、国内にできる稲わらや麦、大豆などは、外国産だけの頼りだけではなく、

自給率を上げ、国内での自給生産の確保を図っていく時期に来ているのではないか

と思います。世界的紛争の中で、金さえ出せば手に入るではなく、農業もいろいろ

な手法の転換期にあると思っております。 

そこで、まず１点目の、繁殖雌牛の農家戸数と飼養頭数の推移はどうなっている

かについてお尋ねし、１回目の質問といたします。 

○町長（東 靖弘君） お答えいたします。現在、繁殖雌牛を飼養している農家数は２

５７戸でございます。４,２０１頭を飼育しているという状況です。 

１０年前の平成２５年では４６４戸で４,７５３頭を飼養しており、また、５年
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前の平成３０年度では３３０戸で４,５７４頭を飼養していました。１０年前と現

在で比較しますと、戸数で２０７戸の減少、頭数で５２２頭の減少となっておりま

す。 

以上でございます。 

○５番（宮本昭一君） ただいま、飼養戸数も、１０年前と現在では２０７戸の減、そ

れから頭数も５２２頭の減ということで答弁をいただきましたが、大分減ってきて

いるようでございます。高齢化や病気などにより、やむなく辞めざるを得ない方な

どいろいろあろうかと思います。大規模畜産農家の方々はもちろんのことですが、

高齢者の少頭数飼育の方々の下支えもあり、畜産振興協議会を中心に、本町の畜産

振興を図られてきたと思っております。縁の下の力持ちといいましょうか、これか

らも、畜産振興上、維持確保のためにも高齢者の方々が一人でも多く牛を維持確保

され、自分の健康づくりのために、夢と希望が持てる施策を打ち出していただきた

いと思っております。高齢者だから仕方がないじゃなく、この方たちの存在もない

がしろにしてはならないと思うが、これに対して町長の見解をお聞きいたします。 

○町長（東 靖弘君） ただいまの御質問で、高齢者の存在をないがしろにしてはなら

ないと思うがということに対しての見解を問うという御質問でございました。お答

えさせていただきます。 

本町は、御存じのように、昔から土地利用型農業の中で和牛の生産、そして豚の

生産等を基幹産業として農業振興が営々として図られてきているという状況でござ

います。特に和牛生産は、少頭飼いによる生産農家が多くて、長い年月をかけて基

幹産業として定着してきております。今日の畜産振興が図られてきたのも、相当数

の方々が小規模飼いでの畜産経営をやっていただいたおかげだと考えております。 

御存じのように、生産者の高年齢化が進んでまいりました。その中で、身体虚弱

等の状況から、牛という大動物を扱うことが非常に困難になってきた、そして、そ

ういったことからやむなく和牛生産を断念するという方々もこれまでも多数いらっ

しゃったと思っております。現在でも、８０歳代前後の方が、健康の保持増進に努

めながらも頑張っておられることは、産地形成上、大変ありがたいと考えておりま

す。 

和牛生産農家の方々は、昔から運命共同体として互助の生産が非常に強くて、サ

ポート体制がしっかりできている、これが和牛生産農家の特徴であると考えており

ます。今後も、畜産振興協議会を中心に、ＪＡ、町、生産者との連携で、高齢農家

の方々が和牛生産に携わっていただけるよう、しっかりとサポートしていきたいと

考えております。 

以上でございます。 
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○５番（宮本昭一君） ただいま、本町はやはり土地利用型農業ということで和牛とか、

それから豚ですか、そういう生産を基幹産業としてやってきたということでの答弁

ですが、今の答弁の中では畜産協議会を中心に、やはり高齢農家の方々をサポート

していくというような答弁でございました。 

それからですね、申し遅れましたけれども、現在の飼養農家の平均年齢はどのよ

うなふうになっているでしょうか。そこら辺をちょっと教えてください。 

○町長（東 靖弘君） ただいまの御質問につきましては、担当課長のほうで答弁をさ

せていただきます。 

○農林振興課長（上野明仁君） ただいまの平均年齢はという御質問ですが、今現在、

繁殖農家数が２５７戸ございまして、そのうち、９０歳代が１名おられます。それ

から８０歳代が６８名、７０歳代が５６名、６０歳代が６１名、５０歳代が３２名、

４０歳代以下が３９名となっておりまして、平均年齢にしますと６６.８歳という

状況でございます。 

以上です。 

○５番（宮本昭一君） ただいま課長のほうから答弁をいただきましたけれども、年代

別の答弁でございましたが、やはり今の数字から見ますと、６０歳代から８０歳代

が全体の、おおよそですけれども７０％ぐらいじゃないかなというふうに思ってお

りますが、やはり、年齢層も高齢化してきているようでございます。平均年齢も、

先ほどありましたが６６.８歳ということであったようでございます。 

次に、２点目の、畜産農家の高齢化に伴う後継者の育成対策についてお尋ねをい

たします。この後継者の育成対策は、本町の畜産を維持していくためにも大変大事

なことであり、なかなか難しい面もあるかと思います。担当課としては、やはりあ

らゆる手だてを考えていただきたいというふうに思います。今、後継者対策は、現

在、どのようになされているのか。また、さらには農業高校生徒の魅力ある農業も

交流も図ることも大事なことであり、必要かと思いますが、町長としてはどのよう

な考えを持っておられるか、答弁をお願いします。 

○町長（東 靖弘君） 畜産農家の高齢化等に伴う後継者の育成対策についての御質問

でございます。後継者の育成対策につきましては、県の畑かんセンター等と協力を

して、就農の内容に応じて営農に係る資金計画の相談や補助事業などを紹介し、推

進しております。町では、おおむね４５歳以下の新規就農者に対して、就農一時金

として２０万円を支給する事業や、無利子で貸し付けができる畜産振興資金があり

ます。国の事業では、就農準備資金として年間１５０万円支給される制度や、無利

子で長期貸し付けをする制度資金など利用できます。当然、対象となるには条件を

クリアしなければ、すべての方が対象となるというわけではございません。 
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また、魅力ある大崎町の営農事情を紹介するため、大崎町や志布志市出身の農業

高校生徒交流会を行い、地元の牧場や施設などを視察する事業などを行っていまし

たが、現在はコロナウイルスの影響で中止しているところでございます。 

以上でございます。 

○５番（宮本昭一君） ただいま、営農に係る資金計画の推進とか、それから町の就農

一時金、それから無利子の畜産振興資金など、いろいろと制度資金等についてあり

ましたけれども、また、農業高校生徒の交流についてはコロナウイルスで現在は中

止ということであったようでございます。やはりコロナのこれから先の状況次第で

は、やはり後継者づくりとして是非実施していただきたいと思いますので、その点

を実施していただきたいと思います。 

それから、申し遅れましたが、さきの質問の中で維持確保に触れましたけれども、

畜産農家の戸数が減るということは、本町畜産の衰退にもつながるということが予

想されるわけですね。そうしますと、後継者づくりが、私としては基本だというふ

うに思っております。 

そこで、現在の畜産農家で後継者がいるところは何戸数ぐらいあるのかについて

お尋ねをいたします。 

○町長（東 靖弘君） ただいまの御質問につきましても、担当課長の答弁とさせてい

ただきます。 

○農林振興課長（上野明仁君） お答えいたします。 

後継者の数ですが、令和４年１月１日現在の数ですけれども、繁殖農家数が２５

７戸ございまして、その中で後継者の数が３５戸ということでございます。 

以上です。 

○５番（宮本昭一君） ただいまの農林振興課長の答弁によりますと、数字はただいま

申されましたけれども、やはり大体後継者がいるところはおおよそ１０％から１

３％あたりかなというふうに感じております。少ない気がいたします、寂しい気も

いたします。そのようなことで、後継者づくりは非常に大事かなというふうに思い

ますので、これから先も後継者づくりにはよろしく、頑張っていただきたいと思い

ます。 

次に、３点目の畜産クラスター事業を活用した新規就農者等の確保対策について

お尋ねをいたしたいと思います。このクラスター事業で施設整備事業、いわゆるハ

ード事業については、相談窓口は役場、機械導入事業、リース事業ですが、相談窓

口については配合飼料安定基金協会か農協となっているようであります。生産者の

用途により、それぞれ違いますが、新しく畜産を始めるには、やはり土地とか施設、

機械、素牛の導入など、多額の金が必要となってまいります。ＵターンやＩターン
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などの、現在、家で牛を飼育している若い世代の方々を優先に、行政がこの事業を

紹介するなどして事業をフルに活用していただき、新規就農者の確保を図る必要が

あるかと思うが、いかがでしょうか町長。 

○町長（東 靖弘君） 畜産クラスター事業を活用した新規就農者の確保対策について

という御質問でございます。本町で行う畜産クラスター事業は、牛舎や堆肥舎等を

整備する施設整備事業とトラクターやアタッチメントといった農業機械を導入する

機械導入事業の、大きく２つに分けられます。 

制度の活用を行いたい方は、施設整備事業の場合は役場、農林振興課で相談を行

い、役場は相談があった場合は検討、三者にて協議を行い、計画を作成し、早けれ

ば翌年に建設を行うということになります。また、機械導入事業につきましては、

農協と飼料基金契約を行っている方は農協で、飼料会社等と飼料基金契約を行って

いる方は、配合飼料安定基金協会を通じて本町のクラスター協議会へ申請すること

になっております。新しく畜産を始めるには多くの初期投資を行わなければなりま

せんので、制度の要件を満たし、活用できる制度につきましては御活用いただけれ

ばと考えております。 

以上でございます。 

○５番（宮本昭一君） やはり、今、答弁がありましたように、新しく畜産を始める人

については非常に初期段階で多くの投資を行わなければならないということであり

ました。やはり制度の要件を満たし、活用できる制度については活用いただければ

という答弁であったようでございます。それはそういうことでよろしくお願いをい

たしたいと思います。 

次に、このクラスター事業の申請状況についてですけれども、どんな状況である

かについてお答えを願います。 

○町長（東 靖弘君） 本町の畜産クラスター事業の申請状況についてでございますが、

施設整備事業については、平成２７年度から令和２年度までの期間に７つの実施主

体で１０件の牛舎、４件の堆肥舎、１００頭の繁殖用雌牛が整備されております。

事業費に対して、約４億９,０００万円、補助金額は１億９,０００万円となってお

ります。 

次に、機械導入事業についてですが、配合飼料基金協会を通じて大崎町畜産クラ

スター協議会への申請は４８件の申請があり、４４件が導入済みで、２件が辞退さ

れ、残りの２件は機械の導入待ちという状況でございます。事業費にして約１億３,

０００万円、補助金額は６,５００万円となっております。農協のクラスター協議

会への申請分ですが、平成２８年度から令和３年度までの期間で１３１件の機械導

入が完了しており、事業費にして約２億１,０００万円、補助金額が約１億７００
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万円となっております。 

以上でございます。 

○５番（宮本昭一君） ただいま、町のクラスターの申請状況、農協の申請状況も後の

ほうで答弁をいただきましたけれども、やはり平成２７年から令和２年度まで、や

はり７つの事業者で１０件の牛舎とか、あるいは４件の堆肥舎、それから１００頭

の繁殖用雌牛が整備されているというような答弁でございました。やはり、この機

械導入については大崎町畜産クラスター協議会の申請というのは４８件の申請があ

ったということですね。そのうち４４件が導入済みであり２件が辞退したというよ

うな答弁でありました。 

農協のクラスター協議会の申請については、確か１３１件ということだったよう

でございまして、導入が既に完了しているというようなことでの答弁でございまし

た。クラスター事業で機械導入事業、いわゆるリース事業の窓口であるＪＡとの事

業はうまくいっているように聞いているが、施設整備事業、いわゆるハード事業は

申請してもなかなか駄目であるということもお聞きしているんですが、そこら辺に

ついてお聞かせをいただければと思います。 

○町長（東 靖弘君） 施設整備事業について、申請してもなかなか採択されないとい

うことで施設整備事業の要件はどうなっているかという御質問でございます。 

まず、認定農業者であることが条件になります。それから、年齢が４５歳未満で

あること。４５歳以上は後継者が見込まれること。次に、建設予定地の周辺の同意

が取れていること。次に、整備畜舎の規模に応じて増頭し、５年後に販売額１０％

以上の増加が図られるなどの成果目標を設定すること。それから、補助残のめどが

立っていること。それから、青色申告であること。それから、法人化が見込まれる

こと。法人化しない場合は、相当の理由が見込まれること。以上となっております

が、以上の条件を満たすと申請することができるとなっておりますので、なかなか

採択されないという事実はございませんので、新規就農者や増頭を計画されている

方々には、まず担当課へ相談に来ていただければと思いますので、よろしくお願い

します。 

○５番（宮本昭一君） ただいまの答弁では、なかなか採択されないという事実はない

という答弁でありました。やはり、新規就農者が増頭を計画されている方について

は担当に来ていただければいいのかなというふうな答弁でございました。 

それとですね、畜産農家の方が、農林水産省が出している事業のいろいろな情報

を担当課は流してほしいと聞いておりますけれども、これについてはいかがですか。 

○町長（東 靖弘君） さきの質問に戻りますけれども、なかなか採択されないという

ふうに伺っていると、それについての御質問であるんですが、新規就農者として、
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あるいは後継者として畜産業、ほかの農業等を自ら事業をする場合に、将来にわた

って経営が安定して農業をやってよかったというような形を取っていただくという

ことが我々の望みでもあるし、経営指導に当たる普及センター、県、ＪＡとかそう

いった望みであると思っております。 

ですから、新規就農者の皆さん方には、最初の段階から普及センターでの複式簿

記、あるいは農業の基礎づくりとか、そういったところをすべて指導するという体

制は十分できておりますので、そういった新規就農をやっている方々に対しても、

ただいまこういった条件がありますよということをお話しいたしましたけれども、

指導を受ければこういう条件もクリアすることができますので、まず、そういった

条件についてお知らせしていただきたいし、それに基づいて順調に経営がスタート

できるような形が一番望ましいのかなと思いますので、是非そこらも議員さんのほ

うでもお話しいただければ、非常に助かるなというふうに思っております。 

農林水産省が出している事業の情報を担当課が流してほしいと聞くが、どうかと

いうことでございます。ここは担当課長の答弁とさせていただきます。 

○農林振興課長（上野明仁君） 情報の周知につきまして、農林水産省は様々な事業の

募集を行っております。内容や条件が多岐にわたりますので、本町の畜産農家の

方々に合った事業については周知を図ってまいりたいと思います。 

以上です。 

○５番（宮本昭一君） 畜産農家の方に合った事業については周知徹底を図りたいとい

う、検討していきたいという答弁であります。ひとつ、そこら辺はよろしくお願い

いたします。やはり本町の畜産農家の方についてはそういういろんな情報を知りた

いということを聞いておりますので、そこら辺はよろしくお願いをいたしたいと思

います。 

次に、４点目の高齢産歴牛更新事業補助金の引き上げ見直しはできないかについ

てお尋ねをいたしたいと思います。以前、繁殖雌牛更新の淘汰事業が実施されたこ

とがありますが、名称こそ違いますが、中身はそんなに変わらないと思っておりま

す。高齢産歴牛を更新し若い牛に替えるということは、本町の生産素牛を若返らせ、

繁殖雌牛の繁殖効果を上げることになり、さらには市場での子牛価格も上がること

につながり、ひいては曽於全体での大崎町の価格のランクも上がってくるものと思

っております。本年度は、この事業を町長が復活し、取り組まれたことは、私は本

町の畜産振興に大いにつながっていくものと思っております。この事業が始まって

日も浅いですけれども、以前は１頭当たり３万円だったと記憶しております。本年

度の事業は２万円でございますけれども、これを引き上げることはできないかとい

う畜産農家の要望を聞いておるところでございます。これについてですね思い切っ
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て検討する考えはないかお尋ねいたします。 

○町長（東 靖弘君） 高齢産歴牛更新事業補助金の引き上げ見直しはできないかとい

う御質問でございます。 

高齢産歴牛の更新事業補助金につきましては、本年度当初予算におきまして４０

０万円の予算計上をし、１経営体で５頭以内として１頭当たり２万円を補助してい

るところでございます。 

生産基盤の安定化を図る目的で創設した事業でありますので、引き上げ見直しは

できるかどうかにつきましては、また財政状況等も考慮しながら検討をさせていた

だきたいと思います。 

以上です。 

○５番（宮本昭一君） これについては、ただいま答弁の中にございましたけれども、

財政状況等を考慮して検討していくというようなことでございますので、これにつ

いては十分に財政課との打ち合わせもしていただいて、いい方向で検討していただ

きたいと思いますのでよろしくお願いをいたします。 

次に、５点目に、全国和牛能力共進会対象牛導入保留事業補助金として、共進会

に向けて町長の決意についてお尋ねをいたします。これについては、導入保留事業

補助金と町長の決意を分けて質問をいたしたいと思います。 

まず、和牛能力共進会対象牛導入保留事業補助金についてお尋ねをいたします。

この補助金については、本年５月９日に、曽於家畜市場において曽於地区１次予選

会が始まっております。何回かの予選を経て本選に出品ということになるわけです

が、出品されるそれまでの苦労は大変なものがあろうかと思っております。 

そこで、町長は、本年度、全国和牛能力共進会対象牛導入保留事業補助金１５０

万円を計上されております。これは全国共進会に向けての導入または保留を促進す

るための補助金であるということのようですが、この補助金はどういう方法の内容

で補助するのか。予選会が始まっておりますので、既に補助金を出しているのかも

しれませんが、そこら辺をお聞きいたしたいと思います。 

○町長（東 靖弘君） まず、全国和牛能力共進会対象牛導入保留事業補助金について

でございます。出品条件のある対象牛を農協の畜産技術員に選抜してもらいました。

令和３年度が令和３年１０月せり市から１２月せり市までの間で１３頭選抜され、

１頭５万円の補助金で６５万円を支出しております。令和４年度は令和４年１月せ

り市から４月せり市までの間で１４頭選抜されておりますので７０万円の支出を予

定しているところでございます。 

以上でございます。 

○５番（宮本昭一君） ただいま、その方法については農協の畜産技術員に選抜しても
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らったというようなことでございます。令和３年度から１０月のせり市から１３頭

が選抜された、そして１頭５万円の補助で６５万円ということであったようです。

そして、令和４年度については令和４年１月せり市から４月せり市まで１４頭が選

抜されて、７０万円の支出を予定しているという答弁であったようでございます。

選抜の方法をいろいろと答弁いただきましたけれども、それについては了解をいた

しましたが、それではもう１点お伺いをいたしたいと思います。 

町長も全国和牛能力共進会にこれだけ頑張っておられるわけですから、鹿児島大

会の共進会は和牛のオリンピックであります。これがいいチャンスだろうというふ

うに私は思っておりますが、大崎町の和牛日本一の名声を全国に高めていただきた

いとこのように思っているところです。それに対して、共進会に向けての町長の決

意をお聞きいたしたいと思います。 

○町長（東 靖弘君） １０月に実施される全国和牛能力共進会に対する町長の決意表

明を、ということでございます。第１２回全国和牛能力共進会が刻一刻と近づいて

きております。出品者の方々は精神的な重圧に耐えながら日夜一生懸命に飼育管理

に努めておられるところでございます。８月１０日に２次予選が曽於中央家畜市場

で実施されます。 

この２次予選会でいい結果が出ると、次は８月２８日から２９日にかけて鹿児島

県の代表を決める厳しい選考会が待ち受けております。ここを乗り切ると、全共の

晴れ舞台へ出場決定ということになります。 

共進会は５年に１回開催される、大変大きなイベントでありますし、どこの県も

一生懸命これに向けて頑張っておりますが、鹿児島県内の各自治体も全国共進会に

出品できるよう一生懸命頑張っておりますので、本当にしのぎを削るという状況で

あると捉えております。大崎町から、なかなか全国共進会に出ておりません。大崎

牛が出たということはずっと過去のことでありますので、どうしても生産者あるい

は関係者とか本当に出品できればという思いで一体となって取り組んできていると

ころでございます。 

決意表明ですけれども、本当に１０月に開催される晴れの舞台に立てるように、

出品者を中心に関係者が総力を挙げて、ちょっと大げさですけれども、け死ん限り

頑張りたいと思っております。 

以上でございます。 

○５番（宮本昭一君） ただいま、町長の決意として、晴れの舞台に立てるようにけ死

ん限りで頑張るというようなことを申されました。やはり、こういうけ死ん限りで

やるというのはけっ死まんでもいいわけですけれども、こういうけっ死ん限りでや

るという意気込みは非常にいいことだなということを感じております。本当にけっ



 

－ 46 － 

死ん限り頑張ってください。是非、これはそのように頑張っていただきたいと思い

ます。 

私は、先ほどの補助金は共進会だけでなくてですね、近い将来、本町の和牛素牛

の質を上げることにもつながってくるものと捉えておるところでございます。そし

てまた期待もしております。そういうことでございますので、何もかもありますけ

れども頑張っていただきたいと思います。 

それから、次に、２件目のくにの松原の観光対策についてお尋ねをいたしたいと

思います。 

まず、１点目の益丸海岸沿いの道路と一部駐車場に使われているところがあるが、

拡充整備はできないかについてお尋ねをいたしたいと思います。海岸沿いの道路が

数箇所、大なり小なりの凹凸があり、何とかならないかという要望を聞いておると

ころでございます。また、一部駐車場に使われているところもありますが、５月の

大型連休には１日１００人近くの、観光を含めた町内外の親子連れの方々が潮干狩

りに訪れておられました。以前、白砂青松１００選にも選ばれた青い松林、青松林

でございます。美しい景観の海岸線を持つこの駐車場は何とかならないかという声

も聞かれ、本町の観光の１つとして町内外から遊びに訪れる観光の面からも、道路

と駐車場の整備拡充はできないか。なお、国定公園指定との絡みもありますけれど

も、いかがですか。そこら辺について答弁お願いします。 

○町長（東 靖弘君） くにの松原の松林を抜けて海岸に向かって左側の駐車場と松林

と砂浜の境界部分を、菱田方面に延びている道路の拡充整備についての御質問だと

思いますが、御質問にもございましたが、海岸の潮干狩りには毎年多くの方々が訪

れてきておられます。大変にぎわいを見せているということは承知しております。 

御指摘の道路の整備及び駐車場の拡充につきましては必要だなということはわか

っておりますけれども、国定公園内ということで各種の規制がございますので、

国・県等と調整が整いましたら適切な対応を取らせていただきたいと思っておりま

す。 

以上でございます。 

○５番（宮本昭一君） 私も、国定公園の指定については認識しておるところでござい

ます。大崎町にはこんなすばらしいところがある、これを内外に売り出す観光の観

点から、できたらきれいに整備することも必要だろうと思います。国・県と協議さ

れ、調整がついたら、できるだけ早く対応をお願いいたしたいと思います。打たぬ

鐘は鳴りません。こういうことでよろしくお願いします。 

   次に、２点目の周辺の松林に車の乗り入れ禁止の看板設置はできないかについて

お尋ねをいたします。松林の中に、海岸の駐車場に駐車できない数台の車が止めて
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ありました。松林内は自然に小さな松が生えております。松を傷めないためにも進

入禁止の立て札が必要と思うが、この設置について町長の考えをお尋ねいたします。 

○町長（東 靖弘君） ただいまの御質問につきましては、担当課長の答弁とさせてい

ただきます。 

○企画調整課長（中野伸一君） 御質問の、松林内への車の乗り入れにつきましては、

個人のマナー及びモラルによるところが大きいものと思われます。白砂青松１００

選にも選定されまして、先人から受け継いだ、後世に残していくべき貴重な財産の

保全という観点から鑑みますと非常に残念なことであると思っております。 

先ほどの町長答弁と重なる部分もございますけれども、国・県等へ状況をお伝え

して、調整が整い次第、適切な対応をとってまいりたいと思っております。 

以上でございます。 

○５番（宮本昭一君） ただいま、企画課長から答弁をいただきました。せっかく生え

た幼い小さな松が車に踏まれており、本当言いますと泣いております。そういうこ

とで、幼木を守るためにも何らかの手だてが必要と思いますので、国・県との調整

が整い次第、そこら辺についてはよろしくお願いをいたします。 

次に、３件目の教育行政についてお尋ねをいたしたいと思います。質問に入る前

に、本年４月からの教育長就任、おめでとうございます。 

それでは、まず１点目の教育長就任の抱負を問うことについてお尋ねをいたしま

す。本年４月に、本町の教育長として就任されたところですが、まず、教育長就任

の抱負をお聞かせいただきたいと思います。 

○教育長（穗園正幸君） まず、町議会議員の皆様方には、大崎町充実発展のため日夜

御尽力いただいておりますとともに、教育の振興等に御理解・御協力をいただいて

おりますことに対し、心から感謝申し上げます。 

さて、私は、去る令和４年第１回町議会定例会、３月２５日の本会議におきまし

て、皆様方から御同意を得、４月１日付で教育長を拝命いたしました。大崎町の教

育を預かる教育長という職責の重大さに身の引き締まる思いであります。私は、大

崎がふるさとです。大崎で生まれ、大崎で育ち、大崎が大好きです。大崎で働ける

ことを大変うれしく思っております。ふるさと大崎の教育のために、まことに微力

ではありますが、これまでの教職あるいは教育行政等の経験を生かしまして、本町

教育行政充実発展のために誠心誠意努めてまいりたいと思います。よろしくお願い

いたします。 

それでは、宮本議員の御質問にお答えいたします。 

教育長就任に当たっての抱負でございますが、教育は人なりと申します。教える

のも人、育てるのも人、学ぶのも人、育てられるのも人、教育はまさしく人づくり
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であります。本町教育の推進に当たりましては、町教育振興基本計画の基本目標に

ありますように、人間性豊かでたくましく生きる、かがやく人づくりを目指し、前

任の藤井教育長が取り組んでこられた「おおらか、さわやか、きわやかな大崎の教

育」の成果を引き継ぎますとともに、歴代の諸先輩方が築いてくださった大崎町教

育の礎をもとに、学校教育・社会教育の振興充実のために頑張りたいと決意を新た

にしております。 

特に、私は大崎町の学校教育・社会教育等の教育行政を推進するに当たり、子ど

もも大人も身に付けてほしい力が２つあります。１つ目が、自立力です。自ら立つ

力です。主体的に立つ力です。それは、個人的な側面からの力であり、個人として

の成長であります。これからの社会は、人口減少・少子高齢化の進行、グローバル

化の進展、ＡＩやＩｏＴなどの技術革新等によるソサエティ５.０あるいは人生１

００年時代の到来、持続可能な開発目標ＳＤＧｓの推進、新型コロナウイルス感染

症拡大に伴う様々な影響等、予測困難でめまぐるしく社会情勢が変化していく社会

が予想されております。そのような社会でも幾多の困難な場面や新しい課題に出会

っても前向きに取組、主体的に人生を切り開き、生き抜いていく力、それが自立力

です。子どもも大人も身に付けてほしい力です。 

２つ目が、社会力です。社会力とは、人と人がつながり、支え合い、高め合いな

がら、人のため、地域のため、町のために持続可能な豊かな社会をつくり出す力で

す。それは、社会的な側面からの力であり、社会を形成する一員としての成長であ

ります。現代社会は、人々の価値観がものの豊かさより心の豊かさを、そして集団

あるいは社会より個人の個性を重視する傾向が高まるなど多様化しております。ま

た、人々が自由を求める中で地域の人と人とのつながりが弱まり、集落、自治公民

館等、地域への帰属意識も低下するなど地域社会の脆弱化、子ども会、青年団、高

校生クラブ、女性団体など社会教育関係団体の弱体化が進行し、高齢者や困難を抱

えた親子など地域で孤立するという深刻な状況も生じております。このような現代

社会において、ふるさとを愛し、おおらかな気持ちで人と仲良くするとともに、結

いの精神を持って協力し、町や人のために持続可能な豊かな社会をつくり出す力、

それが社会力です。これも、大人も子どもも身に付けてほしい力です。 

教育行政推進に当たりまして、大きく自立力・社会力の育成に重点的に取り組ん

でまいりたいと考えております。 

○５番（宮本昭一君） ただいま、就任の抱負をお聞かせいただきました。その中で、

やはり教育は人づくりであるということであったようです。そして、学校教育とか、

それから社会教育の教育行政を推進するに、やはり２点ほど申されたようでござい

ます。子どもも大人も自立力、社会力を身に付けてほしいという答弁でありました。
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そのようなことで、就任早々ではございますけれども、大崎町の児童・生徒のため

に教育行政に全力で取り組んでいただきたいと思います。これについて何かありま

したら、答弁願いたいと思います。 

○教育長（穗園正幸君） 全力で児童・生徒のためにということで、いろんなことに全

力で取り組んでまいりたいと思っておりますが、特に３点ほど考えているところで

ございます。キーワードは「つなぐ」ということでございます。 

１つ目は、ＩＣＴ活用で学びと情報をつなぐ。教育の情報かということでござい

ます。御案内のとおり、国のＧＩＧＡスクール構想によりまして、一人１台のタブ

レット等が整備されましたので、これの有効活用を図ってまいりたいと思っており

ます。 

２つ目のつなぎは、幼稚園、保育園、小学校、中学校をつなぐということです。

一人一人を大事にし、その子一人一人の学力面でありますとか、あるいは生徒指導

面でありますとか、あるいは体力面である、そういう成長の様子をそれぞれの幼稚

園、保育園あるいは小学校、中学校をつないでいくということでございます。 

３点目は、学校と家庭、地域をつなぐということでございます。本町はコミュニ

ティスクールのほうの導入をしておりますので、是非、このコミュニティスクール

と地域学校協働活動を一体的に取り組みまして、学校と家庭、地域をつないでいき

たいと、そのように思っているところでございます。 

以上です。 

○５番（宮本昭一君） ただいま、教育長のほうから「つなぐ」について３点ほど答弁

をいただきました。やはり子どものいろんな教育については御苦労もあろうかと思

いますが、この「つなぐ」でつないでいっていただきたいと思います。 

それと、ＩＣＴ活用で後れを取っている生徒はいないか、また、使いこなせない

などないでしょうか。そこら辺をお聞かせください。 

○教育長（穗園正幸君） 先日も持留小学校のほうの学校訪問がございました。この４

月に、１年生が２名ほど入学したんですが、その２名の学習の様子を見させていた

だきました。そうしましたら、タブレットを、まだ２か月とちょっとしかならない

ところですけれども、タブレットを使って朝顔の本葉の写真を撮っておりましたの

で、どちらかと言いますと、もう子どもたちのほうがスマホ世代でありまして、使

いこなすスピードはすごく速いのかなと思っております。 

ただ、入力作業とかそういうところでは技術の差が子どもたちにもありますので、

そういうところは先生方がいろんな個別指導で寄り添いながら指導をしていらっし

ゃるようでした。 

以上でございます。 
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○５番（宮本昭一君） ただいまの活用については、答弁をいただいたとおりでござい

ます。 

それでは、次の２点目の本町の学校教育をどのように捉えているかについてお尋

ねをいたしたいと思います。就任されて日も浅いですけれども、前教育長との引き

継ぎも十分なされたと思いますが、これからの本町の教育を、教育長としてどのよ

うに捉えておられるのかお伺いいたします。 

○教育長（穗園正幸君） 本町の学校教育をどのように捉えているかとの御質問であり

ますが、学校教育の捉え方には様々な観点があるかと思いますが、これまで「おお

らか、さわやか、きわやかな大崎の教育」を合い言葉に、学校教育も推進されてお

りますので、「おおらか」徳育の観点、「さわやか」体育の観点、「きわやか」知

育の観点で捉えてみたいと思います。 

まず、「きわやか」知育の観点でありますが、「きわやか」という言葉は、日常

あまり使われない言葉ではないかなと思っていますが、意味はくっきり、はっきり

という意味でございます。例えば、雨上がりの山並みがはっきり、くっきりと見え

る様をきわやかと言っていいと思っております。そのように、子どもたちが何とな

くしかわかっていなかったことがはっきりわかるようになり、しっかりできるよう

になるということで知育の観点があると思っております。 

知育では、やはり学力ということになりますが、学力を捉える調査といたしまし

て、全国で行う全国学力学習状況調査、県で行う鹿児島学習定着度調査があります。

全国の調査結果を見ますと、小学校の国語、算数は、ここ数年、全国平均前後で推

進しており、中学校の国語、数学では、開校以来、全国平均を下回っているものの、

徐々に全国平均との差を縮めています。県の定着度調査結果を見ますと、令和３年

度につきましては、小学校で国語、社会、算数、理科４教科とも県平均を上回って

いるようです。中学校では社会、理科、英語の３教科は県平均を上回っているもの

の、国語、数学は県平均を下回っている状況です。いずれにいたしましても、学力

につきましては学校種、教科で若干差違はありますが、全国的には、全国、県平均

の前後を推移している状況と捉えております。学校は勉強するところです。知能相

応の学力を付けることが大きな学校教育の使命だと認識しております。 

「おおらか」徳育の観点では、やはり生徒指導ということになります。児童・生

徒に関わる大きな問題行動等は発生していないと捉えておりますが、生徒指導上に

おける事案は、いつでも、どこの学校でも起こり得るという危機意識を持って対応

しなければならないと考えております。 

不登校につきましては、令和４年３月末現在で、令和３年度中に３０日以上欠席

している児童・生徒は、小学校で５名、中学校で１２名になっております。令和４



 

－ 51 － 

年度に入りまして、昨年度から継続して不登校の児童・生徒は、４月末現在で小学

生５名、中学生６名という現状でございます。複数の原因が考えられますが、中学

校では主な原因といたしまして、無気力や学業不振などが多く、小学校では原因不

明の登校しぶりが多い状況です。 

いじめにつきましては、児童・生徒が心身の苦痛を感じているものと捉えて、１

件でも多く発見し、それらを解消するという基本認識のもと、ひやかしやからかい、

あるいは悪口等を含めて、令和４年４月末現在、小学校で認知件数１０件、中学校

２件でございます。生徒指導においては、児童・生徒一人一人をかけがえのない存

在と捉えておりまして、子どもの心理や願いを受け止め、教師と子ども、及び相互

の人間的ふれあいのある教育活動を展開しつつ、家庭や地域、関係機関とも十分連

携を図り、児童・生徒がのびのびと活動する機会と場を与えることが必要だと認識

しております。 

「さわやか」体育の観点でございますが、やはり体力、運動能力ということにな

ります。体力、運動能力を捉える調査といたしましては、体力運動能力調査がござ

います。調査結果を見ますと、小学校においては、８種目中、男子が６種目、女子

が７種目、全国平均以上です。中学校においては、９種目中、男女とも３種目が平

均以上でした。小中学校共通して全国を上回るのは、ソフトボール投げ、ハンドボ

ール投げの投球能力は高い傾向にあります。 

一方、全国を下回るのは、小中学校共通して長座体前屈と、小学校男子と中学校

男女が立ち幅跳びです。柔軟性と瞬発力、跳躍能力がやや低い傾向にあるようです。 

体力向上につきましては、教科体育の時間をはじめ、縄跳び、ランニング、サー

キット、チャレンジかごしまの取組など、全教育活動を通じて、今後とも計画的に

継続して取り組む必要があると認識しております。 

以上が、教育長就任以来２か月で捉えている本町の学校教育の概要でございます。 

○５番（宮本昭一君） ただいま、教育長のほうから学校の教育の捉え方はいろいろな

観点があるということを申されました。観点ではやはり学力だということのようで

ございます。 

先ほど、学力については全国的には全国平均の前後を推移しているという状況の

答弁でございました。これは、地方相応の学力を付けることはやはり学校教育の使

命だということを申されたようでございますが、そのようなことでですね学校教育

には一生懸命全力で頑張っていただきたいと、先ほども申しましたけれども、よろ

しくお願いいたしたいと思います。 

それから、次の、３点目の児童・生徒の学校での衛生対策について伺いをいたし

たいと思います。本町においてはコロナの感染が止まるどころか、幅広い年齢層で
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感染が拡大しております。感染が子どもにも広がる中で、これについては４月２５

日の南日本新聞の紙面で「口の衛生。感染を防ぐ」という見出しが出ておりました。

教育長も見られたと思いますが、それを見ると、新型コロナウイルスは唾液腺にも

感染し増殖するというふうに出ております。このため、感染者の唾液は大量のウイ

ルスを含み、飛沫やエアロゾルとなって感染を広げ水液が感染の主役というふうに

なるために、うがいや歯磨きなど口腔衛生が感染拡大の重症化の防止につながると

出ております。これについて、学校ではどのようにしているのか。いろいろな対策

は取っておられると思いますが、特に学校給食の後のうがいや歯磨きは指導されて

いるのか、どうなのかお尋ねいたしたいと思います。 

○教育長（穗園正幸君） 児童・生徒の学校での衛生対策はどうしているかとの御質問

でありますが、学校における児童・生徒の口腔衛生対策につきましては、以前から

うがいあるいは歯磨きをむし歯予防として行っております。児童・生徒は、自宅か

ら持参した自分の歯ブラシやコップを使用して、給食後等に歯磨きを行っていると

ころであります。 

そのため、教育委員会では改めて指導は行っていないところではございますが、

特に、昨今の新型コロナウイルス感染症においてはうがいや歯磨きなどの口腔衛生

が感染拡大や重症化の防止の１つとされているようであります。今後も、感染対策

を含め、各学校と連携を取りながら児童・生徒の衛生対策に努めてまいりたいと考

えております。 

また、その他の衛生対策につきましても、令和４年４月１日に文部科学省から発

出された、学校における新型コロナウイルス感染症に関する衛生管理マニュアルバ

ージョン８の改訂版に従って適切に対応しているところでございます。 

以上です。 

○５番（宮本昭一君） ただいま、教育長の答弁の中で、児童・生徒の口腔衛生対策は

以前からやっているということでうがいや歯磨きの予防はしているということでご

ざいました。そしてまた、自宅から持ってきた歯ブラシやコップは自分で持参して

使用しているということでございますけれども、指導はしていないということのよ

うです。今後も、やはり感染対策を含めて学校と連携を取ってやっていきたいとい

うような対策に努めてまいるという答弁でございました。 

それではですね歯ブラシとかコップの保管状況についてお伺いいたしますが、そ

れについてはどのようにしていらっしゃるかお尋ねをいたします。 

○教育長（穗園正幸君） 歯ブラシやコップの保管状況でございますが、これは学校に

よって保管状況は多少変わるかと思います。児童・生徒数が少ないところは、小さ

な家で茶碗なんかを乾燥させたりあります、ああいう乾燥機の中に入れて保管して
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おりますが、児童・生徒数が多いところは、歯ブラシと歯ブラシがひっついたりし

て衛生上好ましくないというようなことで、個人で袋とかそういうのにコップや歯

磨きブラシを保管している状況でありますが、いずれにいたしましても、週末にな

りますと、金曜日あるいは土曜日ぐらいになりますと、子どもたちは自宅に持って

帰って煮沸の消毒をするとか衛生の対策を取っているところでございます。 

○５番（宮本昭一君） 歯ブラシとかの保管についてはその学校によると。生徒数の児

童数によって違うというような答弁でございました。やはり衛生対策については非

常に大事なことであろうかと思いますので、今後もよろしくお願いをいたしたいと

思います。 

それから、最後になりますけれども、次の、４点目のコロナの流行で子どもの健

康に与える影響調査はどうかについてお尋ねをいたしたいと思います。５月６日の

南日本新聞の中で、新型コロナウイルスの流行が子どもの生活や健康に与える影響

について、国立成育医療研究センターが調査したところ、小学校高学年から中学生

の子どもの１割から２割に鬱症状が見られたことがわかったというふうに出ており

ました。家庭内で抱え込む傾向も浮き彫りになり、担当者は正しく理解してＳＯＳ

を出してほしいと出ておりました。調査は、無作為抽出の郵送で任意のインターネ

ットで実施、その結果、郵送では小学校５・６年で９％。パーセントはもう時間が

まいりましたので全部言うわけにはいきませんが、こういう症状はないかについて

お伺いいたします。 

○教育長（穗園正幸君） コロナ流行における子どもの健康に与える影響調査はどうか

との質問でございますが、現在、学校で不登校になったり体調の異常を訴えたりと

か、あるいは鬱症状で病院に通ったりするという報告は現在聞いておりません。こ

れらのことから、教育委員会といたしましては、現時点で子どもの健康影響調査を

する考えはございませんけれども、今後も子どもたちの心のケア、体調に留意しな

がら、長期の臨時休業、あるいは学校行事等の中止が相次ぐなど、子どもたちの心

理的・身体的な負担に影響を与える状況が起こりましたら、その調査も検討してま

いりたいと思っております。 

以上です。 

○５番（宮本昭一君） 以上で、私の質問を終わりたいと思います。 

○議長（神﨑文男君） ここで、暫時休憩します。１１時２０分から再開いたします。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

休憩 午前１１時１１分 

再開 午前１１時１８分 

－－－－－－－○－－－－－－－ 
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○議長（神﨑文男君） 休憩前に引き続き、再開いたします。 

次に、１番、平田慎一君の質問を許可いたします。 

○１番（平田慎一君） まずもって、藤井前教育長の１２年の長年にわたる本町教育行

政に対する御尽力に対し感謝申し上げ、まず、教育行政についての質問に入りたい

と思います。 

本町の教育行政の目指す方向性を問うという部分から入りますが、平成２７年４

月に、教育委員会制度は６０年ぶりに抜本的な法改正が行われ、教育行政における

責任体制の明確化や地域の民意とされる首長との連携の強化などが改革の柱で、権

限と責任の明確化を図るという目的のもと、従前の教育長と教育委員長を一本化し、

同時に、権限が大きくなる教育長に対し、チェック機能の強化という観点から教育

委員から会議の招集を求めることができる規定が設けられました。 

また、総合教育会議の開催や教育大綱の策定を行い、その過程で首長と教育委員

会が十分に意思疎通を図り、より一層、民意を反映した教育行政を進めていくこと

が求められる制度に改定されたわけです。 

教育は、本来、自治体にとって、そのまちづくりにとっても最も重要な政策運営

の１つです。町長が教育に関する中長期ビジョンを示すことは当然のことであると

思います。首長には予算権限があります。教育は予算なしにはできません。教育委

員会が独立した執行機関であっても、首長は条例提案権、予算編成権、教育委員の

任命権を持っており、法令の基づく権限を行使し、覚悟を持って取り組めば、自身

の教育ビジョンを実現することは可能です。そして、所管している行政分野の中に

は福祉、医療、まちづくりなど教育と深い関わりを持つものが多く、各政策分野を

融合させながら、学校現場が生き生きとした教育活動ができるための条件整備を整

えることが重要であると思いますが、そこで、令和２年から６年度の大崎町教育大

綱と第３次教育基本計画を踏まえ、東町長が考えている教育行政の目指す方向性、

及び町長と教育委員会との連携の在り方を、まずお示しください。 

○町長（東 靖弘君） お答えいたします。 

本町の教育行政の目指す方向性を問うとのことであります。平成１８年に教育基

本法の改正に伴い、地方公共団体は国の計画を参考にして、その地域の実情に応じ

た基本計画を策定するよう努めることとされたことから、本町では、現在、第３次

教育基本計画を策定しております。また、平成２７年の地方教育行政の組織及び運

営に関する法律の一部改正に伴い、総合教育会議を設置し、大綱の策定に関する協

議などをすることが規定されました。これらにより、平成２７年から本町も総合教

育会議を設置し、毎年、教育長をはじめ、教育委員の方々を交え会議を開催しして

いるところでございます。 
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このようなことから、本町の教育行政の目指す方向性については、総合教育会議

で教育大綱を策定し、教育委員会では教育振興基本計画を策定しているところであ

り、現在、教育大綱、教育振興基本計画ともに、人間性豊かでたくましく生きる、

かがやく人づくりを基本目標に、教育行政の推進を目指しているところでございま

す。 

総合教育会議の内容につきましては、教育大綱の策定、本町の施策や予算につい

ての説明のほか、委員から教育行政に関する取組や要望等についての御意見等をい

ただき、協議検討するなど、今後の課題解決に向けた会議となっております。 

以上でございます。 

○１番（平田慎一君） 平成６年度までの教育大綱及び第３次教育基本計画、拝見させ

ていただきました。また、議事録等もですね読ませていただきました。そういう部

分をちょっと含みながらなんですが、本年度から新しく穗園教育長が新たに本町教

育長に任命したわけですが、新教育長の選任理由及び信任に当たって、選任理由及

び、町長が教育長に期待すること、この部分に関してお示しください。 

○町長（東 靖弘君） 教育長の選任理由及び期待することを示せという御質問でござ

います。 

まず、穗園教育長の選任理由でございますが、１つ目は、教育分野のみならず幅

広い行政分野を知り、調整する能力を持ち合わせているということであります。教

育委員会の所掌事務は、学校教育のみならず、生涯学習やスポーツ文化、さらには

それらの活動を通じた地域づくりまで多岐にわたっており、学校教育に関する知識

と経験のみでは不十分であると思います。その点、穗園教育長は、学校教育はもと

より、社会教育分野や教育行政にも精通されており、人格も高潔であり、教育長と

しての資質、能力は高いと判断をいたしました。 

２つ目は、本町の出身者であるということであります。穗園教育長は、大崎で生

まれ、大崎で育ってきました。大崎のよさを肌で感じ、大崎に対し、大いなる愛着

と誇りを持っている方だと思います。私の教育に対する基本的な考えは、学校、家

庭、地域が連携して大崎の子どもは大崎で育てることであります。地域社会と関わ

りながら、夢、希望、志を持った子どもたちが成長し、大人になったときには何ら

かの形で大崎町に貢献できる人を育てていきたいと考えています。その筋づくりを

するためには、大崎町の人や地域のことを十分理解されている穗園教育長は適任で

あると思います。 

次に、穗園教育長に期待することでございますが、地方行政自治体が複雑化・高

度化する中で、教育界においても教育の問題が教育界だけで解決できる時代ではな

くなり、学校においても開かれた学校づくりが求められたり、教員以外の様々な専
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門家との協働が求められたりするなど、外部機関との連携・協働が鍵となる時代で

あると認識しております。また、教育制度自体、矢継ぎ早に改革がなされ、これに

加え、行政分野の動向を的確に抑えて教育行政と連携させることが必要不可欠であ

ります。 

教育行政が抱える課題は多々ございますが、教育長には、これまで蓄積された経

験や知識、センスを遺憾なく発揮して多様な機関等との連携も視野に入れ、子供た

ちの生きる力や社会力を育む取組を進めるとともに、教育大綱の基本目標である、

人間性豊かでたくましく生きる、かがやく人づくりを目指し御尽力いただきたいと

考えております。 

以上でございます。 

○１番（平田慎一君） 確かにですね町長の言われるとおり、我々も任命については、

その職歴等を見させていただきましたが、職歴・経歴等は本当に申し分なく、また、

ほかの在任期間中も、本町に対してもいろんな講師として、町民に対して講話等も

されておりますよね、穗園教育長がですね。長生きの秘訣はＡＴＭとかですねちょ

っと見させていただきましたけど、そういう部分に対してもいい人選だったのかな

というふうに私も思っております。 

次に、教育全般に係る教育長としての取組、考え方について問うてまいりますが、

平成２３年、前教育長、藤井教育長の就任時、本町の学力は停滞しておりました。

これは、令和２年１２月議会の私の一般質問で、児童・生徒の学力調査の推移はど

うなっているかの答弁の中での発言でもございましたが、中学校開校当時、県の平

均からマイナス１０点だったのが、徐々に改善され、県の平均に若干劣る程度とな

っている。これは、先ほど教育長も若干補足で現状を説明されておりましたが。課

題点が家庭での学習力、家庭での教育であると認識し、改革・改善に向けて取り組

まれ、子ども１０箇条や親１０箇条、家庭学習の手引などに注力し、その結果とし

て全国学力学習調査結果にも出ておりますが、県の平均に届くようになってきてお

ります。最新の大崎町議会だよりの最終ページを見たかわかりませんけれども、最

終ページに載っておりますが、「町民の広場」に掲載されておりますが、大崎中学

校では学びの学級という、生徒たちがお互いに教え合う勉強スタイルというのがあ

るらしくて、これを通じて学びの楽しさや自主的に学び合う相乗効果になっている

と、親御さんの文章が載っておりました。そのほか、教職員の学力向上プロジェク

ト、小中学校の連携事業、夏休みの学力向上プロジェクトや指導力向上の取組を行

っておりました。 

このような事業、これは藤井前教育長の取組ですけれども、この踏襲も踏まえて

どのように引き継いでいくのか。また、課題として家庭教育週間等の授業参観、授
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業を見てもらいたい、そして、まだ現況として親の意識が低い、少しずつでもいい

から家庭の教育力を高めていきたいというふうな答弁をされておりましたが、その

分の意味合いも含めて、穗園教育長は、職歴、そのキャリアでも大隅半島、そして

県と鹿児島市内の中心的な学校の要職も経験され、地域による家庭教育の意識の違

い、考え方の違い、取組方の違い、この部分をよくわかっているのではないかと思

いますが、その部分の御認識も踏まえて、教育行政、学校教育、社会教育に対する

両方の部分も踏まえてですね考え方を、まずお示しください。 

○教育長（穗園正幸君） まず、前教育長の踏襲についての考えはどうかとの御質問で

ありますが、御案内のとおり、先ほどもありましたが、藤井前教育長は１０年６か

月の長きにわたりまして本町教育行政の推進のために御尽力いただいたところでご

ざいます。 

特に、「おおらか、さわやか、きわやかな大崎の教育」を合い言葉に、大きな心

で思いやりがあり、明朗誠実な人、強い体と気力に満ちた心身ともに健康な人、夢

の実現に向け、生涯学び続ける、輝きのある人づくりに取り組まれてこられました。

この間の学校教育の主な功績や成果につきましては、町内３中学校の統合、あるい

はコミュニティスクールの導入、フッ化物洗口の実施、歩いて登下校の呼びかけ、

学校管理職住宅の新築、ＩＣＴ端末機器の整備、学校施設の改修などが上げられま

す。 

また、学力につきましては、先ほども宮本議員の質問でも答弁いたしましたが、

学校教科ごとに若干の差違はありますが、全体的には全国・県平均の前後を推移す

るまでに高まってきたと言えます。 

また、生徒指導面におきましても、中学校統合の頃は問題行動等も多かったと聞

いておりますが、大分落ち着いて、学習活動に取り組んでいると考えております。 

社会教育の主な功績や成果につきましては、文科省補助事業である人権教育総合

推進事業の取組をはじめ、国民文化祭の開催、国体の誘致、横瀬古墳二重集合の発

見、社会教育施設の整備等が上げられます。 

これらの成果等につきましては、継続して取り組むなど踏襲してまいりたいと考

えております。 

一方、課題とも言える、確かな学力のさらなる育成、あるいは不登校の改善、体

力運動能力のさらなる向上、あるいはＩＣＴ活用の充実、幼保小中の一貫した連携

推進、コミュニティスクールと地域学校協働活動の一体化、人生１００年時代の生

涯学習・生涯スポーツ、読書活動の充実、町史編纂等につきましては、これまでの

推進の在り方、さらに工夫を加えて改善できるところは改善しながら取り組んでま

いりたいと考えております。 
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以上でございます。 

○１番（平田慎一君） 先ほどの同僚議員の質問の中でも答弁されております、教育は

人なりという考えで、方向性としては自立力、社会力を２つの柱として持っていく

という、取組内容としては３つの「つなぐ」という部分でですね学びと情報をつな

げ、幼保連携、学校と家庭と地域をつなぐということでですね方向性、取組という

形で先ほど答弁されておりましたが、この中で、ちょっと１つだけ、学校と家庭と

地域をつなぐという部分がございますが、具体的に、今、どのような考えでしてい

くのか、お考えなのかというのをちょっとお聞きして、お示しいただきたいと思い

ます。 

○教育長（穗園正幸君） 先ほど、学校と家庭と地域をつなぐということで、町内すべ

ての学校７校が学校運営協議会制度を導入しておりまして、いわゆるコミュニティ

スクールを導入しているところでございます。 

コミュニティスクールとは、学校と保護者、あるいは地域住民ともに知恵を出し

合って学校運営に意見を反映させることで、一緒に協働しながら子どもたちの豊か

な成長を支えて地域とともにある学校づくりを進める取組でございます。 

また、併せまして、社会教育の側面からは、以前、学校応援団というのがありま

した、地域の人々が学校の授業の中に出かけていったり、あるいは奉仕活動である

とかボランティアであるとか、そういうような部分がございましたが、このコミュ

ニティスクールと地域学校協働活動を一体的に取り組まして、地域の子どもは地域

で育てる、今までもそういう伝統があるんですが、さらにいろんな、子育ての済ん

だ方々も地域の方々も、子どもたちに目を向けていただいて、学校と家庭と地域が

さらに一体的になって子どもたちの教育のために取り組んでいただけるようにと思

っております。 

以上でございます。 

○１番（平田慎一君） 今、この部分を質問したのはですね、町長の答弁でも、先ほど

学校と家庭と地域をつなげていく、連携をしていくという町長の答弁がございまし

たので、あえて聞かせていただきましたが、いい方向で進めていっていただきたい

というふうに思います。この部分も注視して見ていきたいというふうに思います。 

次に、学力向上の課題についてどのように取り組んでいくかなんですけども、こ

れ、鹿児島県公立高等学校入学選抜学力検査が県の教育委員会から出ておりますが、

この中の目安点未満の地区別状況に記載されておりますが、県内を７つのエリアに

分けられたデータであり、鹿児島、南薩、北薩、姶良、伊佐、大隅、熊毛、大島と

分けられております。その中でですね大隅が常に最下位なんですよね。この目安点

というのがですね基礎的内容の設問の合計点でありまして、それより低い点の総数
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が、県内で大隅が最下位ということなんですけども、全体的に低いということなん

ですけども。この部分はですね藤井前教育長にも一回質問したことがあったんです

が、私が特に危惧している部分でもございます、学力の部分でですね。無論、少子

化による生徒数の減少や公立高校の統廃合や私立への入学、県都や都市部への流入

など、そのような背景も踏まえ、穗園教育長の考える学力向上への取組についての

考えをお示しいただきたいというふうに思います。 

○教育長（穗園正幸君） ただいま、学力向上の課題について、どのように取り組んで

いくかについてでございますが、学力向上の課題につきまして、３点あるのではな

いかなと思っております。 

１つ目が授業の改善、２つ目が演習問題の計画的な実施、３つ目が、先ほども申

し上げましたが、ＩＣＴの有効活用でございます。 

それぞれの課題に対する取組ですが、授業改善につきましては、学力検査の結果

から児童・生徒の実態を正確に把握するとともに、学力向上サイクルに基づき指導

方法の改善、学習評価を繰り返し、児童・生徒に確かな学力を育成するための授業

力の向上に努めていきたいと考えております。 

演習問題の計画的な実施につきましては、ポイントを絞った演習問題に取り組ま

せたり、児童・生徒ができなかった問題をできるようになるまでの見届けをしたり、

大隅教育事務所が作成する「よかもん」というのがありますが、その「よかもん」

や鹿児島県教委が作成する学力向上ウエブ問題などの演習問題に取り組ませて、補

充指導、・別指導をして充実を図ってまいりたいと思います。 

環境整備につきましては、一人１台のタブレット端末や電子黒板等が整備されて

おりますので、学力向上につながる有効活用を図ってまいりたいと考えております。 

以上でございます。 

○１番（平田慎一君） ＩＣＴに関しては最近のメディアの新聞等にも出ておりますが、

間違った使い方等も含めたですね問題等も、今、提起されております。特に都市部

はですね、いじめ問題につながっている部分もございますので、その辺はちょっと

注視していきながら、指導を徹底していきながら、使い方というのは考えていって

いただきたいなというふうには思います。 

次に、学校統合、学区の見直しについてお考えを伺っていきます。小学校統合に

ついての現況認識と対策、そして検討しているかも含めてお聞きしていくんですが、

この少子化の中、生徒数の激減の現況は、本町だけではないですよね、どこの市町

村もなんですが、厳しい状況です。学校維持を考えると、大体１クラス、１学級最

低大体２０名程度が望ましい数字だというふうにいわれておりますが、その数字を

クリアしているのは、本町では大崎小学校だけなのが現況です。無論、学校再編に
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ついては、福祉や地域コミュニティの観点からも、教育分野だけではない多面的な

検討が必要であるとも考えますが、この問題は避けては通れない問題でもあります。

課題や今後の方向性も踏まえて、町長の御認識、考えを、まずお伺いいたします。 

○町長（東 靖弘君） 学校統合、学区見直しについて問うとの御質問でございます。

現在、町内の小中学校は、１中学校、６小学校で、児童・生徒数は、４月６日現在

で小学校に５９１人、中学校に２９６人、計８８７人在籍しております。 

これまで学校統合の検討については、平成１９年度に教育委員会に大崎町立学校

の在り方検討委員会の設置をし、委員に議会代表、教育委員会代表、小中学校の校

長と保護者代表及び公民館長の３９名の方々で検討されました。検討の結果としま

しては、中学校については、早い段階で１校に統合を進めることが望ましい、小学

校については、立小野小学校を除き、当分の間は諸推移を見守りながら検討してい

くとのことでありました。 

小学校の統合につきましては、各学校が文化や地域づくりの拠点としての役割や

心のよりどころとしての役割なども担っていることから、今後、地域住民の方々か

ら何らかの要望等がございましたら検討すべきものと考えておりますので、現段階

では小学校の統合についての考えはないところでございます。 

以上でございます。 

○１番（平田慎一君） 現状、ないということなんですけれども、生徒数の激減による

複式学級がどんどん多くなってきている現況とかですねそういう部分を踏まえてな

んですが。平成９年に、通学の弾力化の通知が文科省から出されております、大分

さかのぼるんですが。市町村教育委員会において、地理的な理由や身体的な理由、

また、いじめの対応を理由とする場合のほか、児童・生徒の具体的な事情に即して

相当と認めるときは、保護者の申し立てによりこれを認めることができるとなり、

いわゆる子どもたちが行きたい学校を選択し、夢を実現させる機会や切磋琢磨する

機会を保障することというのが、弾力化の通知の内容になるんですが。そのような

部分では、本町も、各校、特色を出せる校風をつくり、選べる状況や、民間、私立

の誘致や小中一貫校の設立、誘致も考えていくべきであるのかなというふうに思い

ます。 

先ほども幼保連携とかですねそういう部分の答弁等もございましたが、これは幼

児教育等も含んだ部分で、今、言っているんですが、そのような手法も考えていか

なければならないのではないかなというふうに思います。そのような部分は町長と

しては考えていらっしゃるのか、民間の活用という部分ですね、どういうふうに考

えているのかお示しください。 

○町長（東 靖弘君） 学校統合のこと、あるいは民間の活用、私立とかそういったと
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ころの誘致とかいろんなことを含んでいると思っております。現段階で各小学校に

おいては適当な児童数が在籍をしております。１学年ごとにとると非常に少ない人

数で、１年から６年までするとそんなに多いわけではありませんが、現段階では学

校教育としては授業ができているという状況だと判断をしております。 

平成１９年に学校の在り方検討委員会をつくったわけでありますけれども、１校

だけ、先ほど立小野小学校のことにも触れました、立小野小学校がどうしても児童

数が少なくなってきているということで、大崎町において、通称、特認校制度、法

律的な名称はほぼ近いとは思いますけれども、特認校制度を設けることになりまし

た。そこの中で大崎小学校から立小野小学校に３名の子どもだったり、あるいは６

名だったり９名だったりという形で立小野小学校に通学するということで決定して、

そういうことが６年から７年間にわたって通学していきました。立小野小学校の地

元の子どもたちは２人とか３人しかいなかったわけですので、どうしても地元とし

て学校をなくしたくないという地域の方々の意見がかなり強かったと判断しており

ます。何回も何回も学校統合に反対ということで、そういう要望に来られたいきさ

つもありましたので、特認校制度がつくられたということで。その当時、総勢１０

名ぐらいの児童数になりましたので、立小野小学校自体も非常に活力が生まれて、

そして、子どもたちも自然豊かなところで勉強をしてということで非常に感性の高

い、そういった期間ではなかったのかなと思っております。そこの学校に通ったの

は大崎小学校１校だけでした。しかも、６年生になってくると地元に帰ってくる、

元の学校に戻ってくるというような状況も見られましたので、やはり教育力のこと

とかがあったのではないかなというふうに思って、今、立小野小学校のことをお話

したところでございます。 

小中学校の一貫教育とかいろんなことが社会ではあるわけでありますけれども、

本町においては、今、現状の小学校の６校の体制は維持していきたいという考え方

でありますことと、持留小学校が一番人数が少ないですので、こちらのほうから、

また、地元の皆さん方々からそういった意見等が出てきたら、それは前向きに検討

していきたいと思っているところでございます。 

小中一貫校とか非常に全国的にも、教育制度が改正されて、そのことが全国の自

治体で進むようになってきておりますけれども、やはり、本町の場合に、できれば、

小中一貫校というのは中学校が１校、小学校が１校になって、そこでそういう形で

できることが望ましいのかなというふうに思っておりますが、現時点で小中一貫校

ということはちょっと難しいのかなという考え方であります。 

以上でございます。 

○１番（平田慎一君） この部分は何で言うかという部分も含めて何ですが、お隣の志
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布志市なんかは幼稚園、保育園なんですけれども、横峯式という形でですね生徒数

が増えている保育園がございます。これは、よそからも結構いらしていて人口が増

えている部分にも寄与している部分もございます。こういう民間の部分も活用しな

がら、本町も進めていく部分もあるのかなということでちょっと御質問させていた

だいた部分でございます。 

学校区の見直しについてはですね、それがいいのか悪いのかと言うのは私もはっ

きり申しませんが、申しませんというか、やっぱり最小単位の校区というのは残し

ていくべきだろうというふうには私も思っております。だから、それをいかに残し

ていくかという部分で、地域の皆さんとよくよく考えながら、話し合いをしながら、

今、町長の答弁もございましたが、進めていっていただきたいなと。でも、先では

不透明な部分ではあると思います、この部分はですね。今後、また注視していきた

いと思います。 

大崎町で育つ子どもたちが最終的に、夢を描き、夢を実現できるような環境づく

りを教育の現場でする。地方に住んでいても都会に住んでいても学習に差があって

はならないし、ましてや経済的理由で受けられる教育に差があってはならないと思

います。未来を担う子どもたちへの今後の本町の教育行政、改革も含め、町長、教

育長と密に連携し推進されることを、穗園新教育長の就任に当たりまして御期待申

し上げます。 

続きまして、防災・減災対策について進んでいきます。 

消防団員の減少対策及び各分団の出動状況はどうなっているかという形で質問の

ほうに出しておりますが、２０２１年４月時点、３年連続で１万人減、消防団員、

過去最少、これ、今、報道機関でいろんなところで出ておりました。消防団員の減

少に歯止めがかからない。地域防災の担い手をどう確保するかが全国的にも喫緊の

課題であり、これは１９５４年に２００万人を超えていた全国の団員が、９０年代

には１００万人を割り込み、昨年は８０万４,８７７人まで減少しています。少子

高齢化が大きな要因であると思いますが、サラリーマンの増加などで、平日の日中

も出勤する消防団に参加可能な人が減ってきているのが現状です。 

また、消防団に対する住民の意識の関心が低下しているとも指摘されています。

地域住民によって構成される消防団は、すべての自治体に設置されており、火災発

生時の初期消火や災害時の避難誘導、救助活動などを担う、地域防災力の中核であ

り、まして近年は災害が頻発・甚大化し、消防団の役割が一段と重みを増している

だけに、団員の減少が続く現状は看過できない状況です。 

そのような中で、本町の消防団の現状認識とその対策について、どのように考え、

また、どのような取組を行っていく考えなのかを、まずお示しください。 
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○町長（東 靖弘君） 消防団員の確保につきましては、少子高齢化の進展や国民意識、

社会環境の変化に伴い、全国的にも非常に厳しい状況であり、重要課題の１つでも

あります。 

本町の消防団員数の状況を申し上げますと、令和４年３月３１日現在で、条例定

数の２４０名に対して２２２名であり、９２.５％の充足率となっております。 

消防団員の確保対策といたしましては、町の広報紙等による募集や各分団による

勧誘などの基本的な取組のほか、本年４月から、消防団員の処遇改善を目的とした

出動報酬等の見直しを行ったところでございます。また、女性消防団員の確保や役

場特設分団の活動により、消防団員の不足解消や負担軽減にも寄与しているものと

認識しております。 

消防団員は、地域の消防・防災体制の中核的存在でございますので、今後とも消

防団の充実・強化に向けて、引き続き努めてまいりたいと考えております。 

次に、各分団の出動状況でございますが、こちらにつきましては担当課長の答弁

とさせていただきます。 

○総務課長（上橋孝幸君） 参考までに、消防団の出場状況についてお答えをさせてい

ただきたいと思います。 

なお、御承知のとおり、消防団員の方々の活動というのは多種多様でございます。

火災のほか、訓練、警戒、点検、会議等そういった活動をされております。 

ここでは、火災の出動状況についてお答えをさせていただきたいと思います。な

お、火災については年度によって発生する件数であったり、あるいは発生する場所

が異なってまいりますので、必然的に各分団の出動状況というのにも影響を与える

ことになりますので、その点については御理解を賜りたいと思います。 

それでは、令和元年度から令和３年度までの３年間の合計の数値を御報告させて

いただきます。まず、中央分団でございますが、出動回数が２８回、出動人員が４

２１名ということになっております。次に、大丸分団でございますが、出動回数５

回、出動人員は７５名です。次に、菱田分団でございます。出動回数が４回、出動

人員は８３名でございます。中沖分団、出動回数が５回、出動人員は６６名でござ

います。持留分団、出動回数６回、出動人員２７名。野方分団、出動回数１０回、

出動人員１６４名。最後に、役場特設分団でございますが、出動回数１５回、出動

人員１５５名ということになっております。 

以上でございます。 

○１番（平田慎一君） 確かに消防団の団員の部分については、３月議会で補正で、国

のほうからも報酬、災害復旧などに出勤した際の引き上げ等も行いました。一般団

員の年間報酬も含んでおりましたが、減少対策としてですね。減少している２０代、
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３０代の入団の減少傾向がやっぱり顕著であるというふうに全国的にいわれており

ます。一方ですね女性団員が増加している。ここはやっぱり注視していく部分なの

かなというふうに思います。 

もう１つ、増員の対策として、勤務時間内に限定して消防団員として活動してい

ただく、機能別消防団員制度というのがありますよね、サブ的な部分で、国の部分

であるんですが、これは本町としては創設はされていない理解でよろしかったです

か。 

○町長（東 靖弘君） ただいまの御質問に対しては、大崎町においては導入していな

いということであります。 

○１番（平田慎一君） やっぱり減っている部分でですね、この機能別消防団員という

のはサブ的な部分で、国も推進しております。既存の消防団員のすべての活動をす

るわけじゃなくて、その補助的な部分で特化している部分でございますので、こう

いうのも活用しながら、あと、消防団を退役された方でボランティア的なものも含

めて活動できるような仕組みをつくっていったりするのも１つの手なのかなという

ふうに思います。 

消防団活動というのは消火活動だけではなくて、訓練、警戒、点検、会議、様々

なやっぱり出方が結構多いですよね。だから、こういう部分じゃなくて、地域の防

災活動、防災組織的な部分の、地域のコミュニティの部分の活動も加味しながら、

そういうのも活用できるような仕組みをつくっていくのが、団員数を増やす１つの

方向性なのかなというふうに思います。 

消防団員が昼夜を問わず、危険な活動を伴い、その活動に見合えるような処遇の

改善が必要であり、その中で、本町でですね、先ほどの出動回数の数も言いました

が、中央分団がやはり突出して一番多いわけです、人口がいっぱい集中しているわ

けですから。その中央分団の建て替え、移設の必要があるのではないか、多分、こ

れは町長も十二分に認識されて、考えている部分であると思うんですが。ただ、移

設整備するだけではなくて、防災拠点の整備、複合的な施設として、中心的な役割

を持つ施設として整備すべきだと思うのですが、そこの町長の御認識をお伺いいた

します。 

○町長（東 靖弘君） 中央分団の詰所の建て替え、移設についての御質問でございま

す。中央分団の詰所は、昭和５４年１２月に建設され４２年が経過している施設で、

大規模災害時において十分な標高が確保できていないという状況でございます。消

防団詰所は、いつ起こるかわからない災害に備え、地域の安全確保や防災力の維持

を図るための防災拠点として重要な役割を担う施設であります。 

現段階では建て替えや移設の具体的な計画はございませんが、今後、災害対策本
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部としての機能を有している役場本庁舎の在り方と併せ、総合的に検討していかな

ければならないと考えております。 

以上でございます。 

○１番（平田慎一君） 是非ですね早めに取り組むような方向性を打ち出して、考えて

いって進めていっていただきたいなというふうに思います。 

特に、ちょっと低い土地の位置でもございますし、そういってしまうと、確かに

持留の部分も低いし、水が溜まってしまうという現状もございます、ほかの消防団

のところも老朽化している部分もございますが、その部分も考えながらやっていっ

ていただきたいなというふうに思います。 

○議長（神﨑文男君） 次の２番からは午後からということで、ここで昼食のため、暫

時休憩します。午後は１時から再開しますので、よろしくお願いします。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

休憩 午後０時００分 

再開 午後１時００分 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

○議長（神﨑文男君） 休憩前に引き続き再開いたします。１番、平田議員の質問を続

けていただきます。 

○１番（平田慎一君） 午前中に続きまして、次に、コロナ禍による救急隊員の現状認

識と対策を問うということで質問してまいります。 

新型コロナウイルス感染拡大に当たり、全国の消防職員は新型コロナウイルス感

染症患者や感染が疑われる傷病者からの緊急要請に対応し、処置や搬送の任務に従

事しています。傷病者に最初に接触する任務を担っており、コロナ禍において社会

の機能を維持するために最前線に立つ、医療行為も行うエッセンシャルワーカーと

位置づけられます。同じように、感染症患者と接触し対応を行う医師、看護師等の

医療機関職員に関しては、感染リスクにさらされる職務の負担が社会的に注目され、

ケアや対策の必要性がマスメディア等で大きく扱われ、医療機関職員には新型コロ

ナウイルス感染症対応従事者慰労金が国から支給されています。 

その一方で、救急活動を担う消防職員には社会的関心が寄せられておらず、現在

も終息が見えない中で、全国の消防職員は陽性患者や感染が疑われる者への対応に

従事し、特に直近の第５波では、搬送困難事例の増加が目立ち、救急現場の負担が

大きかったことがうかがわれます。これは、第２波流行時、これは２０２０年８月

に実施した名城大学、筑波大学も名前が連名で出ておりましたが、の調査では、消

防職員は新型コロナに起因する様々なストレスを抱えており、感染危機手当や装備

の確保など、望まれている対策が明らかにされました。新型コロナが流行し始めて
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から３年近く経過した現時点までに、現場では様々な工夫や対策が取られてきたも

のと思われますが、実際に消防職員のストレスや待遇が軽減されているのか、また、

どのような課題があるのかを検討し、改善することが必要と考えられますが、町長

の御認識をまずお伺いいたします。 

○町長（東 靖弘君） まず、コロナ禍における救急隊員の現状についてでございます。

救急隊員は、新型コロナウイルスの感染患者や感染が疑われる傷病者からの緊急要

請に対応し、処置や搬送の任務に従事していただいており、コロナ禍において社会

の機能を維持するために最前線に立って業務を遂行されております。 

救急隊員は、救急活動時は感染防止対策のためゴーグル、Ｎ９５マスク、上下の

感染防止服を着用しなければならず、また、隊員自身が感染に対する不安を抱くな

ど、相当の心身の負担があるのではないかと認識しております。 

次に、対策でございますが、新型コロナウイルス感染症対策に従事した消防署員

の処遇改善を図るため、消防庁からの通達に基づき、令和２年度から、大隅曽於地

区消防組合では防疫等作業手当を支給しているところでございます。 

以上でございます。 

○１番（平田慎一君） 大隅曽於地区消防組合では作業手当が支給されているというこ

となんですけども、そのほかの待遇改善について、ちょっと御質問したいんですが。

病院医療関係者はですね、これは福祉も介護も含みますが、あと教育関係者などで

すね、目に見えやすい部分は私たちも気付きやすいんですけども、救急活動を行う

消防職員の現状、現況も理解し、対策を考えるべきだと考えます。本町にも大崎分

署があります。出動件数に対して適切な人員数なのかですね。大隅曽於地区消防組

合各個別の出件数も検証すべきであり、コロナ禍の搬送で鹿児島市内まで長距離搬

送も多くなっているようです。長時間、感染リスクを負うわけですから、危険や不

安が伴います。自身の感染だけではなく、同僚や家族の感染に強い不安を抱えてい

ます。 

実際、消防団員のほとんどが子育て世帯が多いと思います。コロナ患者を搬送し

た後は自宅に帰っても、室内に入らず、外でキャンプ用のテントを立てて寝ている

そうです、現状。緊急隊員だからこそ、子どもや家族に移さない、ましてや、そこ

から周りに感染させるわけにはいかない、これは使命感なのかもしれませんが、そ

れが何日も続くわけですから、さらなる心身ともに負担となるのは明らかです。せ

めて宿泊所を設置、自宅待機になった際の宿泊用の場所の準備をしてやるとかです

ね最低限必要であるのではないか。また、現場の意見を吸い上げる仕組みづくりも

待遇改善として努めていただきたい。その意見を、是非、曽於地区消防組合の中で

大崎町長として意見、具申して改善を求めていただきたいが、町長のお考えをお示
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しください。 

○町長（東 靖弘君） 議員から御説明いただきました消防職員の現状につきましては、

初めてお聞きしたところでございます。今後、消防組合への事実確認を含め、組合

の構成団体である曽於市、志布志市と情報共有し、消防職員の適正な労働環境の在

り方について協議してまいりたいと考えております。 

○１番（平田慎一君） 是非ですね、そのように人員の部分も含めて抜本的に考えてい

っていただきたいなというふうに思っております。国としても、この提言の中でも

あります、感染防護機材の改良とかですね、あとＰＣＲ検査も医療関係者、介護関

係者、学校関係者の後に救急隊員というのはされるらしいです。やっぱり、一番最

初に現場で患者さんと会うのは救急隊員なので、やっぱりそのような優先順位も考

えて、その辺の意見も具申していただきたいなというふうに考えております。あと、

その部分はまた町長にお願いして、よろしくお願いいたしたいというふうに思って

おります。 

次に、災害対策、地震・津波の対応・対策についてお伺いいたします。政府の地

震調査会、これは新聞等でも多分見ていると思いますが、巨大地震が想定される南

海トラフに隣接する日向灘や南西諸島で新たにマグニチュード８の巨大地震３タイ

プが起き得るとする３０年間の長期評価を公表しました。これは東大の名誉教授が

確か座長だったと思いますが。また、政府の地震調査研究推進本部によると、鹿児

島県東部地域は日向灘地震で被害を受けるおそれがある。これは１９６１年の日向

灘の地震、マグニチュード７.０のときにですね大隅半島、特に大崎町、志布志市

で死者や家屋全壊などの被害が生じました。志布志湾沿岸などのやや弱い地盤の場

所では地震が発生した場合には、他の地域より揺れが大きくなる可能性があり、出

水市を除いた県内の４２市町村は南海トラフ地震で著しい地震災害を生じるおそれ

があり、南海トラフ地震災害対策推進地域に指定されています。 

また、本町をはじめ、太平洋沿岸部市町はすべて、南海トラフ津波避難対策特別

強化地域に指定されており、市町村も基本計画を含む推進計画が策定されていると

思いますが、本町の対策状況をお示しください。 

○町長（東 靖弘君） 防災対策の基本的な考え方は、日頃から災害に備えることや早

めの避難を行う自助、地域で協力し、助け合う共助、行政や消防、警察等による公

助の三助でございますが、大規模災害発生時には、まず自助・共助の力が重要であ

ると考えております。私たちは、自分の命は自分で守るということを念頭に、地域

における被害の拡大防止や軽減を図るため、平時から災害の備えを行うとともに、

災害時には自主的な防災活動に努める必要があります。 

このようなことから、本町では、津波・地震対策といたしましては例年津波避難
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訓練を実施しているところでございます。この訓練は、南海トラフ大地震による大

規模災害を想定した大崎町地域防災計画書に基づく避難対策等を検討するもので、

町民の皆様が避難経路や避難場所の再確認や要支援者の避難対策の検証、確認を行

うことを主な目的としており、訓練を通して町民の防災意識の高揚と知識の向上を

図っているところでございます。 

以上でございます。 

○１番（平田慎一君） 大崎町防災計画の中で進めているということで認識しておきま

す。 

次に、避難訓練状況を、ちょっと今、町長も若干答弁しておりましたが、避難訓

練状況の近隣市町との連携状況についてちょっとお尋ねするんですが。防災タワー

は、肝付町、東串良町には整備済で、志布志市も菱田川河口の押切地区、ちょうど

本町の飛び地にもなるところですけれども、整備すると本年度、発表しております

ね、もう予算が付いておりました。１００名ほどの避難ができる場所ということで

したが。 

本町においては大丸小学校の屋上を防災タワーとしての昨日で整備済だと思いま

すが、東串良町もそのような整備をされていますが、そのような認識なのか。また、

近隣市町との連携、共同使用等もできるのか。併せて、避難訓練等を行っていると

思うのですが、本町の状況はどうなっているのか、今、ちょっと町長は触れました

けれども、どうなっているのか。そこの部分に、さらに近隣市町との共同訓練等、

そういう部分は行っているのか。または行わないのか。そういう部分も含めてお聞

きいたします。 

○町長（東 靖弘君） 津波避難訓練につきましては、志布志湾岸全域を対象として自

主防災の観点から避難訓練の参加の呼びかけをしておりますが、避難訓練の参加に

つきましては各自治公民館の判断に委ねているところでございます。 

また、近隣市町との連携につきましては、町境を越えての避難所の利用をはじめ、

人的支援なども相互に行う災害時の相互応援協定も締結しているところであります。 

○１番（平田慎一君） 避難訓練に、今、町長が触れましたけども、一部沿岸部の集落

ですね、防災訓練の案内が来ていないところがあるんですが、沿岸部の４４８号線、

大丸のほうの集落及び菱田のほうの集落は、皆さん案内が来ているんですけども、

下益丸と迫郷ですよね、大崎校区の部分が、この集落だけは海岸沿いなんですが、

自主防災扱いになっております。案内が来ていないようなことの連絡も伺っており

ますし、そういう部分の連絡や活動状況、案内、そういう部分に関してはどのよう

な認識なのか、再度お聞きいたします。 

○町長（東 靖弘君） 案内がなされていないということでございますので、その点に
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つきましては総務課長の答弁とさせてください。 

○総務課長（上橋孝幸君） お答えいたします。 

地域住民の方々の津波避難訓練についてでございます。これについては、令和３

年度の実績ということで報告をさせていただきたいと思います。大丸校区、菱田校

区、大崎校区、それぞれ志布志湾岸部に接する自治公民館、全部で２７集落がござ

いますが、全部の自治公民館へ津波避難訓練の実施についてということで御協力依

頼をしているところでございます。 

先ほど町長の答弁にございましたけれども、実際、自治公民館として避難訓練に

参加するかしないかというのは、あくまでもそれぞれの自治公民館の判断というこ

とになります。ですので、令和３年度で申し上げますと、対象自治公民館２７のう

ち、１７の自治公民館が訓練に参加していただいたということになります。残りの

１０の自治公民館につきましては、個々の自主参加という形で報告のほうはいただ

いているところでございます。 

以上でございます。 

○１番（平田慎一君） そういう話を聞き及んでおりましたので、下益丸と上益丸を含

んだ部分の情報提供、皆さんに対してですねもうちょっとやっていただきたいなと

いうふうに思います。そうすることで、一帯的な避難訓練が、海岸沿いの一帯的な

部分ができるんじゃないかなというふうに思っておりますので、そこはお伝え申し

上げておきます。 

次に、高齢者や障害者の対応・対策なんですが、令和２年９月議会の一般質問で

も触れておりますが、災害時の高齢者、障害者の避難対策については、避難行動要

支援者名簿の作成、これは法律で義務化されており、本町でも作成済みとの答弁で

したが、非難行動については各自、並び近隣住民の自助・共助、これは先ほど町長

が述べられたとおりなんですが、各集落において要援護者の情報はちゃんと出して、

周りで助けていく組織づくりが必要で、そのような方向で進めるとの答弁でした。

令和３年５月１０日公布、２０日に施行された改正災害対策基本法では、災害時に

おける円滑かつ迅速な避難の確保、特にこの観点から、個別避難計画について、市

町村に作成を努力義務化としています。また、広域避難に関する取組の推進もあり

ますが、本町の広域避難のための協定を行っているかも含め、対応・対策をお示し

ください。広域避難については先ほどちょっと町長が答弁されておりましたが、重

複しますが、そこも含めてお示しください。 

○町長（東 靖弘君） 高齢者や障害者の対応・対策についてという御質問でございま

す。災害時に自力で避難することが困難な高齢者や障害者など要支援の把握はでき

ておりますが、要支援者の一人一人に対し、避難ルートや避難場所、誰が支援する
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かなどを具体的に定めた個別計画の策定までには至っていない状況でございます。 

災害対策基本法でも個別計画の策定は市町村の努力義務とされておりますので、

今後、役場関係課や自主防災組織、福祉関係者と連携を図りながら個別計画の策定

に向け努めてまいりたいと思います。 

近隣市町との連携につきましては、先ほどと同じ答弁となります。 

○１番（平田慎一君） 個別避難計画については、確かに努力義務なんですが、本町の

場合は海岸沿い、特にやっぱり菱田川近辺、それとあと持留川、田原川、川沿いの

河口部分のですね、やっぱり危ない地域がありますので、なるべく早い、努力義務

ではありますが、作成をお願いしたい。５年間という、多分、期間があったと思い

ますが、できるなら早めにという形を取っていただきたいなというふうに思ってお

ります。 

次に、最後に、総合防災マップについてなんですが、近隣市町も含めた防災マッ

プの必要性を考えているんですが、新しく、いい防災マップが作成されております。

津波だけではなく、土砂災害や急傾斜地、避難所、避難場所等のマップが完成して

おりますが、特に水害の危険地域がわかりやすくなったのかと思います。前回作ら

れた津波マップがありますが、本町全域が一律で見られる、これをプラスした土石

流や急傾斜地、避難所等、一括したマップ作成をし、各公民館や集落や行政施設に

掲載すれば、町民により見やすく、わかりやすくなるのではと考えます。 

さらに、本町は飛び地もありますし、近隣市町との町境付近も含め記載されるべ

きだと思いますが、それが広域連携にもつながるのではないかと思いますが、町長

のお考えをお示しください。 

○町長（東 靖弘君） 令和３年度で作成いたしました総合防災マップは、災害から命

を守るための知識や行動を取るために、防災のポイントをまとめており、各御家庭

で防災対策や災害種別避難情報の説明やマイタイムラインのほか、県が公表してい

る津波浸水想定区域、土砂災害警戒区域も掲載しております。町民の皆様に防災マ

ップを御活用していただくことにより、防災意識の高揚と知識の向上に役立ててい

ただければと願っているところでございます。 

御質問の、近隣市町も含めた防災マップの作成については、一定の必要性は感じ

ているところでございますが、今後の課題とさせていただきたいと思います。 

○１番（平田慎一君） 是非ですね、東串良なんかも大崎町役場まで入った、確か津波

マップになっていると思いますし、志布志側も若干、大崎町側まで入っているマッ

プになっております。 

水害の危険等ですね、今度新しくマップができておりますので、広範囲に、持留

や野方、あちらの部分まで広く一律にパッと見れるようなマップがあればなと。全
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世帯に配る必要はないと思います。ある程度、集落単位や行政の施設等で見れる範

囲で、住民の皆さんの目につくところにあれば、よりわかりやすいものになるんじ

ゃないかなと、これは提言でも要望でもないかもしれませんが、また考えていって

いただきたいなというふうに思っております。 

以上で、私の質問を終わります。 

○議長（神﨑文男君） 引き続き、３番、稲留光晴君の質問を許可いたします。 

○３番（稲留光晴君） みなさん、こんにちは。日本共産党の稲留でございます。通告

書に基づき質問をいたします。 

まず、本町基幹産業の持続可能策についてでありますが、水田活用直接支払交付

金について、この内容は主食米より販売収入が少ない転作作物の生産者に所得を保

障するもので、大豆や麦、飼料用米に交付する戦略作物助成と都道府県や地域農業

再生協議会が交付対象作物や単価を定める産地交付金を合わせた金額となっていま

す。麦、大豆に１反当たり３万５,０００円、飼料用米は５万５,０００円から１０

万５,０００円が支払われることとなっております。 

令和４年度から令和８年度までの５年間で一度も水張りを行わない農地は交付金

をカットすることについて、町長の見解を求めて、最初の質問といたします。 

○町長（東 靖弘君） 水田活用直接支払交付金についてでございます。食糧自給率の

維持・向上を目的に、水田を有効活用して麦、大豆、米粉用米、飼料用米等の生産

拡大を図るため、主食用米並みの所得を確保し得る水準の交付金を、作付面積払い

で国から直接交付されるものであります。 

御質問いただきました件につきましては、今回、令和４年４月１日付の国の制度

改正により、２０２２年から２０２６年の５年間、一度も水張りが行われない水田

については、２０２７年、令和９年度以降、交付金の交付対象水田から除かれると

いうものであります。 

本町としましては、畜産業も盛んな地域でもあり、水田において作付けされる主

食用米以外の作物は、飼料作物等の自家用または飼料供給契約を結んだ畜産農家の

ための作物がほとんどであり、交付金の大幅な減少はもとより、交付対象外となっ

た農地の資産価値が下落するなど、耕作放棄地の増加を助長しかねないことから、

基幹産業を農業とする大崎町としては、制度改正により大きな影響を受けると考え

ているところであります。 

○３番（稲留光晴君） 今、町長から伺いました。まさに、町長のおっしゃるとおりで

はないかと危惧しております。 

今までも同僚議員のほうから質問がありましたけれども、今まで減反をしなさい

ということから転作を推進をしてきている中で、こういった交付を見直す、いわゆ
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るカットするということで、農業経営が本当に安心してできるのかという声が相次

いでおります。この件で、町長のほうも県や国のほうに、この交付金をカットする

ことについてやめてほしい、こういった要望等も当然されていると考えますが、ち

ょっとその辺のお話をお聞かせください。 

○町長（東 靖弘君） ５年間作付を一回もしない水田等についての一括交付金のカッ

トいうことで、今、非常に大きな問題が発生していると思っております。先般の新

聞等では、これについてはそういう方向で進めるという、もう決まりごとだという

ことで新聞にも掲載されておりましたけれども。それから、数日たつにつれて、自

民党のそういった関連の方々が、やはり水田が荒廃化するために見直しがどういう

条件でされるのかということをもう一回調べるべきであること、あるいはカットさ

れる水田等の活用とか、そういったところについて、もっと具体的に調べていかな

ければいけないとか、そんなことが毎日の新聞に掲載されている状況でございます

ので、制度の中では一応決定しているという状況でありますが、それに代わって新

たな条件といいましょうか、そういった制度ができるのではないかなと思います。

ちなみに、６月３日の新聞ですけれども、水田活用直接支払交付金の対象見直しに

関する現場の主な課題、意見ということで、基盤整備事業の対象で、今後５年間で

は水稲作付はできないとか、６年以上の間隔で水稲と畑作物を輪作体系を組んでい

ること、あるいは水稲でなくても水を張るレンコンや稗は交付対象になるのではな

いか、支援が不十分で畑地化に踏み切れないのではないのかということで、自民党

の農業基本政策検討委員会で、さらに農林水産大臣にこういった申し入れがなされ

ていたり、御質問の意図はそのように理解できますし、そしてまた、本町としても

影響を受けるであろうという答弁をしたところでございますが、ここについてはそ

ういった関係の方々でいろいろな対策を検討して要望されている状況でありますの

で、どこでかはっきりしたことが示されるのではないかと思っているところでござ

います。 

以上でございます。 

○３番（稲留光晴君） 了解をいたしました。 

今、新聞等の記事で出ているということでおっしゃいましたが、先般、町長の施

政方針の中でもですね「水田農業関係については早期水稲の品質向上に努め、収益

性の高い、安全・安心な米づくりを推進します。また、農業経営の安定や生産性の

向上を目的に、高収益作物や飼料作物等の転換作物に対し各種交付金の支払いを行

う経営所得安定対策等推進事業に引き続き取り組んでまいります。」というふうに

述べておられますが、今、私のほうで質問している、やっぱり危惧、農業経営がこ

のまま続けられるかというふうな方々が増えてくると、危惧しているということを
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申し上げましたけど、町長のこういう施政方針の、引き続き取り組んでいくという

ことに対して、御意見があればお尋ねしたいと思いますが。 

○町長（東 靖弘君） 本町において水田農業は非常に重要な産業であるというふうに

捉えております。御存じのように、水田の基盤整備事業が進んでいないという、今、

その途中にあるということでありますけれども、まだまだ整備率が低いところであ

ります。今回の５年間の一括利用されないことについての条件の中で、やはり、そ

ういった地域については圃場整備、基盤整備を推進すべきであるということも出て

いるところでありますが、我々はそれに基づいて、それ以前から基盤整備が必要だ

ということで考えております。 

水稲の中で高収益作物をいかにしてつくるかということは、現在でも実証してお

りますので、湿田地帯での高収益作物、あるいは乾田地帯での高収益作物について

は十分勉強をし、また、検討をしていくべきことだと捉えておるところであります。 

現在の国の制度、現在の世界の状況の中で、やはり小麦などの輸入ということが

非常に厳しくなってきているということが示されておりますけれども、それに代わ

る米政策ということを重点的に進めていくということが食料の安全保障という分野

で出ておりますので、水田農業については、将来、変わってくるのではないかなと

いうところを期待しておるところでございます。 

○３番（稲留光晴君） それでは、経営所得安定対策交付金はですね水田活用直接支払

交付金と産地交付金で占められておりますが、令和３年度の経営所得安定対策交付

金交付実績ということで、大崎町農業再生協議会のほうの資料でですね交付実績が

３億３,３００万円余という数字が出ておりますが、令和９年度からカットされる

金額、大崎町の農業経営者が５年間一度も水張りをしない農地、令和９年度からカ

ットされるわけですが、カットされる減収額は幾らぐらいになるのかですね。対象

人数、面積、対象筆、金額等を、ちょっと関連していますが、示してもらいたいと

思いますけど。 

○町長（東 靖弘君） 大崎町としてどのくらいの影響があるかということでございま

す。１作目、２作目で水稲、飼料用稲以外の作物を作付けしている水田が対象とな

りますので、本町の過去５か年の作付状況で見た場合、基幹作物助成、二毛作助成

と幾つか要件もありますが、影響が出る方につきましては４４７名、面積で１５７

ヘクタール、交付金額で５,７００万円になると推測されております。 

以上でございます。 

○３番（稲留光晴君） ５,７００万円という数字をいただきましたけれども、やはり

実績からすればですね相当な減収になるということであります。令和９年度からの

減収だけじゃなくて、令和４年度の審議会の予算書の中ではですね令和４年度から
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毎年減額となっているものもあるんですね。多年生牧草の助成、種まきをせず収穫

のみを行う年は、現在の１反当たり３万５,０００円から１万円に減額、及び飼料

用米などの複数年取組加算は１万２,０００円から、４年度は６,０００円というよ

うに半額も減額されるというふうになっていますが、今、９年度からの金額をいた

だきましたけれども、４年度から毎年減額になるものがあるわけですが、その代わ

りに増えるものもあるということで、４年度から８年度まで毎年影響がある、減額

があるという、この産地交付金の中でありますでしょうか。 

○町長（東 靖弘君） 御質問で先ほどお答えいたしましたこと以外で、今すぐ具体的

なものにつきましてちょっと答弁できる状況にありませんので、また調べたいと思

います。 

○３番（稲留光晴君） 実績と４年度の数字が出ておりますけれどね、１反当たりの金

額。その中にも単年度、４年度から半額になったりしておりますので、再度調べて

いただきたいと思います。 

多くの農業経営者が当然、町長もおっしゃいましたが、窮地に陥ったり、今、ウ

クライナのこういう状況の中でですね逆に輸入ができないと。本来は、こういった

ときだからこそ経営者の支援をやはり強めてですね、輸出に頼る小麦生産等は増産

しなければならないと考えるわけです。地産地消をやはり推進して、水田農業の持

続可能策に逆行するわけですね、今回の交付金カットはですね。当然、私としては

やめてほしいというのが本音でございます。先ほど町長から答弁がございました、

これに代わる見直し策ということで。 

今までもいろんなことで見直しをするという中身を見ますと、交付金等もカット

をする、こういうふうになっておりますのでですね持続可能な農業経営ができるよ

うなそういう施策をつくっていただきたいと。何日か前の南日本新聞の中に、森山

代議士と農林水産大臣が写っておりまして、その中で穀物輸出が今高騰している中

で、国民が安心・安全になるようなそういう施策をつくっていただきたいと、そう

いう記事がありましたが、町長、御覧になりましたですか。 

○町長（東 靖弘君） はい。読んでいると思います。 

○３番（稲留光晴君） やはりそういった国会議員の方がそういうふうに言われている

わけですから、地方でこういって水田農業で頑張っていらっしゃる方々はですね安

全でつくっていけるような、そういう施策を望みます。 

それでは、次に畜産関係、③になりますが、穀物など輸入飼料高騰での本町の取

組はどうなるか。生産者への補助金等のそういう検討をされておりますでしょうか。 

○町長（東 靖弘君） 配合飼料の価格高騰に対しては、国が配合飼料価格安定制度の

通常補填に加え、異常補填基金から生産者に対し補填金の交付等を行います。輸入
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飼料に対する対策については、これまで以上に自給飼料の確保や稲わらの確保に努

めてもらうことが必要と考えております。 

町としましては、御質問にもありましたように、今、農林水産省あるいは国政の

中ですべてのものの高騰対策に対しての支援措置、そしてまた方向性ということを

示される課程にあるというふうに思っておりますので、そういったのを遵守しなが

ら我々も対策は示していきたいと考えております。 

○３番（稲留光晴君） 了解いたしました。 

今の段階では、町としての独自の補助金等は考えていないと、そういったことで

理解してよろしいんでしょうか。 

それでは、子牛価格が今下落をしておりますが、コロナが流行して、昨年も１頭

当たり２万５,０００円とかということでですねそういう対策をしていただきまし

たが、今、毎日のように新聞紙上を見ておりますとせり価格が１５万から２０万円

ほど下がっている状況です。私もこの前、知り合いのところに行きましたら、年金

を崩して牛を育てるほうにお金は回したくないと、今の状況であれば牛が下がって

おるから、牛を辞めたいと、こういう声を聞いております。やはり下落対策が一番

の、今、ネックといいますか、雌牛が６０万円平均が今５０万円、去勢が税込みで

せり市価格が７０万円しないわけですね、六十何万ということに対して、本町でも

下落対策に対して再度補助金を出してほしいという意見がございますが、是非検討

していただけないでしょうか。 

○町長（東 靖弘君） ４月せり市価格に比べて５月せり市価格は９万３,１３９円の

マイナスとなり、６４万９,８７７円の平均価格となりました。これは、中国での

ロックダウンの影響やロシアによるウクライナ侵攻を受けて穀物輸出の停滞が懸念

されていることや、原油相場の高騰による海上運賃の値上げ、また、さらなるイン

フレ懸念の高まりによることや、米国における利上げの動きは引き続きドル高要因

となることから円安が進むものと見込まれております。このことにより、今後の相

場がこのまま続くのか、回復するかは不透明であります。 

こういったことでありますが、実際に各時期のせり市状況を見ておりますと、平

均価格も相当安くなってきているということは現実であります。これに対していろ

んな要因があるところでございますが、肥育農家等についても経費が高くなるとい

うことで子牛の買い換えを控えてきたと、そういった高騰分に対して子牛の価格を

安くすることで肥育経営の飼料代に充てていくとかいろんなことが新聞等でも報道

されております。 

町としての支援対策ということでございますが、現段階ではＪＡを含め、各自治

体もですが、県もそうですし国もそうですし、今、そういう対応ということについ
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ては検討されている、協議されている状況だと判断をしております。 

○３番（稲留光晴君） 県がそういう対策を今検討していると、それから町も検討する

というふうなお考えなのでしょうか。 

○町長（東 靖弘君） 今、情勢の不安定とかそういうことがありますので、これがい

つまで続くのかということもなかなか不透明だと思っております。したがいまして、

長期化が予想される中で自治体でその部分を支援するという、それを優先すること

より国策としてこの対策をやっていくということで現在、国は動いている状況だと

思いますし、ＪＡとしても国への配合飼料等の高止まりに対する対策とかいうとこ

ろの支援措置とか、そういったところはちゃんとやっていただいているというとこ

ろでありますので、しばらくは今の国の動向を見ていく必要があるというふうに理

解しております。 

○３番（稲留光晴君） 国からそういうふうに対策が示されて、それが大崎町で牛を出

されている方がですね下落に見合った金額を補填をするよと、そういうふうになれ

ばよろしいんですが、やはり安心できるそういう施策をつくっていただきたいとい

うふうに考えます。また繰り返しになりますが、町長のほうからも、また、引き続

き対策を要望していただきたいと思います。 

それでは２番目に入りますが、子育てしたいまちにするためにということでです

ね、子育てしやすい環境づくりの取組について示していただきたいと思います。 

○町長（東 靖弘君） 子育てしやすい環境づくりの取組を示せとの御質問でございま

す。現在、国において制度化されているものといたしまして、出産までの無料で受

けられる妊婦健診をはじめ、児童手当、児童扶養手当、特別児童扶養手当などの手

当に関します制度や、高校授業料や幼児教育保育の無償化、保護者の就労形態の多

様化に伴う延長保育、放課後児童クラブなど、様々な事業を実施しているところで

ございます。 

また、本町が独自で実施しております施策といたしましては、子育て施策として

昨年度までの赤ちゃんギフト支給事業に代わり、本年度から実施している新生児１

０万円給付金をはじめ、チャイルドシート無料貸し出し、子ども医療費の１８歳ま

での無料化、不妊治療費の助成、学校給食費助成、中学校入学時３万円の助成、リ

サイクル未来創生奨学金、地域子育て支援センター及び子育て世代包括支援センタ

ーの設置などがございます。また、定住促進を図るため、定住住宅取得補助金を実

施してきておりますが、本年度から基本額を増額するとともに、加算金を拡充し、

義務教育修了前の子が１人の世帯であれば２５万円、２人以上の世帯であれば５０

万円を加算するなど、様々な子育てしやすい取組を行っているところでございます。 

以上でございます。 
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○３番（稲留光晴君） ６月補正の中で、今回新たに、第１子より１０万円を支給する

ということでありますけども、２人目の１０万円、３人目も１０万円ということで、

同じ１０万円という支給になるわけですか。 

○町長（東 靖弘君） ただいまの６月補正で１０万円上げているという御質問であり

ましたが、当初予算で計上しているところでございます。また、１人、２人、３人、

それぞれ同額かということでございますが、そのとおりでございます。 

○３番（稲留光晴君） 了解をいたしました。 

それでは、本町の特殊出生率は幾らかということをお尋ねをいたします。 

○町長（東 靖弘君） 特殊出生率は幾らとの御質問でございます。合計特殊出生率と

は、対象年齢を１５歳から４９歳とし、１人の女性が一生の間に産む子どもの数を

指すものでありますが、統計を出している最新年度であります令和２年の本町の合

計特殊出生率は１.８８でございます。 

以上でございます。 

○３番（稲留光晴君） １.８８というところでございますね。今日の南日本新聞にも

ですね社説の中で出生数、過去最少ということで国の統計が出ておりますが。出生

率は１.８８ということでありますが、今は少子化、少子化ということで叫ばれて

おります。やはり、少子化防止策として修正率を幾らにしたいとか、そういう目標

値というのは本町はつくられていらっしゃるのかどうか、これをお尋ねします。 

○町長（東 靖弘君） 目標値はつくっているかとの御質問でございます。第３次大崎

町総合計画において、２０４０年、令和２２年の目標値を２.１０としております。 

○３番（稲留光晴君） ２.１０ということですね。過去１０年間の大崎町の出生率を

示していただけますか。 

○町長（東 靖弘君） 過去１０年間の推移を示せとの御質問でございますが、合計特

殊出生率に関しましては５年ごとに鹿児島県が公表しております。本町は平成１２

年が１.７０、平成１７年が１.７１、平成２２年が１.８１、平成２７年が１.８８、

令和２年が１.８８でございます。 

以上でございます。 

○３番（稲留光晴君） うちは、今、町長から答弁いただきましたが、年々上がって、

出生率としては、目標が２.１ということでありますけれども、この２.１に近づけ

る、２.０にするために大崎町では、やはりもう１人ぐらい産んでほしいとか、そ

ういう具体策のですねそういう推進といいますか、そういうのがありますか。 

○町長（東 靖弘君） コロナの影響ということがよく新聞等で出ますけれども、全国

的に出生率が低下してきているということは、いつも報道されておりますので、私

はそこは理解をしております。 
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御質問でありましたように、子どもが１人から２人、２人から３人、３人から４

人という形で誕生していくということは本当にうれしいことで、町の活力とかいう

ことを考えると大変ほしいなということでありますけれども、やはり２.０に近づ

けるための施策ということでございますが、こういった子育て支援環境を整備して

いくということが主でありまして、先ほど１番目の答弁でお答えいたしましたよう

なそういった支援体制を充実していって、大崎町の制度を周知しながら関心を持っ

ていただくということが必要であって、そういった中から転入を促すことができれ

ば、少しでも目標に近づいていくのではないのかなというふうに考えております。 

○３番（稲留光晴君） 今、町長が答弁されたのはごもっともなお考えだと思います。

なかなか数値化するのは非常に難しいし、今、町長がおっしゃられた子育てしやす

い環境づくりをですね今進めていただいておりますので、長く大崎に住んでもらっ

て、結婚してもらって子どもを一人でも多く育ててほしいというふうに考えており

ます。 

それでは、３番目の国保税均等割について、これの中にはさっきの出生率にちょ

っと関係している面がございます。１番目の未就学児への均等割半額補助での世帯

負担額を示せということで質問をいたしますが、本年４月からですね、これは国が

２分の１、県が４分の１、市町村が４分の１ということで半額、未就学児での均等

割半額補助を示しましたので、これでの世帯の負担額といいますか、ちょっと示し

ていただけますか。 

○町長（東 靖弘君） 国民健康保険税の未就学児への均等割を半額補助軽減する対象

となる世帯の負担額についての御質問でございます。全世代対応型の社会保障制度

を構築するための健康保険法等の一部を改正する法律の施行に伴う制令の整備等に

より、子育て世帯の負担軽減の観点から子どもの均等割分を軽減する措置が講じら

れたため、国民健康保険税条例の一部を改正し、令和４年度から施行したものであ

ります。 

改正の内容は、子育て世帯の負担軽減を図るため、国民健康保険に加入している

未就学児１人当たりの均等割額を２分の１に減額するものでございます。令和３年

度の実績により算定したところ、未就学児５６人、２５世帯が軽減対象となる世帯

に該当し、おおむね５７万円程度が軽減される負担額となり、２分の１の減額でご

ざいますので、同額が世帯の負担額になると推測されます。 

以上でございます。 

○３番（稲留光晴君） ５７万円ということですね。了解をいたしました。 

それではですね先ほどの出生率も関係ありますが、大崎町は１.８８ということ

で、今、数字を示していただきましたが、この出生率以上、１.８８ですから子ど
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もが２人以上いる世帯というふうになりますが、出生率２、２人子どものいる世帯、

１８歳未満補助世帯数をちょっと教えていただきたいと思います。 

○町長（東 靖弘君） 出生率以上の１８歳未満扶養世帯についての質問でございます。

１人の女性が一生に産む子どもの平均数を示す合計特殊出生率が、本町の場合、直

近のデータで１.８８となっておりますので、１８歳未満を２人以上扶養する国保

世帯を抽出しますと、令和４年４月１日時点で７８世帯、１８６人でございます。 

○３番（稲留光晴君） そうしますと、国保世帯からするとですよ、２人以上子どもさ

んがいらっしゃる、６歳から１８歳という範囲だと思いますが、子どもさんがいら

っしゃる世帯の２人以上子どもさんがいらっしゃる世帯というのは何パーセントぐ

らいになるんですか、この７８世帯というのは。１人でもいらっしゃるところは当

然ありますが、この７８世帯というのは子どもさんがいらっしゃる何割ぐらいにな

りますか。 

○町長（東 靖弘君） ５９％ということになります。 

○３番（稲留光晴君） ５９％ということですね。非常に、私からすれば過半数以上と

いうことで多いなという気がします。 

それで、出生率は１.８８ですから２人以上いる世帯というのは、大崎町にして

みれば貢献をしているというふうに私は考えるわけですね。やはり、これらの世帯

への均等割の削減を求めたいと思うんですが、その前に、この７８世帯、半額補助

ということで考えた場合ですね、大崎町の予算額はどのくらいになるのか示してい

ただきたいと思いますが。 

○町長（東 靖弘君） 国民健康保険税の１８歳未満扶養世帯への均等割半額軽減によ

る影響額についての御質問でございます。先ほど御説明しました、１８歳未満扶養

世帯の７８世帯、１８６人に係る均等割を半額軽減する場合、医療分として１２１

万円程度、後期高齢者保険支援金として４５万円程度、合わせて１６６万円程度の

影響があると推測いたします。 

このうち、既に半額の減額となっている未就学児の扶養世帯を除く６７世帯、１

４４人に係る均等割を半額軽減する場合、医療分として９４万円程度、後期高齢者

保険支援金として３５万円程度、合わせまして１２９万円程度の影響があると推測

いたします。 

○３番（稲留光晴君） 今、町長から１６６万円という数字をいただきましたが、町長、

決して半額負担、町のほうで６歳以上の１８歳未満の均等割の半額補助、１６６万

円だったら補助できませんか。予算を組めないでしょうか、いかがでしょうか。 

○町長（東 靖弘君） 先ほどいろいろ支援措置とか講じてまいりました。そしてまた、

子育て環境は非常に大切なことで、そういった御質問の意図もよく理解はできると
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ころでありますが、農業分野とかいろんな分野で一般財源を支出していくというこ

とも非常に出てまいりますので、御質問ではこれぐらいはできるだろうというよう

な御質問でありますけれども、このことにつきましておっしゃる意図はわかります

ので、また近隣市町等を見合わせながら検討をしたいと思います。 

○３番（稲留光晴君） 税金ですので簡単にはしてくれといっても、検討と、そういう

わけにはいかないと思います。 

今、町長がおっしゃいました、近隣市町村ということですが、鹿屋市が３人目か

ら均等割を全くゼロにしました。やはりそうした子育て支援策も、負担軽減という

ところからありますので、是非、引き続き、こういったところもですね予算編成の

ほうで今後検討をしていただきたいと思います。よろしくお願いします。 

私の質問はこれですべて終わります。 

○議長（神﨑文男君） ここで、暫時休憩いたします。１４時１０分から再開します。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

休憩 午後２時０３分 

再開 午後２時１０分 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

○議長（神﨑文男君） 休憩前に引き続き再開いたします。 

次に、１１番、児玉孝德君の質問を許可いたします。 

○１１番（児玉孝德君） 皆さん、こんにちは。 

新型コロナウイルス感染症がなかなか終息のめどが立たない中、経済活動が低迷

し、私たちの生活は大きく様変わりしました。しかし、最近、全国的には新規感染

者数は減少傾向にあります。そのような中、新型コロナウイルスの水際対策が緩和

され、経済活動の正常化に軸足を移す政府の姿勢が鮮明になっています。経済活動

が増えれば、感染者が増えるのは事実で、高齢者の多い日本では、コロナによる健

康損失を恐れる人が多くいます。コロナに対する日本の医療の脆弱性が問題であり、

政府が強いリーダーシップを発揮し、医療体制を強化することで経済を回していく

ような施策が必要だといわれています。 

そこで、今回は、経済活動をどう活性化していくか、本町のコロナ感染症対策に

ついて質問いたします。 

まず、最近のコロナ感染状況とワクチンの接種状況についてですが、行政報告で

ありましたが、再度、直近も含めてお答えください。また、４月と５月の月別の感

染者数を合計と、できれば年代別についての比較をお答えください。 

○町長（東 靖弘君） 大崎町における新型コロナウイルス感染状況をお答えいたしま

す。 
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６月１日現在の感染者数は５３３名となっております。内訳としましては、１０

歳未満が６５名、１０代が１０３名、２０代が７０名、３０代が７２名、４０代が

６２名、５０代が４７名、６０代が６１名、７０代が１８名、８０代が２１名、９

０歳以上が１４名となっており、４０歳代未満が全体の７割と、若い世代の感染者

割合が高くなってきております。 

続きまして、新型コロナウイルスに対するワクチン接種について、６月１日現在

でお答えいたします。まず、ワクチン接種を２回受けられた方の接種率でございま

す。全体では約８５％の方が２回目の接種を終えている状況でございます。内訳と

いたしまして、５歳から１１歳の小児が約１４％、１２歳以上６４歳以下の方は約

８５％、６５歳以上の高齢者は約９５％の方が２回目の接種を終えております。な

お、令和４年３月から、５歳以上１１歳以下の小児も接種対象となっております。 

３回目接種については、昨年１２月の医療従事者を皮切りに始まっておりまして、

接種対象者は２回目接種完了から５か月経過した１２歳以上の方でございます。３

回目接種率は全体で約６７％でございます。内訳としましては、１２歳以上６４歳

以下の方については約５７％の方が、６５歳以上の高齢者は約８９％の方が３回目

の接種を終えております。 

以上でございます。 

お尋ねの、５月の状況につきましては、担当課長のほうで答弁させてください。 

○保健福祉課長（谷迫利弘君） お答えいたします。 

４月と５月のそれぞれの感染者数ですが、４月につきましてが５８名、５月が１

８４名となっております。 

以上でございます。 

○１１番（児玉孝德君） 年代別の４月と５月の比較はできないですか。 

○保健福祉課長（谷迫利弘君） 失礼いたしました。 

年代別の感染者数でございます。まず、４月からになります。４月の１０歳未満

が９名、１０代が１８名、２０代が２名、３０代が９名、４０代が９名、５０代が

５名、６０代が６名、７０代が１名、８０代、９０代はそれぞれゼロでございます。 

続きまして、５月の年代別の感染者数です。１０歳未満が１４名、１０代が３３

名、２０代が１３名、３０代が２８名、４０代が２２名、５０代が１６名、６０代

が３４名、７０代が１３名、８０代が７名、９０歳以上が４名。以上になっており

ます。 

○１１番（児玉孝德君） 今、示していただきました。４月と５月でですね、全国的に

は減ってきているんですけど、本町だけは５月１８４名、合計でですね、４月が５

８名、３.２倍ぐらい増えていますよね。特に若者ですね、４０代も含めてが非常
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に増えています。これは何か要因があるとお考えですか。 

○保健福祉課長（谷迫利弘君） この分の要因についてでございますが、この感染者の

人数とか性別、年代の分が保健所から報告が来るわけでございまして、その原因に

ついてはこちらはよくわからないんですけれども、今までの流れからいくと、５月

はゴールデンウィークがございました、このゴールデンウィークは、初めて国の緊

急事態宣言がない中でのゴールデンウィークであったということがあるのではない

かというのが１つ考えられるところでございます。 

以上でございます。 

○１１番（児玉孝德君） ゴールデンウィークがあったからなのではないかという推測

ですけど、でも、全国的には減っているんですよね。その辺がちょっと不可解なと

ころもあります。 

二、三人の方からちょっと尋ねられたんですけど、町長、以前、町長は自らです

よ、「感染拡大が止まらない」と放送で注意を呼びかけられましたよね。今回、本

町は大変感染者が増えました、１日に３４人の感染者が出たこともありました。し

かし、それでも放送はされなかった。これはどうしてですか。 

○町長（東 靖弘君） 最初の段階は、新型コロナウイルスの脅威といいましょうか、

そういったことがあって、かなり感染状況が大崎町に発生していたということで危

機的な意識を感じておりましたので、皆さん方に直接、行動の自粛というところで

お願いしたほうがいいという私の判断で直接放送させていただきました。 

今回も、確かに大崎町で感染が続いたんですけれども、やはり行政無線で通常や

っているのとは違って、担当課を中心に、職員で生の声でお伝えしたほうが効果的

じゃないかということで、現在もですけれども、保健福祉課の職員が交替でずっと

放送を続けているという状況で、こちらのほうが効果が高いのではないのかなとい

うことを期待しております。 

○１１番（児玉孝德君） 町長がなぜしないのかとおっしゃった方で、こんなことを言

う方もいらっしゃいました、「選挙がないからだ」と。そういうことがあるんです

かね、ないと信じていますけど。是非ですね、最近若干減ってきていますけど、ま

た危機が続いたときには町長のほうでも放送していただきたいと思います。町民の

方も、それは大変効果があってよかったというふうにおっしゃる方がいっぱいいら

っしゃいますので、そこは考えていてください。 

感染者の方は病院とかホテルで療養されるというふうに聞いてますが、本町の方

で自宅療養者の方もいらっしゃるんですかね。 

○保健福祉課長（谷迫利弘君） 本町の感染者の中で自宅療養者の方がいるかというこ

とでございますが、これについては自宅療養の方もおられます。 
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○１１番（児玉孝德君） 在宅療養者がいるということですので、そこで、在宅の方に

在宅支援はできないかお尋ねいたします。特に高齢者とかですね疾患などを持って

いる方は、在宅で症状が急変し、重症化したということもあるようです。また、必

要なものが買い物に行けないなどあるといわれています。 

そこで、在宅療養者の方への自宅訪問とか支援物資の提供ができないかお尋ねい

たします。県内では行っている自治体もございますので、どうでしょうか。 

○町長（東 靖弘君） 自宅待機者の支援は考えていないかとの御質問でございます。

現在、陽性者が自宅待機する場合につきましては、保健所での疫学調査の中で申出

があった方のみ、県の事業で１週間分の食料品などセットを配達しております。 

濃厚接触者についても自宅待機が求められるところでございますが、現時点にお

いて、町へ食糧が不足しているなどの相談はなく、御家族や友人等による支援やイ

ンターネットでの調達ができているものと推測しているところでございます。 

町といたしましては、陽性者と濃厚接触者の情報を持たないことから、本人自ら、

もしくは志布志保健所経由で相談が入ってきた場合、今ある町の資源を情報提供し、

支援を行っていきたいと考えております。 

○１１番（児玉孝德君） インターネットなどの環境がない高齢者の方は、そういった

支援物資が必要と思ってもなかなか買い物ができなかったりとか、食料に関しては

届いているということですのでいいんですけど、やはり、何か必要なものとか、独

りの方とかはですね買い物に行けなかったりしますので、是非、その辺もですね検

討していってほしいと思います。 

それでは、次に、今後のワクチン接種の計画について教えてください。 

○町長（東 靖弘君） 今後のワクチンの接種計画についてでございますが、４回目接

種をメインに、３回目未接種者についても、希望する全町民が接種できるよう、令

和４年９月末までは接種の機会を設けていきます。４回目接種の対象者につきまし

ては、３回目接種を受けてから５か月以上経過した方のうち、６０歳以上のすべて

の方及び１８歳から５９歳までの方で基礎疾患のある方、または新型コロナウイル

ス感染症にかかった場合、重症化リスクが高いと医師に認められた方が対象となり

ます。 

大崎町においては、現在、高齢者施設や障害者施設等に対して、順次接種券を発

送し、準備の整った施設から接種を進めているところであり、高齢者施設等におい

ては７月末までの接種完了を目指しております。 

一般住民については、６月の２週目に３回目接種が終了した１８歳以上の方、全

員に順次接種券を個別に郵送してまいります。特に１８歳から５９歳の方について

は、対象者が限られておりますことから、接種券を受け取った方が接種対象者の範
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囲を誤解しないよう、接種券に同封する案内文を工夫したいと思います。 

接種については、７月４日から個別接種を開始しまして、集団接種は７月３０日、

３１日、８月６日の三日間、会場は中央公民館と野方改善センターを、現段階では

予定しております。 

４回目接種についても、希望する方がスムーズに接種できるよう、個別案内に加

え、広報紙やホームページ、防災無線、ＬＩＮＥなどで住民の方々へ周知をしてま

いります。 

以上でございます。 

○１１番（児玉孝德君） 順次、計画されているということですが、集団接種ですね、

７月３０日、３１日、８月６日の三日間ということですが、まだ３回目接種がです

ね、１２歳から６４歳の方が５７％しかされていないということで、この辺もこの

集団接種の３回の中でできるんですか。 

○保健福祉課長（谷迫利弘君） お答えいたします。 

集団接種の、今、設定している日数の中で３回目接種ができるかということです

けれども、３回目接種を打っている方については５か月後が４回目の接種期間にな

りますので、接種の回数はこの期間では終わらないことになります。 

○１１番（児玉孝德君） いや、今の質問は、４回目のことじゃなくて、３回目の接種

が終わっていない１２歳から６４歳は５７％しかいないということで、残りの方を、

この３０日、３１日、８月６日の三日間で３回目の方もできるんですかとお尋ねし

ました。 

○保健福祉課長（谷迫利弘君） 失礼いたしました。 

３回目接種の方も、この三日間の接種の中でできるかということでございますの

で、３回目接種の方も受けられるように、この会場で対応する予定でございます。 

○１１番（児玉孝德君） ３回目もできるということですが、４回目の方もいるわけで

す。そこでですね、集団接種の機会を増やしてほしいと考えています。 

というのも、個別接種の診療所ですね、個人病院ですけど、一般の患者の方がい

らっしゃって大変時間がかかるということです。私も、１回目、２回目、個別接種

で行ったんですけど１時間から１時間半ぐらいかかりました。予約時間を過ぎても

なかなか接種が始まらずにですね、中には２時間以上かかったという方もいらっし

ゃいます。かえって密になり、感染リスクも増えてくると心配されたりしておりま

す。集団接種だったらですね、私、３回目を３月に打とうかなと思っていたんです

けど、ちょうど議会があってできなくて、その後、日程がなかなか合わず、５月半

ばか６月でということだけど、ちょうど、私、市内でほかの会議があるときに、朝、

ニュースを見ていたら、県のほうで予約なしで集団接種が受けられるというニュー
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スがあったものですから、そこの会場に電話して、「できるか」といったら「でき

ますよ」ということで、会議が終わってから打ってきました。問診が始まってから

２０分ぐらいで終わりました。帰りにはポカリスエットもいただいてきました。そ

れも、夕方５時から行っているということで、そういったことでですね若い方々が

接種率が上がらないというのも、仕事の都合とかいろいろあると思います、時間が、

また個別接種ではかかるということでですね。是非、若い世代、子どもも含めたと

ころの集団接種の機会をですね、夕方とか土日もできれば増やしてほしいと思いま

すが、いかがですか。 

○保健福祉課長（谷迫利弘君） 集団接種の場をもっと設けてほしいということでござ

いますけれども、４回目の接種については、先ほど申しましたように３回目接種が

終わった方の５か月後ということになって、実際、今年の２月、３月に３回目の集

団接種を行いました。このときも、２回目が終わって、ちょうど３回目が来るタイ

ミングで集団接種の枠を多めに取っていたんですけれども、しかし、実際、申込み

としてはそれほど申込みがなくて、集団接種の予定した日数を減らすなどしてきて

いるものですから、実際、３回目の接種が終わった方の中で、また４回目になると

基礎疾患の人とか条件が狭まれてきますので、対象者が少なくなるのが考えられま

す。その分を見た中でも、ある程度余裕を持った集団接種の枠を設ける計算でおり

ますので、今現在設けている三日間と合わせて、今後発送します接種券の状況と予

約状況等を見ながら、随時、集団接種を開設したり、今ある分の時間の枠を広げた

りとかして、そこは希望する方が集団接種でも受けられるような体制を取ってまい

りたいと思っております。 

以上でございます。 

○１１番（児玉孝德君） 最初で集団接種という案内があったわけですけど、私なんか

も集団接種だったら非常に多くの方がいらっしゃって、かえって時間がかかるのか

なとか思って個別接種に切り替えて、１回目、２回目を打ちました。逆に時間が大

変かかったわけです。その辺が皆さん、わかっていらっしゃらないような感じです

ので、その辺も周知してですね集団接種を進めていってほしいと思います。 

では、子どもが感染した場合ですね、学校、こども園等の感染者対応はどうなっ

ているかお答えください。 

○町長（東 靖弘君） 学校、こども園等の感染者対応はどうなっているかとの御質問

でございます。こども園等につきましては、現在、国からの新型コロナウイルス感

染症対策の基本的対処方針をもとに、職員にはマスク着用を推奨し、園児には個々

の発達状況や体調等を踏まえる必要があることから、体調にもよりますが、２歳未

満児についてはマスクの着用は推奨しておらず、２歳以上の就学前の園児について
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もマスクの着用は一律に求めないよう通知しておりますが、最終的には、運営して

いる各児童施設の判断に任せている状況であります。 

このような感染対策を施した中で、本町においては休園まで至った施設はありま

せんが、仮に感染者が多数生じた場合は、まず保健所へ早急に連絡し、指示を仰い

だ上で適切な対応をとることになります。なお、濃厚接触者等の特定及びその検査

結果が判明し、全体像の把握、清掃消毒等に要する期間として、土日・祝日を含み、

おおむね数日から５日程度、臨時休園を行うことが考えられます。しかしながら、

園児は１人で家にいることができない年齢ということを踏まえ、必要な方に保育が

提供されないことがないよう、感染拡大防止のための万全の対策を講じた上で預か

り保育の提供を縮小して実施するなど、居場所の確保を願いをしております。 

私からは以上でございます。 

○教育長（穗園正幸君） 各学校におきましては、児童・生徒や保護者に対しまして、

新型コロナウイルスは、いつ、誰が感染してもおかしくない状況であることを呼び

かけております。また、感染や濃厚接触による出席停止等につきましては、偏見や

いじめ、誹謗中傷など、児童・生徒や学校に配慮し、欠席の理由や公表等には特に

注意を払っております。 

こういった学校の努力によりまして、各学校においては新型コロナウイルスに感

染もしくは濃厚接触となったことによって、その後、登校できなくなったりとか、

あるいは登校を渋ったり、いじめられたりする児童・生徒はいないと聞いておりま

す。 

また、学習面におきましては、１人１台端末のタブレットを活用することで、自

宅でも学習のできる機会を与える取組を行っているところでございます。 

以上でございます。 

○１１番（児玉孝德君） 自宅待機されているときもタブレット等で学習ができる環境

があるということで、その点は安心しました。 

しかしですね、今、教育長がおっしゃったとおり、どこの学校の何年生が何人か

かったとかという発表はありません。そのことで、かえっていろいろなうわさが出

てですね、修学旅行に行ってとか、どこかの部活が試合に行ってとか、コロナにか

かったげなというようなうわさも出ております。そこでですね感染対策をしっかり

していて、大崎町の学校は安全だというふうに言えるような体制をつくってほしい

と思います。というのも、大崎町の学校などでは感染対策が、ほかの学校に比べる

と甘いと言う職員の方がいらっしゃいました。例えば、前任校では、朝登校したら

手指消毒をし、子ども一人一人を先生が非接触の体温計で検温したり、換気も定期

的にしっかりやるなど徹底されていたと。大崎小学校ではそこまで行われていない
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ということです。 

現在、感染症の専門家や小児科の有志は、過度なマスク着用が学校生活を制限し

ないよう求める意見書を公表しています。そこで、今後、どう進めるのかお聞かせ

ください。 

○教育長（穗園正幸君） 感染対策についてでございますが、本町は、基本的に、まず

子どもたちは家庭で検温をいたします。検温してきて、その後、登校いたしますと、

手指消毒ということで手を消毒する。それから、朝の会では担任が健康観察をして、

熱はないかとか風邪気味ではないかとか、そういうような項目を健康観察。そして、

授業中におきましては、教室等で換気をしたりとか、あるいはグループで討議する

ような学習は控えるとか、そのような活動。それから、給食においては黙食という

ような形で対策を取っていると聞いているところですが、御指摘のように、各学校

でちょっとその徹底が甘いんじゃないかということであれば、実態等を確認いたし

まして、その具体策を、もう少し対応をどうすべきかということは、また教育委員

会で実態を把握して指導してまいりたいと思います。 

○１１番（児玉孝德君） その辺は、現場の先生から出た意見ですので、また徹底して

いってほしいと思います。 

コロナにかかったということでの差別やいじめはないということですので、個人

情報も十分考慮して、今後もそのように対策していってほしいと思います。 

それでは、次に、福祉施設や介護施設等の感染者対応について、まず、どのよう

に行われているのかお答えください。 

○町長（東 靖弘君） 介護施設等の感染者対応についてでございますが、介護施設等

の感染防止につきましては、国からの新型コロナウイルス感染症対策の基本的対処

方針及び介護現場における感染対策の手引に基づく対応の徹底を踏まえた上で施設

運営を行っているところでございます。 

介護施設等において職員及び利用者に感染者が出た場合の対応といたしまして、

まず保健所へ早急に連絡し、指示を仰いだ上で適切な対応をとることが重要であり

ます。次に、感染していない職員及び利用者に対し、簡易検査である抗原検査やＰ

ＣＲ検査を実施し、介護サービス提供に影響のない職員の配置を検討していきます。

また、介護施設等で感染した利用者の対応として、重症化するおそれのある高齢者

については、医療機関や保健所の指示に従い入院していただき、それ以外の利用者

について、感染していない利用者とエリアを分けるゾーニング対応をとり、感染が

拡大しないようにしていきます。 

以上でございます。 

○１１番（児玉孝德君） 今、町長のほうから感染者が出たら検査をしてということが
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ありました。 

そこでですね、そういった施設などに町から抗原検査キット、これを支給できな

いか。されていたらいいんですけど、されていないんでしたら、ある程度、抗原検

査というのの支給をしてですね、すぐ検査ができるような体制を取ってほしいと思

いますが、どうでしょうか。 

○保健福祉課長（谷迫利弘君） お尋ねの、施設等に対しての抗原検査キット等の支給

についてでございますけれども、これについては、昨年の９月頃に、一回、県から

キットの配付があったところでございますが、その後はなくて、町としては、特段、

今現在、行っておりません。これについては、また近隣の市町の状況も見ながら、

参考にして検討してまいりたいと思っております。 

○１１番（児玉孝德君） 県内の市町村でも支給されているところはあります。だから、

近隣の市町を見てじゃなくてですね、本町はいち早く、それを取り入れてほしいと

思いますが、どうですか。 

○町長（東 靖弘君） 施設等に対しての御質問がありましたけれども、近隣の市町を

見てという答弁でございましたが、ここにつきましては検討をさせていただきます。 

○１１番（児玉孝德君） 施設等でクラスターが発生したというニュースがよく出てい

ます。是非、その点は検討してほしいと思います。 

それでは、次に、地域が稼ぐ力をつけるための対策についてですが、コロナで収

入が減った、また、最近ではロシアのウクライナ侵攻により原油高や小麦など、い

ろいろな商品の値上げが続いています。そこで、地域経済を活性化するためにはど

うすればいいのでしょうか。内閣府はですね地域経済を活性化するには短期的な事

業創出に留まらず、地域経済の自立的な成長力、稼ぐ力の向上が必要である。地域

ブランドの経済的価値を分析し、活用等により地域の稼ぐ力を高める方策について

検討する。稼ぐ力とは、付加価値を生み出す力であり、地域の稼ぐ力は、個人と企

業、そしてそれらが立地する地域の地形、無形の資産からなると定義し、付加価値

を生み出す資産には自然資産、人的資産、物的資産が存在する。地域ブランドの付

加価値を生み出す資産、経済的な意味は、製品差別化であり、確立するには消費者

側の認識が必須。また、社会的な保護制度として、地理的表示保護制度や地域資源

利用を促進する中小企業地域資源活用促進法等は重要なインフラである。地域ブラ

ンド力を高めろということですよね、結局。出荷価値や宿泊施設稼働率にもプラス

の効果があるとしています。また、地域の稼ぐ力を高めるには、ＩＴやグローバル

市場の活用が重要である。ＩＴの力で人手不足を克服し、生産性を高めることが重

要である。また、地域ブランドを生かしてグローバル市場の潜在需要を取り込むこ

とが重要としています。抽象的な部分もあります、わかるようでわからないような



 

－ 89 － 

部分もあります。 

そこで、本町独自の具体的な対策があれば、お示しください。 

○町長（東 靖弘君） 今さら申すまでもなく、新型コロナウイルス感染症の拡大に伴

い、世界中が大きな打撃を受けており、本町においても飲食、宿泊業をはじめとす

る多くの業種の皆様が何らかの影響を受けていると認識しております。 

このような状況の中で、国の交付金等を財源としながら、全町民を対象とした地

域応援商品券、リサイクルありがとう商品券及びプレミアム商品券発行や事業者へ

の支援金交付事業など、町内事業者の皆様の持続可能性を高めるための施策を継続

して行ってまいりました。 

また、当初予算及び今回の補正予算でも計上しております企業価値向上補助金の

制度創設により、町内商工業者自らの価値を高め、稼ぐ力をつけていただくための

助成制度やスポーツコミッションの設立により、これまで本町になかったスポーツ

観光産業という新しい産業により、本町を訪問される方を増やし、地域消費額を増

加させるという仕組みをつくり、新たな稼ぐ力をつけるための施策を行ってまいり

たいと思います。 

国においては、海外からの入国を緩和するなど、感染対策と経済の両立というウ

ィズコロナの方向に動いているようでございます。本町におきましても、先ほど申

し上げました各種施策、または今回の補正予算において計上いたしました原油価格

物価上昇対策支援金などの支援策を実施してまいりたいと考えております。 

以上でございます。 

○１１番（児玉孝德君） 全国的にもですねそういった稼ぐ力をつけるための対策とか

ですねいろんなことがされております。東京都なんかは、今回、ゼロエミポイント

ですかね、省エネ商品に買い換えをしたら３万円あげるとかいろんなことをやって

います。長野県佐久市とかですね、それからほかのところでもやっておりますので、

本町でもそういった施策も必要かなと思っております。 

では、最後に、レンタルオフィス等はできないか、提案したいと思います。今回

の新型コロナウイルス感染症の問題は、企業が最も集中し、人口密度が高い東京都

に感染拡大リスクという新たな課題をもたらしました。企業や雇用者は感染症の拡

大を抑制する取組として対面接触や通勤リスクを避けるためのテレワークといった

代替技術を積極的に取り入れてきました。こうした変化は、東京一極集中の流れを

緩和する１つのきっかけとなっています。 

コロナ禍でテレワークやワーケーション、働く場所をシェアするという新しい働

き方が全国で広がりを見せています。そこで、レンタルオフィスはできないかとい

うことですが、創業間もない方や個人事業主のオフィスとして、またビジネスマン
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の出張中の拠点やリモートワークのオフィス、さらにサテライトオフィスとしても

便利な点が重宝されています。具体的には、カフェや図書館などで働く、ワーキン

グスペースで働く、サテライトオフィスで働く、自宅で働くなど、従業員が場所に

とらわれず働くことができる新しい働き方です。本町で、空き家や空き店舗などを

再生してレンタルオフィスに取り組む考えはございませんか。 

○町長（東 靖弘君） 空き家や空き店舗をレンタルオフィスに活用できないかとの御

質問でございます。コロナ禍において働き方が大きく変わり、テレワークを積極的

に取り入れる企業が増えたことで仕事と生活の充実の両立を目指すため、都市部か

ら地方への移住・定住人口が増加していることは認識しております。 

本町においても、昨年のＳＤＧｓ推進協議会の設立以来、様々な企業と接する機

会が多くなり、その中の一部ではございますが、本町を舞台とした仕事と観光を合

わせた、いわゆるワーケーションの受入れ協議が始まっております。 

一方、民間施設ではございますが、鹿児島相互信用金庫大崎支店跡地であるマル

おおさきがコワーキングスペースの利用を募っておりますが、現在のところ、多く

のオフィス利用者がいるとは言い難く、まだこれからといった状況との報告を受け

ております。 

本町といたしましては、先ほど申し上げた、企業のワーケーション受け入れを進

め、その工程の中で利用者にとってどのような設備、環境が必要とされているのか

の把握及び分析に努めたいと考えております。その上で、既に予算措置を行ってお

ります空き家リフォームや新規創業企業支援の補助金といった制度の活用あるいは

制度の拡充等を検討してまいりたいと考えております。 

以上でございます。 

○１１番（児玉孝德君） いろいろ検討されているということでですね、例を言います

と、種子島では空き家再生でつくりあげた複合拠点としてはコワーキングスペース、

レンタルキッチン、プレイルーム、ゲストハウスを備え、まちづくりに携わる多様

な人々が利用するアクティブな施設があります。また、奄美市では離島の不利性を

克服する産業として、市内における就業の機会の確保を行うとともに、テレワーク

やフリーランス、副業推進など新たな働き方を実現するための環境整備などを推進

しています。 

そこで、本町でも、空き家対策としてですね、また、人口増加対策としてレンタ

ルオフィスを是非進めてほしいと思います。ちょっとしたスペースがあるところで

したらですね、レンタルオフィスは机と椅子があればいいわけです、そういったと

ころにですね、広い場所だったら簡単なカフェとか軽食のレストランなども併設し

ていけると思います。なかなか、そういった施設は人気があるようです。また、学
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校の近くなどでしたら、夕方からのオフィスを利用されない時間帯に子どもを預か

り、ボランティアの方などが宿題を見たりする学童的なところですね、そういった

ところもございます。数人での料理教室を開いて、生徒がつくった料理をレンタル

オフィスを借りている人に出しているところもあります。いろいろな活用は考えら

れると思いますので、是非、今後検討していってほしいと思います。 

以上で、私が今日用意した質問を終わりたいと思います。本当でしたら、もう一

個あったんですけど、すごく調べてですね、こんなに分厚い資料ができたんですけ

ど、ちょっと機会があまりよろしくなかったようで、また、次回やりたいと思いま

すので、以上で私の質問を終わります。 

○議長（神﨑文男君） 以上で、本日の一般質問は終了しました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

 日程第３ 議案第２４号 小型動力ポンプ付積載車購入契約の締結について 

○議長（神﨑文男君） 日程第３、議案第２４号「小型動力ポンプ付積載車購入契約の

締結について」を議題といたします。 

提案理由の説明を求めます。 

○町長（東 靖弘君） 御説明いたします。 

本案は、小型動力ポンプ付積載車購入契約に関するものでございます。 

現在、大丸分団に配備されております小型動力ポンプ付積載車の老朽化に伴いま

して、令和４年度石油貯蔵施設立地対策等交付金事業により、小型動力ポンプ付積

載車１台を購入するものであります。 

この購入契約につきまして、地方自治法第９６条第１項第８号及び議会の議決に

付すべき契約及び財産の取得又は処分に関する条例第３条の規定により、議会の議

決をお願いするものでございます。 

よろしく御審議賜り御可決くださいますようお願い申し上げます。なお、詳細に

つきましては担当課長が説明いたします。 

○総務課長（上橋孝幸君） それでは、御説明いたします。 

まず、議案の説明に入ります前に、仮契約に至るまでの経緯について御説明いた

します。 

本案につきましては、５月１６日に物品会議で入札者等資格者推薦委員会を開催

いたしまして、県内で業務実績があり入札参加資格のある業者、４社を選定いたし

ました。その後、５月３１日に入札を執行し、入札の結果、株式会社鹿児島消防防

災が落札し、同日仮契約を締結したところであります。 

以上が、経緯でございます。 

それでは、議案書に添って御説明いたします。 
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１．契約の目的は、小型動力ポンプ付積載車の購入でございます。 

２．契約の内容は、小型動力ポンプ付積載車１台。２ＷＤオートマチックＷキャ

ブ型、主ポンプはＢ２級でございます。 

契約の金額は、１,１３３万円でございます。 

４．契約の方法は、指名競争入札による契約でございます。 

５．契約の相手方は、鹿児島市南林寺町１６番６号、株式会社鹿児島消防防災、

代表取締役種子田浩市でございます。 

なお、２枚目に、参考資料として入札執行調書を添付しておりますので、御参照

いただきたいと思います。 

以上で、説明を終わります。 

○議長（神﨑文男君） これより質疑に入ります。何か質疑はありませんか。 

○８番（中山美幸君） 入札の方法については、以前から何回も私は申し上げておりま

すが、その点についてはお伺いしません、ちゃんと答えが返ってきませんので。 

この中でも契約の内容についてまずお伺いしたいのが、なぜ４ＷＤでないのか。

そして、またオートマチックであるということですね。オートマチック等の場合は

泥沼といいますか非常に土質の悪いところに入った場合に、脱出がかなり困難にな

ると、そしてバッテリー等が上がった場合や使えなくなった場合に、オートマチッ

クの場合は押してかけるということもできないんですよ。現場でそういうことが発

生するということを想定していないということじゃないですか。 

まず、４ＷＤでなかった理由、そういったところについて詳しく説明してくださ

い。 

○総務課長（上橋孝幸君） 今回４ＷＤでなくて２ＷＤを選定した理由ということでお

尋ねでございます。 

これについては、当然ながら消防車両の購入に際して大丸分団と十分協議をして、

その上、分団が望む状況の車両を仕様書に定めて入札したところでございますけれ

ども、この件については、平成２９年に道路交通法の改正がございまして、普通免

許で運転できる自動車は車両総重量が３.５トン未満ということになったかと思い

ます、今回４ＷＤにしますと３.５トン以上になるというのがひとつネックになっ

たのかなと思いますけれども、そうしますと、普通自動車免許では運転できなくな

り、準中型免許が必要になることから、分団と協議の結果、普通免許でも運転でき

る２ＷＤを選定したというところでございます。 

以上です。 

○８番（中山美幸君） 特に大丸ということなんですよね。じゃあ、大丸は湿地帯とか

車が入れる砂場とかというのは非常に私は多いと思うんですよ。そういったところ
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で、じゃあ、先ほど言われましたように重量オーバーになるから運転できないと、

そういった方々については運転免許証を取るための助成事業をやるように話もして

あったじゃないですか。そしたら、そういう場所には、火災の場所がそういう場所

だったら行けないということじゃないですか。何のために消防車を買うんですか。

火災をちゃんと処理するために買うんでしょう。そうじゃないんですか。そういっ

たところに、この車は入れなくなってくるんですよ。何のために購入しているんで

すか。私は、そこはちょっとわからないですね。大丸から要望がありました、本当

にそこを考えてやっているんですか、これ。不思議です。もう一回答えてください、

ちゃんとそこを。 

○総務課長（上橋孝幸君） お答えいたします。 

準中型免許を取る際には、どうしても受講料といいますか、そういった料金が発

生するわけですけれども、それについての助成については、現在、人材育成事業補

助金を活用して２分の１は助成できるということで、それぞれ各分団には通知をし

ているところでございます。 

それから、先ほどの答弁と繰り返しになりますけれども、もちろん、議員さんが

御指摘のとおり、悪道といいますか、積雪であったりぬかるんだ道であったり、そ

ういった道を走行する際は２ＷＤより４ＷＤのほうが有利であるということは、も

ちろん我々も承知しておりますし、分団の方々も承知はしているところであるかと

思います。 

しかしながら、今回、総合的に判断して２ＷＤを購入するという結論に至ったと

ころでございます。御理解をいただきたいと思います。 

○８番（中山美幸君） 非常に私は納得いきません。じゃあですよ、一番最初に出動さ

れたときにこのポンプ車が入ったとします。そこで、その道にはまってしまったと

します、あとの車はそれから入ってこれないということなんですよ。あとの消火活

動はどうするんですか。それだけホースを延長するんですか。もう一回、そこに答

えてください。 

○総務課長（上橋孝幸君） 実際、消防車両を運転されるのは消防団員の方々ですので、

その点については、いつ何時、今、議員さんから御指摘があったような場所に行く

可能性も当然あるわけですので、その辺、十分、運転する団員に対しては、分団長

を通じてしっかりと指導をしていただきたいと思います。 

以上です。 

○８番（中山美幸君） 私もよくそういった消火活動の場所には行って交通整理等をし

ます。非常にそういったところは多いんですよ。そして、幾ら指導するとおっしゃ

ってもですね、皆さん、そのときはものすごく緊迫した雰囲気の中でやっていらっ
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しゃるんです。そういったことを考えてですね、やはり、これは４ＷＤであって、

ちゃんとそういった免許を取っていただくというようなことをですね進めていくと

いうのが行政じゃないですか。これ、逆にいうと半分しか使えないということです

よ。そのために、これだけの予算を使うんですか。もっと考えた購入の方法という

のをやってください。 

○町長（東 靖弘君） 中山美幸さんの御質問に対して、御指摘のところはごもっとも

だと理解をしております。やはり、現在、地元分団とそういう協議をした上でこう

いう形に至ったということで総務課長のほうからも詳しい説明がありました。その

上で改善すべきことという御指摘もありましたので、今後、改めて、また購入する

際につきましては、こういった事例も含めて、地元分団とも十分協議をしながら判

断してまいりたいと思います。 

以上でございます。 

○議長（神﨑文男君） ほかにありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（神﨑文男君） 質疑なしと認めます。 

よって、質疑はこれをもって終結いたします。 

お諮りします。 

ただいま議題となっております議案第２４号は、会議規則第３９条第３項の規定

により委員会付託を省略いたしたいと思います。 

これに御異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（神﨑文男君） 御異議なしと認めます。 

よって、本案は委員会付託を省略することに決定いたしました。 

これより討論に入ります。討論はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（神﨑文男君） 討論なしと認めます。 

よって、討論はこれをもって終結いたします。 

これより採決に入ります。 

お諮りします。 

議案第２４号「小型動力ポンプ付積載車購入契約の締結について」は、可決する

ことに御異議ありませんか。 

［「異議あり」と呼ぶ者あり］ 

○議長（神﨑文男君） 御異議がありますので、この採決は起立によって採決いたしま

す。小野議員については、賛成のときは挙手をお願いします。 
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議案第２４号「小型動力ポンプ付積載車購入契約の締結について」は、可決する

ことに賛成の諸君の起立を求めます。 

［賛成者 起立］ 

○議長（神﨑文男君） 起立多数。 

したがって、議案第２４号「小型動力ポンプ付積載車購入契約の締結について」

は、可決されました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

○議長（神﨑文男君） 以上を持って、本日の日程の全部を終了いたしましたので、本

日はこれをもって散会いたします。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

散会 午後３時２０分 
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令和４年第２回大崎町議会定例会会議録（第３号） 

 

令和４年６月１６日 

午前１０時００分開会 
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１．議事日程 

日程第１ 会議録署名議員の指名（９番，１０番） 

日程第２ 議案第１９号 令和４年度大崎町一般会計補正予算（第１号） 

（総務厚生常任委員長報告） 

日程第３ 議案第２０号 令和４年度大崎町介護保険事業特別会計補正予算 

(第１号）      （総務厚生常任委員長報告） 

日程第４ 陳情第 １号 「インボイス制度実施中止を求める意見書」の採択を

求める陳情     （総務厚生常任委員長報告） 

日程第５ 議員派遣の件 

日程第６ 閉会中継続審査・調査申出書 

 

２．出席議員は次のとおりである。（１２名） 

１番 平 田 慎 一 ７番 吉 原 信 雄 

２番 富 重 幸 博 ８番 中 山 美 幸 

３番 稲 留 光 晴 ９番 上 原 正 一 

４番 諸 木 悦 朗 １０番 小 野 光 夫 
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町 長 東   靖 弘 農林振興課長 上 野 明 仁 
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総 務 課 長 上 橋 孝 幸 水 道 課 長 本 松 健一郎 

企画調整課長 中 野 伸 一 教委管理課長 岡 留 和 幸 
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保健福祉課長 谷 迫 利 弘 税 務 課 長 川 越 龍 一 

 

５．職務のため出席した事務局職員の職・氏名 

事 務 局 長 宮 本 修 一 

次長兼調査係長 福 永 浩 二 

議 事 係 長 上 床 就 路 
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開議 午前１０時００分 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

○議長（神﨑文男君） これより、本日の会を開き、直ちに会議いたします。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

 日程第１ 会議録署名議員の指名 

○議長（神﨑文男君） 日程第１「会議録署名議員の指名」を行います。 

会議録署名議員は、会議規則第１２７条の規定により、９番、上原正一君、及び

１０番、小野光夫君を指名いたします。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

 日程第２ 議案第１９号 令和４年度大崎町一般会計補正予算（第１号） 

○議長（神﨑文男君） 日程第２、議案第１９号「令和４年度大崎町一般会計補正予算

（第１号）」を議題といたします。 

本案について、総務厚生常任委員長の報告を求めます。 

○総務厚生常任委員長（吉原信雄君） 皆さん、おはようございます。 

ただいま議題となりました議案第１９号、令和４年度大崎町一般会計補正予算

（第１号）について、総務厚生常任委員会における審査の経過と結果の報告をいた

します。本議案は、６月１日の本会議において当委員会に付託されたもので、６月

２日に全委員出席のもと委員会を開催し、担当課長及び関係職員の出席を求め、補

足説明を受け審査いたしました。 

この補正予算は、歳入歳出予算の総額にそれぞれ２億７２７万４,０００円を追

加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ１０２億７,３５２万５,０００円と

するものであります。 

補正予算の内容については、本会議において説明がなされておりますので、委員

会での内容について報告いたします。 

まず、歳出の款２、項１、目６財産管理費、節１３使用料及び賃借料の機械料７

８万７,０００円について、城内公有墓地の跡地の排水の対策との説明であったが、

跡地の高さはどこまで下げるのかとの問いに対し、現段階では高さは現状のままと

して、土地利用計画が定まってから、周辺の土地を含め検討するとの答弁。 

さらに、現状の高さでは、台風、地震等による危険性があるのではとの問いに対

し、建設課等の意見を踏まえて、検討していきたいとの答弁でありました。 

次に、款２、項１、目１３地方創生費、節１２委託料の地域おこし研究員等業務

委託料３６０万円について、半数を占めるベトナムの外国人技能実習生へのサポー

トが目的との説明であったが、他の外国の技能実習生へのサポートも必要ではない

かとの問いに対し、現状は、受入管理団体の対応によりトラブルは少ないようであ
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るが、今後検討していきたいとの答弁でありました。 

次に、款３、項２、目３新型コロナウイルス感染症対策事業費、節１８負担金，

補助及び交付金の子育て世帯生活支援特別給付金７２５万円について、住民税非課

税世帯以外で、家計急変の方も対象との説明であったが、その要件はとの問いに対

し、令和４年１月以降の任意の月の収入を１２倍して算出した年間収入見込み額か

ら所得を計算し、住民税非課税世帯相当であれば支給対象となるとの答弁。 

周知の方法はとの問いに対し、町の広報誌、ホームページ、ＬＩＮＥなどを使っ

て広く周知を行い、申請に行きにくい方々への配慮も検討していきたいとの答弁で

ありました。 

次に、款５、項１、目１１土地改良事業費、節１６公有財産購入費の用地費１１

４万８,０００円について、購入面積はとの問いに対し、３,８２５平米で、山林の

単価３００円での積算であるとの答弁でありました。 

次に、款５、項１、目１４営農推進費、節１８負担金，補助及び交付金の農地耕

作条件改善事業補助金３９４万円について、サツマイモ基腐病対策として反転耕へ

の補助金との説明であったが、どのような資機材で行うものかとの問いに対し、バ

ックホーで掘削を行うものであり、表土を下の無菌の土と入れ替える方法となると

の答弁でありました。 

次に、款５、項２、目１林業振興費、節１４工事請負費の林地崩壊防止工事８８

９万４,０００円について、工法を変更するとの説明であったが、理由はとの問い

に対し、県の指導により、当初予定していたモルタル吹き付けから、強度の強い吹

付法枠工への変更であるとの答弁でありました。 

次に、款６、項１、目２商工業振興費、節１８負担金，補助及び交付金の企業価

値向上補助金４,５００万円について、補助金申請の審査方法はとの問いに対し、

企業価値向上のため設備導入等の計画書をつくっていただき、計画内容の審査を行

う。申請しやすいように、計画書作成の支援等を行っていくとの答弁でありました。 

次に、款６、項１、目３観光費、節１４工事請負費のくにの松原キャンプ場バン

ガロー建設工事１,７００万円について、バンガローの利用実績はとの問いに対し、

１号棟の利用者数が、令和３年度実績で５３６人であるとの答弁。 

さらに、バンガローの宿泊者を、町内飲食店等での消費へもつなげるような施策

が必要ではとの問いに対し、アンケート調査での現状把握や、利用促進につながる

ような方法を、他の事例も参考に検討していくとの答弁でありました。 

次に、款６、項１、目３観光費、節１８負担金，補助及び交付金のスポーツ合宿

等誘致促進事業補助金２５０万円について、スポーツコミッションを設立するとの

説明であったが、予算の内訳はとの問いに対し、先進地視察や協議会の設立費用を
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見込んでいるとの答弁。 

事務局は企画調整課に置く予定かとの問いに対し、役場職員が行うのではなく、

事務局の職員は新たに雇用する形で進めていきたいとの答弁でありました。 

次に、款６、項１、目４新型コロナウイルス感染症対策事業費、節１８負担金，

補助及び交付金の大崎町新型コロナウイルス感染症対策委員会補助金３,４５７万

６,０００円について、内容は原油価格・物価上昇対策支援金との説明であったが、

国の補助金等と重複しても問題ないかとの問いに対し、見舞金に近い形であり、重

複しても問題ないと考えているとの答弁でありました。 

次に、歳入の款２、項３、目１、節１森林環境譲与税２７３万２,０００円につ

いて、実績としてどのように活用しているかとの問いに対し、令和３年度の実績と

して、意向調査業務、集積計画策定、林道での機械借上げ、森林炭素マイレージ交

付金等への支出に活用したとの答弁でありました。 

以上で、質疑を終結し、討論に入りましたが、討論もなく、採決の結果、議案第

１９号、令和４年度大崎町一般会計補正予算（第１号）は原案のとおり可決すべき

ものと全出席委員の意見の一致をみた次第であります。 

以上で、総務厚生常任委員会における審査の経過と結果について報告を終わりま

す。 

○議長（神﨑文男君） これより質疑に入ります。 

議案第１９号「令和４年度大崎町一般会計補正予算（第１号）」の委員長報告に

対して、何か質疑はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（神﨑文男君） 質疑なしと認めます。 

よって、質疑はこれをもって終結いたします。 

これより討論に入ります。討論はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（神﨑文男君） 討論なしと認めます。 

よって、討論はこれをもって終結いたします。 

これより採決に入ります。お諮りします。議案第１９号「令和４年度大崎町一般

会計補正予算（第１号）」について、委員長の報告は原案可決であります。委員長

の報告のとおり原案可決することに御異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（神﨑文男君） 御異議なしと認めます。 

よって、議案第１９号「令和４年度大崎町一般会計補正予算（第１号）」は、原

案どおり可決されました。 
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－－－－－－－○－－－－－－－ 

 日程第３ 議案第２０号 令和４年度大崎町介護保険事業特別会計補正予算 

（第１号） 

○議長（神﨑文男君） 日程第３、議案第２０号「令和４年度大崎町介護保険事業特別

会計補正予算（第１号）」を議題といたします。 

本案について、総務厚生常任委員長の報告を求めます。 

○総務厚生常任委員長（吉原信雄君） ただいま議題となりました議案第２０号、令和

４年度大崎町介護保険事業特別会計補正予算（第１号）について、総務厚生常任委

員会における審査の経過と結果の報告をいたします。本議案は、６月１日の本会議

において当委員会に付託されたもので、６月２日に全委員出席のもと委員会を開き、

保健福祉課長並びに関係職員の出席を求め、補足説明を受け審査いたしました。 

この補正予算は、歳入歳出予算の総額にそれぞれ３,１３８万円を追加し、歳入

歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ１９億５５２万４,０００円とするものであり

ます。 

補正予算の内容については、本会議での説明のとおり、令和３年度分の介護給付

費国庫負担金等の確定に伴う精算のための補正でありました。 

特に質疑はなく、その後、討論に入りましたが、討論もなく、採決の結果、議案

第２０号、令和４年度大崎町介護保険事業特別会計補正予算（第１号）は、原案の

とおり可決すべきものと全委員の意見の一致をみた次第であります。 

以上で、総務厚生常任委員会における経過と結果について報告を終わります。 

○議長（神﨑文男君） これより質疑に入ります。 

議案第２０号「令和４年度大崎町介護保険事業特別会計補正予算（第１号）」の

委員長報告に対して、何か質疑はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（神﨑文男君） 質疑なしと認めます。 

よって、質疑はこれをもって終結いたします。 

これより討論に入ります。討論はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（神﨑文男君） 討論なしと認めます。 

よって、討論はこれをもって終結いたします。 

これより採決に入ります。お諮りします。議案第２０号「令和４年度大崎町介護

保険事業特別会計補正予算（第１号）」について、委員長の報告は、原案可決であ

ります。委員長の報告のとおり原案可決することに御異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 
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○議長（神﨑文男君） 御異議なしと認めます。 

よって、議案第２０号「令和４年度大崎町介護保険事業特別会計補正予算（第１

号）」は、原案のとおり可決されました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

 日程第４ 陳情第１号 「インボイス制度実施中止を求める意見書」の採択を求める

陳情 

○議長（神﨑文男君） 日程第４、陳情第１号「「インボイス制度実施中止を求める意

見書」の採択を求める陳情」を議題といたします。 

本件について、総務厚生常任委員長の報告を求めます。 

○総務厚生常任委員長（吉原信雄君） ただいま議題となりました陳情第１号、「イン

ボイス制度実施中止を求める意見書」の採択を求める陳情について、総務厚生常任

委員会における審査の経過と結果の報告をいたします。 

陳情者は、大崎町菱田２６５３番地３、曽於民主商工会会長出原宗一氏でありま

す。 

本陳情は、６月１日の本会議において当委員会に付託されたもので、６月２日に、

全委員出席のもと委員会を開催し、審査いたしました。 

陳情の趣旨は、令和５年１０月から開始する消費税のインボイス制度について、

買い手となる事業者は、仕入税額控除の適用のために、課税事業者である売り手の

みが発行できる適格請求書の保存が必要となるもので、制度が実施されれば、適格

請求書等の保存及び管理のために、事業者の事務負担が増加することや、免税事業

者が取引から排除される可能性があるとの理由から、インボイス制度の実施中止を

求める意見書採択を求める陳情でありました。陳情内容の審査に当たり、担当課で

ある税務課長の出席を求め、インボイス制度導入の目的、導入に伴う影響、経過措

置等について説明を受け、審査いたしました。 

特に質疑はなく、その後討論に入りましたが、委員から反対の討論があり、平成

２８年の消費税改正によって、インボイス制度が法制化された経過があることや、

法制化から既に６年が経過する中で、いろいろな準備や研修をしてきているという

のも、簡易な計算が可能な簡易課税の制度や、農協を通じて出荷する農家など一部

の業種へは交付義務の免除があることから、制度実施に大きな問題はないとの反対

意見が出されました。 

賛成の討論はなく、その後、採決に入り、起立採決の結果、陳情第１号「インボ

イス制度実施中止を求める意見書」の採択を求める陳情は、起立少数で不採択とす

ることに決定した次第であります。 

以上で、総務厚生常任委員会における、審査の経過と結果の報告を終わります。 
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○議長（神﨑文男君） これより質疑に入ります。 

陳情第１号「「インボイス制度実施中止を求める意見書」の採択を求める陳情」

の委員長の報告に対して、何か質疑はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（神﨑文男君） 質疑なしと認めます。 

よって、質疑はこれをもって終結いたします。 

これより討論に入ります。討論はありませんか。 

○３番（稲留光晴君） この内容は、今、委員長がおっしゃったとおりでありますが、

影響を受ける方が一部であると、こういう反対討論でありましたが、私はこういう

制度実施中止を求める意見書というのは、今、全国的に多くの業者、税理士等、あ

るいは全国、町、県、商工会議所も意見書を出している状況です。 

よって、私はこの陳情に対しては賛成の立場を取るということでございます。 

○議長（神﨑文男君） 次に、原案に反対の発言を許可します。 

○６番（中倉広文君） この陳情の趣旨に全く理解しないわけではないんですが、本陳

情については、現時点では賛同できません。 

先ほど委員長報告にもありましたが、インボイス制度につきましては、私たち国

民の代表である国会において十分審議され、平成２８年度に導入が決定し、そして

平成３０年に税制改正で詳細が決定され、法令に記載をされたという事実がありま

す。 

制度の目的については幾つかありますが、皆さん御承知のことかと思います。私

も、本制度の導入によって、自身の経営についていろいろ検討しなければならない

当事者でもあり、これまで、また研修会等を通じて、いろんなシミュレーションを

しながら学んできたところです。その中で、課税事業者については、新たな組織の

もとで適正な消費税を算出することになりますが、免税事業者については、まず、

一般消費者としての取引には全く影響はないと考えております。その他ＢｔｏＢ事

業者同士の取引については、インボイスが必要とされる事業者との取引は、このよ

うな免税事業者にどの程度あるのか、その度合いによって、今後、免税事業者が課

税事業者になるのか、あるいはならないのか、そういったことを選択しなければな

というふうに考えます。来年、令和５年１０月に施行されるということで、その後、

段階的に６年間経過措置期間がありますので、その期間の中で個々の経営形態や取

引先の選択ということも含めて判断されることになろうかと思います。 

また、売上先が５,０００万円以下の事業者は簡易課税制度も適用ができ、この

場合はインボイスは不要とされますし、先ほどありましたように、私ども農業者に

おいてはＪＡあるいは卸売市場に委託販売し、共販等をやっている品目については
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免除をされるというふうにうたわれております。このように、本制度には小規模事

業者への配慮が幾分かなされているようでございます。 

そのような中で、国会において法制化された法律に対して、本町事業者にどの程

度影響があるか十分確認されないまま、本町議会としてインボイス制度実施中止を

求める意見書を、政府及び国会に対して送付するという本陳情は、現段階では具体

性を欠き、賛同しかねるので、採択することには反対といたします。 

○議長（神﨑文男君） ほかにありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（神﨑文男君） 討論なしと認めます。 

よって、討論はこれをもって終結いたします。 

これより、陳情第１号「「インボイス制度実施中止を求める意見書」の採択を求

める陳情」を採決いたします。 

この採決は、起立によって採決します。賛成の場合は、小野議員は挙手による採

決でお願いします。 

この陳情に対する委員長の報告は不採択です。陳情第１号「「インボイス制度実

施中止を求める意見書」の採択を求める陳情」を採択することに賛成の諸君の起立

を求めます。 

［賛成者起立］ 

○議長（神﨑文男君） 起立少数です。 

したがって、陳情第１号「「インボイス制度実施中止を求める意見書」の採択を

求める陳情」については、不採択とすることに決定いたしました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第５ 議員派遣の件 

○議長（神﨑文男君） 日程第５「議員派遣の件」を議題といたします。 

お諮りします。 

別紙のとおり、本町議会議員を派遣したいと思いますが、これに御異議ありませ

んか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（神﨑文男君） 御異議なしと認めます。 

よって、別紙のとおり、本町議会議員を派遣することに決定いたしました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第６ 閉会中継続審査・調査申出書 

○議長（神﨑文男君） 日程第６「閉会中継続審査・調査申出書」の件を議題といたし

ます。 
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委員会の決定に基づき、お手元に配付してある写しのとおり、４委員長から申し

出があります。 

お諮りします。 

４委員長の申し出のとおり決することに御異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（神﨑文男君） 御異議なしと認めます。 

よって、４委員長の申し出のとおり、閉会中の継続審査及び調査は可決されまし

た。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

○議長（神﨑文男君） 以上をもって、本日の日程の全部を終了いたしました。会議を

閉じます。令和４年第２回大崎町議会定例会を閉会いたします。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

閉会 午前１０時２５分 
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